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この資料は、総務省政策統括官（統計制度担当）付産業連関表担当統計審査官室が、令和３年７月に都道府県、政令指定

都市等の産業連関表作成主管課に対して、令和２年度に実施又は把握した産業連関分析事例について照会し、その結果を取

りまとめたものです。 

関係者各位の御協力に対し、この場をお借りして御礼申し上げます。 

本報告書に掲載している分析事例は、各都道府県、政令指定都市等から御報告いただいたものを原則としてそのまま掲載

しておりますので、詳細につきましては、産業連関分析を実施した都道府県等に直接お問い合わせ下さい。 

最後に、本資料が今後の産業連関分析の際の一助となれば幸甚に存じます。 
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本冊子に掲載している著作物は、掲載許諾を得た上で提出がなされているものです。 



分析テーマ 分析テーマ

公共事業・施策効果 イベント・観光 企業・施設 経済構造・その他 公共事業・施策効果 イベント・観光 企業・施設 経済構造・その他

2 1 1 徳 島 県 -

北 海 道 1 1 香 川 県 1 1

青 森 県 2 1 1 愛 媛 県 -

岩 手 県 1 1 高 知 県 1 1

宮 城 県 2 1 1 福 岡 県 1 1

秋 田 県 2 1 1 佐 賀 県 -

山 形 県 - 長 崎 県 1 1

福 島 県 2 1 1 熊 本 県 -

茨 城 県 - 大 分 県 -

栃 木 県 - 宮 崎 県 1 1

群 馬 県 - 鹿 児 島 県 -

埼 玉 県 - 沖 縄 県 1 1

千 葉 県 1 1 札 幌 市 -

東 京 都 - 仙 台 市 -

神 奈 川 県 - さいたま市 1 1

新 潟 県 1 1 千 葉 市 -

富 山 県 - 横 浜 市 2 1 1

石 川 県 - 川 崎 市 -

福 井 県 - 相 模 原 市 -

山 梨 県 - 新 潟 市 -

長 野 県 - 静 岡 市 -

岐 阜 県 1 1 浜 松 市 -

静 岡 県 2 1 1 名 古 屋 市 -

愛 知 県 - 京 都 市 1 1

三 重 県 2 1 1 大 阪 市 -

滋 賀 県 1 1 堺 市 1 1

京 都 府 - 神 戸 市 1 1

大 阪 府 1 1 岡 山 市 -

兵 庫 県 3 1 1 1 広 島 市 -

奈 良 県 - 北 九 州 市 2 2

和 歌 山 県 - 福 岡 市 1 1

鳥 取 県 1 1 熊 本 市 5 4 1

島 根 県 1 1 合 計 47 13 24 7 3

岡 山 県 -

広 島 県 1 1

山 口 県 -

注）この表は各分析事例を内容別に大まかな区分で分類したものである。
　　分析事例が複数の分析テーマに該当する場合、主要な分析テーマに分類している。

産業連関分析事例総括表

都道府県等名 事例件数 都道府県等名 事例件数

北海道開発局
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都道府県等名 国土交通省 北海道開発局  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1 

 

 

北海道開発事業費（当初）の経済波及効

果 

令 2.4 無 北海道開発局 

開発監理部 

開発計画課 

平成 23 年北海道産業連関

表（63部門） 

平成 23年北海道内地域間

産業連関表（33部門） 

令和 2 年度北海道開発事業費（当初）による道内全体へ

の経済波及効果を試算。 

 ・経済波及効果  1兆 3,955億円（1.9倍） 

          （二次波及効果まで） 

 ・就業者誘発数  113,465 人 

また、令和 2度北海道開発事業費（当初）による道内６

圏域ごとの経済波及効果も試算。 

 

2 

 

 

Go Toトラベルの札幌着の一時停止の延

長による影響分析 

令 2.12 有 株式会社道銀地域総合研究

所 

平成 27年北海道産業連関

表 

Go Toトラベルの札幌着の一時停止の延長による北海道経

済に与えるに影響について分析 
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「その他」の内訳 「その他」の内訳

その他

６，４１５億円

４６．０％

建設業

７，５４０億円

５４．０％

その他

４７，１５３人

４１．６％

建設業

６６，３１２人

５８．４％

生産誘発額内訳 就業者誘発数内訳

＜各圏域における全道への経済波及効果＞
（単位：億円、倍、人）

生産誘発額のうち
付加価値額６，９５４億円は
道内総生産（名目）の
約３．６％に相当

H29年度道内総生産（名目）19兆4,301億円

※１ 予算額は北海道開発局実施事業のみであり、用地費及び補償費を除いている。
用地費及び補償費は過去３年の実績より算出。
農業及び水産基盤を除き、工事諸費は含まれていない。

※２ 生産誘発額、就業者誘発数は、各圏域から道内他圏域を誘発する分を含む。
※３ 四捨五入の関係で計と内訳が一致しない場合がある。

令和2年度北海道開発事業費（当初）による北海道への経済波及効果（試算）

北海道の総就業者数の
約４．３％に相当

北海道の令和元年総就業者数約266万人

出典：「平成２３年北海道産業連関表」（北海道開発局:平成28年8月公表）、「平成２３年北海道内地域間産業連関表」（北海道開発局:平成30年3月公表）、

「平成２９年度道民経済計算」（北海道:令和2年3月公表）、 「労働力調査 令和元年平均」（総務省:令和2年1月公表）から試算

令和2年度北海道開発事業費（当初）により発生する直接需要額
７，４７７億円

（７，８５３億円から用地費及び補償費３７６億円を除いた額）
※なお、北海道開発局実施以外の事業を含む。

生産誘発額

１兆３，９５５億円
（経済波及効果 １．９倍)

就業者誘発数

１１３，４６５人

(人)(億円)

予算額
生産
誘発額

経済波及
効果

就業者
誘発数

道　央 1,872 3,366 1.80 約29,300

道　南 356 689 1.93 約5,600

道　北 692 1,351 1.95 約11,600

オホ－ツク 294 577 1.96 約4,700

十　勝 282 552 1.96 約4,400

釧路・根室 389 743 1.91 約6,000

全道計 3,885 7,276 1.87 約61,600
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都道府県等名 北海道  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

日本製紙釧路工場の製紙事業撤退が釧路

市に及ぼす影響分析 

令 2.11.18新聞

報道 

有 北海道新聞社 釧路市産業連関表 令和３年８月に予定された日本製紙釧路工場の製紙事業

撤退の影響を試算 

・生産額と波及効果（１～２次の合計）を合計した影響

額▲約 380億円 

・従業員の家族を含めると約２千人弱が釧路市外に流出

し、運輸業、商業など幅広い産業に影響が及び、釧路

市内の総生産額の４％程度が失われる可能性があると

している。 
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都道府県等名 青森県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

新型コロナウイルスが青森県経済へ与え

る影響の推計 

令２.５ 有 国立大学法人弘前大学（人文

社会学部） 

平成２３年青森県産業連

関表（１０８部門） 

新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言下

（4/16～5/14、フェーズ１）における飲食業等５業種へ

の経済的影響、及び春以降の各イベント中止に伴う４月

～９月の期間（フェーズ２）における観光産業に対する

経済的影響を試算し、各フェーズを合算して新型コロナ

ウイルスが県経済へ与える影響を推計。 

【経済波及効果】 

・生 産 額 △1,661億円 

・雇用者数 △22,989人 

令和２年５月 25日

プレス発表資料 

2 

 

 

青森県二大祭り中止の経済的影響 

～弘前さくら・青森ねぶた中止で失う

「富」とアフターコロナの展望～ 

令２.６ 有 あおもり創生パートナーズ

株式会社 

平成２３年青森県産業連

関表（４０部門） 

新型コロナウイルス感染拡大の影響による「弘前さく

らまつり」と「青森ねぶた祭」の中止に伴う経済的損失

を推計した。 

【経済波及効果】 

・付加価値ベースで試算 △575億 2 千万円 

（県内名目ＧＤＰの 1.26％相当のマイナス） 

会報誌 Région 

2020年６月号掲載 
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都道府県等名 岩手県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  新型コロナウィルスの感染拡大による観

光客の減少に伴う経済的打撃 

令２.10.1新聞

報道 

有 （一財）岩手経済研究所 平成 25年岩手県産業連関

表（36部門） 

 令和２年度上半期における、新型コロナウィルスの感

染拡大による観光客の減少に伴う経済的打撃を試算。 

・一次波及効果（損失） 960億 9,700万円

・二次波及効果（損失） 140億 1,900万円
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都道府県等名 宮城県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

新型コロナ禍の観光経済 

－宮城県への影響に関する実証分析－ 

令３.３.20 無 東北文化学園大学総合政策

学部教授 田邊文彦 

平成 27年宮城県産業連関

表 

新型コロナウイルス感染症による宮城県の観光産業への

影響を分析している。 

 

2 

 

 

経済波及効果推計事業（気仙沼市産業連

関表） 

令３.３.12 無 気仙沼市（有限会社イーズ

に業務委託） 

平成 27年宮城県産業連関

表 

平成 27年宮城県産業連関表をベースに、市内事業者

（2,958社）へのアンケート調査・ヒアリング調査等を

実施し、気仙沼市版の産業連関表を作成している。 
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都道府県等名 秋田県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  CCRCのまちなか展開の可能性と課題 

－「クロッセ秋田」の事例から－ 

令 3.3 無 秋田大学教育文化学部 H27経済波及効果分析ツー

ル（汎用版 15部門）

令和２年度にオープンした県内初となる本格的 CCRC「ク

ロッセ秋田」の地域経済への波及効果を推計。

・波及効果 4,613百万円（1.47 倍） 

（２次効果まで） 

・粗付加価値誘発額 2,373百万円

・雇用者所得誘発額 1,521百万円

別添資料あり 

2 秋田魁新報 月曜論壇「給付金で県内経

済支えたい」 

令 2.5.18 

新聞報道 

有 秋田大学教育文化学部 H23経済波及効果分析ツー

ル（15部門）

新型コロナウイルス感染拡大に伴う経済対策として給付

される「特別定額給付金」の秋田県内への波及効果を推

計。 

・波及効果 1,000 億円（1.2倍）
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都道府県等名 福島県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

ＮＨＫ連続テレビ小説「エール」の放映

に伴う福島県経済への波及効果 

令２．６ 有 日本銀行福島支店 ・平成 23年（2011年） 

福島県産業連関表 

・平成 25年（2013年） 

福島県産業連関表 

ＮＨＫ連続テレビ小説「エール」の放映に伴う福島県へ

の経済波及効果を試算。 

・経済波及効果 4,822百万円（二次効果まで） 

ＨＰ掲載有り 

https://www3.boj.o

r.jp/fukushima/yel

lreport.pdf 

2 

 

 

新型コロナウイルスが福島県内の雇用・

労働情勢に及ぼす影響について 

令２．１１ 無 一般財団法人とうほう地域

総合研究所 

・平成 27年（2015年） 

 福島県産業連関表 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う福島県内労働者

の現金給与総額減少が福島県に及ぼす経済波及効果を試

算 

・経済波及効果△32,278百万円（二次効果まで） 

ＨＰ掲載有り 

http://fkeizai.in.ar

ena.ne.jp/kikanshi

/mokuji 
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都道府県等名 千葉県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

千葉県における旅行・観光に関する経済

波及効果 

令和２年 12月 有 千葉県商工労働部 

観光企画課 

平成 23年千葉県産業連関

表 

令和元年の観光消費額から、平成 23年千葉県産業連関

表を用い、千葉県における旅行・観光に関する経済波及

効果を推計 

詳細は「令和元年

千葉県観光入込調

査報告書」を参照 
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都道府県等名 新潟県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

新潟県・庄内エリアデスティネーション

キャンペーン開催に伴う経済効果 

令３．３．25 有 株式会社日本経済研究所 

株式会社日本政策投資銀行 

平成 23年新潟県産業連関

表 

平成 23年山形県産業連関

表 

 令和元年 10月から 12月に開催された「新潟県・庄内

エリアデスティネーションキャンペーン」による新潟県

及び山形県庄内エリアの経済波及効果を試算。 

・波及効果 約 214億円（約 1.58倍） 

          （２次効果まで） 

委託元：「新潟県・

庄内エリアＤＣ」推

進協議会 

別添資料あり 
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新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア

 

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

開
催
に
伴
う
経
済
効
果
調
査
報
告
書

 
     

 
 

     

2
0
2
0

年
1
1

月
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は
じ
め
に

 


 

2
0
1
9

年
1
0

月
～

1
2

月
、

新
潟

県
及

び
山

形
県

庄
内

エ
リ

ア
を

対
象

と
し

、「
日

本
海

美
食

旅
（

ガ
ス

ト
ロ

ノ

ミ
ー

）
」

を
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
と

し
た

「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

が
開

催
さ

れ
た

。
 

 
 

「
デ

ス
テ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
と

は
、

旅
の

目
的

地
や

行
き

先
を

表
す

デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン

（
D

e
s
tin

a
tio

n
）

と
、

誘
客

の
た

め
の

活
動

を
意

味
す

る
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（

C
a
m

p
a
ig

n
）

か
ら

な
る

合
成

語

で
あ

り
、

JR
旅

客
6

社
が

現
地

の
自

治
体

や
観

光
関

連
事

業
者

等
と

協
力

し
、

地
域

の
観

光
資

源
を

活
か

し
て

集
中

的
に

誘
客

す
る

、
大

型
観

光
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

あ
る

。
 

 


 

過
去

に
も

、
新

潟
県

と
山

形
県

庄
内

エ
リ

ア
を

対
象

と
し

て
D

C
は

開
催

さ
れ

て
き

た
が

、
D

C
開

催
に

よ
る

経
済

効
果

の
分

析
や

評
価

を
公

表
し

て
は

こ
な

か
っ

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
主

催
者

で
あ

る
公

益
社

団
法

人
新

潟
県

観
光

協
会

が
登

録
D

M
O

（
観

光
地

域
づ

く
り

法
人

）
の

認
定

を
受

け
た

こ
と

か
ら

も
、

本
D

C
の

効
果

を
検

証
し

、
広

く
公

表
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

 


 

本
レ

ポ
ー

ト
で

用
い

た
分

析
の

手
法

や
結

果
等

が
、

今
後

の
D

C
開

催
や

効
果

検
証

に
際

し
、

多
少

な
り

と
も

寄
与

す
れ

ば
幸

い
で

あ
る

。
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中

に
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し

た
数

値
は
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四

捨
五

入
に

よ
る
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た
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と
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も
一

致
し

な
い

。 

２
．

本
資

料
へ

の
掲

載
内

容
は

、
報

告
時

点
の

も
の

で
あ

り
、

変
更

さ
れ

る
場

合
が

あ
る

。
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1
 

第
１
章

 
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は

 

1
9
7
8

年
に

日
本

国
有

鉄
道

時
代

に
和

歌
山

県
と

共
同

で
は

じ
ま

っ
た

「
デ

ス
テ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
以

下
、「

D
C

」）」
は

、
北

海
道

か
ら

九
州

ま
で

の
JR

旅
客

6
社

が
、

現
地

の
自

治
体

や
観

光
関

連
事

業
者

等
と

協
力

し
、

地
域

の
観

光
資

源
を

活
か

し
て

集
中

的
に

誘
客

す
る

大
型

観
光

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

で
あ

る
。

 

通
常

、
3

か
月

ご
と

に
対

象
と

な
る

地
域

を
移

し
、

四
季

を
通

し
て

日
本

各
地

で
開

催
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
開

催

回
数

は
通

算
1
6
0

回
を

超
え

、
開

催
各

地
に

て
新

た
な

旅
の

創
出

や
提

案
の

場
を

提
供

し
て

き
た

。
 

な
お

、
新

潟
県

及
び

山
形

県
に

お
け

る
過

去
の

D
C

開
催

実
績

は
、

以
下

の
通

り
で

あ
る

（
2
0
2
0

年
８

月
末

日

現
在

）
。

 

＜
新
潟
県
で
の
開
催
実
績
＞

 

開
催

期
間

 
 

 
開

催
地

 
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
 

2
0
1
4

年
4

月
1

日
（

火
） 

～
 

6
月

3
0

日
（

月
）

 
新

潟
 

う
ま

さ
 ぎ

っ
し

り
 新

潟
 

2
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1
0

月
1

日（
木
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～

 
1
2

月
3
1

日
（

水
） 

新
潟

 
う

ま
さ

 ぎ
っ

し
り

 新
潟

 

2
0
0
1

年
1
0

月
1

日（
月

） 
～

 
1
2

月
3
1

日
（

月
） 

新
潟

 
う

る
お

い
の

新
潟

 

1
9
9
7

年
1

月
1
1

日（
土

） 
～

 
3

月
3
1

日
（

月
）

 
新

潟
 

元
気

派
 

自
然

王
国

・
う

る
お

い
の

新
潟

 

1
9
9
3

年
7

月
1
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（

木
） 
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月
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0
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（

木
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潟
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潟
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潟
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潟
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潟
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） 
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（
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北
６

県
 

ま
る

ご
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―
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9
8
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5
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日
（

土
） 

～
 

8
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3
1
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（

火
）
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：
各

種
資

料
よ

り
株

式
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社
日

本
経

済
研

究
所

作
成
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2
 

第
２
章

 
新
潟
県
・
庄
内

D
C
開
催
概
要

 

２
－
１

 
新
潟
県
・
庄
内

D
C
と
は

 

新
潟

県
・

庄
内

D
C

と
は

、
新

潟
県

と
山

形
県

庄
内

エ
リ

ア
を

対
象

に
、「

日
本

海
美

食
旅

（
ガ

ス
ト

ロ
ノ

ミ
ー

）
」

を
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
と

し
、

地
域

（
地

方
公

共
団

体
や

企
業

等
）

と
JR

グ
ル

ー
プ

6
社

（
北

海
道

・
東

日
本

・

東
海

・
西

日
本

・
四

国
・

九
州

）
が

協
働

で
取

り
組

ん
だ

大
型

観
光

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

で
あ

る
。

そ
の

開
催

の
概

要
を

以
下

に
示

す
。

 

（
１
）
開
催
地

 


 

新
潟

県
全

域
と

山
形

県
の

庄
内

地
域

の
全

８
エ

リ
ア

を
対

象
と

し
た

。
 

 

 
出

所
：「

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
 デ

ス
テ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

国
土

数
値

情
報

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

（
２
）
開
催
期
間

 


 

2
0
1
9

年
1
0

月
１

日
か

ら
2
0
1
9

年
1
2

月
3
1

日
ま

で
の

３
か

月
間

。
 

 
 

エ
リ

ア
名

対
象

市
町

村
名

新
潟

・
阿

賀
エ

リ
ア

新
潟

市
、

五
泉

市
、

阿
賀

野
市

、
阿

賀
町

村
上

・
新

発
田

エ
リ

ア
新

発
田

市
、

村
上

市
、

胎
内

市
、

聖
籠

町
、

関
川

村
、

粟
島

浦
村

弥
彦

・
三

条
エ

リ
ア

三
条

市
、

加
茂

市
、

燕
市

、
弥

彦
村

、
田

上
町

長
岡

・
柏

崎
エ

リ
ア

長
岡

市
、

柏
崎

市
、

小
千

谷
市

、
見

附
市

、
出

雲
崎

町
、

刈
羽

村

湯
沢

・
魚

沼
エ

リ
ア

十
日

町
市

、
魚

沼
市

、
南

魚
沼

市
、

湯
沢

町
、

津
南

町

妙
高

・
上

越
エ

リ
ア

上
越

市
、

糸
魚

川
市

、
妙

高
市

佐
渡

エ
リ

ア
佐

渡
市

庄
内

エ
リ

ア
鶴

岡
市

、
酒

田
市

、
三

川
町

、
庄

内
町

、
遊

佐
町
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（
３
）
取
り
組
み
方
針

 


 

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
の

両
地

域
が

共
通

す
る

「
食

」「
酒

」
等

の
魅

力
を

中
心

に
、

食
を

育
ん

だ
歴

史
や

伝
統

、

暮
ら

し
、

風
土

と
い

っ
た

背
景

と
、

食
で

地
域

の
ス

ト
ー

リ
ー

を
伝

え
る

仕
組

み
づ

く
り

を
、

日
本

海
美

食
旅

（
日

本
海

ガ
ス

ト
ロ

ノ
ミ

ー
）

と
し

て
進

め
る

。
 


 

2
0
1
8

年
に

新
幹

線
・

在
来

線
同

一
ホ

ー
ム

乗
換

が
実

現
し

、
利

便
性

の
向

上
し

た
新

潟
駅

を
利

用
し

た
新

潟

～
庄

内
エ

リ
ア

へ
の

周
遊

促
進

や
上

越
・

北
陸

の
２

つ
の

新
幹

線
を

利
用

し
た

沿
線

地
域

間
の

連
携

を
強

化
し

、

新
潟

県
と

庄
内

エ
リ

ア
の

広
域

観
光

流
動

の
創

造
に

繋
が

る
取

組
を

実
施

す
る

。
 


 

訪
日

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
に

も
力

を
入

れ
、

2
0
2
0

年
の

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

イ
ヤ

ー
に

お

け
る

国
内

外
か

ら
の

誘
客

促
進

に
つ

な
げ

る
。

 


 

本
D

C
の

機
会

を
最

大
限

に
生

か
し

、
そ

の
効

果
を

短
期

的
な

も
の

で
は

な
く

、
そ

の
後

に
続

く
も

の
と

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
。

官
民

が
一

体
と

な
っ

た
体

制
を

構
築

し
、

効
果

的
な

事
業

展
開

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
D

C

を
契

機
と

し
た

更
な

る
交

流
人

口
の

拡
大

に
繋

げ
る

。
 

（
４
）
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

 


 

本
D

C
の

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

は
、「

日
本

海
美

食
旅

（
ガ

ス
ト

ロ
ノ

ミ
ー

）
」。

 


 

ガ
ス

ト
ロ

ノ
ミ

ー
と

は
、

食
事

及
び

料
理

と
文

化
の

関
係

を
考

察
す

る
こ

と
を

い
い

、「
美

食
学

」
等

と
表

現
さ

れ
る

。
美

味
し

い
こ

と
を

前
提

と
し

な
が

ら
、

そ
の

土
地

に
内

包
さ

れ
た

歴
史

や
文

化
を

尊
重

し
、

表
現

し
、

昇
華

さ
せ

た
料

理
を

意
味

す
る

。
す

な
わ

ち
、

作
る

人
も

食
べ

る
人

も
、「

食
を

通
じ

て
地

域
を

知
る

こ
と

」
が

重
要

で
あ

り
、

目
的

と
す

る
も

の
で

あ
る

。
 


 

本
D

C
で

は
当

該
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
に

基
づ

き
、

日
本

海
と

雄
大

な
山

に
育

ま
れ

た
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

の
豊

か
な

食
文

化
を

発
信

し
、

旅
の

提
案

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

（
５
）
ロ
ゴ
マ
ー
ク

 


 

「
行

き
た

く
な

る
」「

撮
り

た
く

な
る

」「
シ

ェ
ア

し
た

く
な

る
」

を
テ

ー
マ

に
、

日
本

海
の

「
波

」
と

カ
メ

ラ
の

シ
ャ

ッ
タ

ー
を

モ
チ

ー
フ

と
し

た
デ

ザ
イ

ン
に

、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

鮮
や

か
な

「
日

本
海

彩
色

」
で

ま
と

め
た

も
の

と
し

た
。

 

（
６
）
推
進
体
制

 


 

「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

 デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

推
進

協
議

会
（

事
務

局
：「

う
ま

さ
ぎ

っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

）
が

構
築

さ
れ

、
本

D
C

が
推

進
さ

れ
た

。
 


 

「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

 デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

推
進

協
議

会
の

構
成

員
は

以
下

の
通

り
。

 

＜
「
新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア

 
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
推
進
協
議
会

 
構
成
員
＞

 

顧
問

 
新

潟
県

知
事

、
山

形
県

知
事

、
東

日
本

旅
客

鉄
道

株
式

会
社

新
潟

支
社

長
 

総
合

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

ー
 

岩
佐

十
良

 

会
長

 
新

潟
県

観
光

協
会

長
 

副
会

長
 

新
潟

県
観

光
協

会
副

会
長

（
新

潟
県

旅
館

組
合

理
事

長
）、

 

山
形

県
推

進
部

会
長

（
鶴

岡
市

長
）

 

新
潟

県
推

進
部

会
 

「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

 

山
形

県
推

進
部

会
 

「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

D
C

」
推

進
協

議
会

山
形

県
推

進
部

会
 

出
所

：「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

 デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

 
 

ロ
ゴ

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会
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（
７
）
協
賛
団
体

 

本
D

C
は

、
以

下
の

全
1
5
3

団
体

か
ら

の
協

賛
を

受
け

て
開

催
さ

れ
た

。
 

 
 

区
分

団
体

名
区

分
団

体
名

区
分

団
体

名

宿
泊

業
界

新
潟

県
旅

館
ホ

テ
ル

組
合

行
政

新
潟

県
行

政
（

一
社

）
新

発
田

市
観

光
協

会

A
N

A
ク

ラ
ウ

ン
プ

ラ
ザ

ホ
テ

ル
新

潟
山

形
県

月
岡

温
泉

観
光

協
会

（
株

）
新

潟
グ

ラ
ン

ド
ホ

テ
ル

新
潟

市
小

千
谷

観
光

協
会

ホ
テ

ル
日

航
新

潟
長

岡
市

加
茂

市
観

光
協

会

新
潟

東
映

ホ
テ

ル
上

越
市

（
一

社
）

十
日

町
市

観
光

協
会

ホ
テ

ル
サ

ン
ル

ー
ト

新
潟

三
条

市
見

附
市

観
光

物
産

協
会

（
株

）
当

間
高

原
リ

ゾ
ー

ト
柏

崎
市

村
上

市
観

光
協

会

ニ
ュ

ー
・

グ
リ

ー
ン

ピ
ア

津
南

新
発

田
市

（
一

社
）

燕
市

観
光

協
会

ラ
マ

ダ
ホ

テ
ル

新
潟

小
千

谷
市

（
一

社
）

糸
魚

川
市

観
光

協
会

交
通

業
界

東
日

本
旅

客
鉄

道
（

株
）

新
潟

支
社

加
茂

市
（

一
社

）
妙

高
市

観
光

協
会

西
日

本
旅

客
鉄

道
(株

)金
沢

支
社

十
日

町
市

咲
花

温
泉

観
光

協
会

北
越

急
行

（
株

）
見

附
市

（
一

社
）

五
泉

市
観

光
協

会

東
日

本
高

速
道

路
(株

)新
潟

支
社

村
上

市
（

一
社

）
佐

渡
観

光
交

流
機

構

日
本

航
空

(株
)新

潟
支

店
燕

市
阿

賀
野

市
観

光
協

会

全
日

本
空

輸
（

株
）

新
潟

支
店

糸
魚

川
市

（
一

社
）

魚
沼

市
観

光
協

会

佐
渡

汽
船

（
株

）
妙

高
市

（
一

社
）

南
魚

沼
市

観
光

協
会

新
潟

空
港

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

（
株

）
五

泉
市

（
一

社
）

胎
内

市
観

光
協

会

（
公

社
）

新
潟

県
バ

ス
協

会
阿

賀
野

市
聖

籠
町

観
光

協
会

（
一

社
）

新
潟

県
ハ

イ
ヤ

ー
・

タ
ク

シ
ー

協
会

佐
渡

市
（

一
社

）
弥

彦
観

光
協

会

旅
行

業
界

JT
B

新
潟

支
店

魚
沼

市
た

が
み

湯
っ

旅
ガ

イ
ド

（
田

上
町

観
光

協
会

）

（
株

）
日

本
旅

行
 新

潟
支

店
南

魚
沼

市
（

一
社

）
阿

賀
町

観
光

協
会

近
畿

日
本

ツ
ー

リ
ス

ト
（

株
）

新
潟

支
店

胎
内

市
出

雲
崎

町
観

光
協

会

東
武

ト
ッ

プ
ツ

ア
ー

（
株

）
新

潟
支

店
聖

籠
町

川
口

観
光

協
会

（
株

）
農

協
観

光
　

新
潟

支
店

弥
彦

村
（

一
社

）
湯

沢
町

観
光

協
会

愛
宕

商
事

（
株

）
田

上
町

津
南

町
観

光
協

会

（
一

社
）

新
潟

県
旅

行
業

協
会

阿
賀

町
関

川
村

観
光

協
会

マ
ス

コ
ミ

（
株

）
新

潟
日

報
社

出
雲

崎
町

（
一

社
）

粟
島

観
光

協
会

（
株

）
読

売
新

聞
社

新
潟

支
局

湯
沢

町
や

ま
が

た
観

光
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
推

進
協

議
会

（
株

）
朝

日
新

聞
社

新
潟

総
局

津
南

町
庄

内
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

（
株

）
毎

日
新

聞
社

新
潟

支
局

刈
羽

村

（
株

）
産

業
経

済
新

聞
社

新
潟

支
局

関
川

村

（
株

）
日

本
経

済
新

聞
社

新
潟

支
局

粟
島

浦
村

（
株

）
新

潟
放

送
新

潟
県

市
長

会

N
S

T
新

潟
県

町
村

会

（
株

）
テ

レ
ビ

新
潟

放
送

網
鶴

岡
市

（
株

）
新

潟
テ

レ
ビ

2
1

酒
田

市

（
株

）
エ

フ
エ

ム
ラ

ジ
オ

新
潟

三
川

町

経
済

団
体

新
潟

経
済

同
友

会
庄

内
町

（
一

社
）

新
潟

県
商

工
会

議
所

連
合

会
遊

佐
町

新
潟

県
商

工
会

連
合

会
北

陸
信

越
運

輸
局

新
潟

県
中

小
企

業
団

体
中

央
会

（
公

財
）

新
潟

観
光

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
協

会

（
公

財
）

に
い

が
た

産
業

創
造

機
構

新
津

観
光

協
会

銀
行

団
体

（
株

）
第

四
銀

行
新

潟
市

南
区

観
光

協
会

（
株

）
北

越
銀

行
新

潟
市

北
区

観
光

協
会

（
株

）
大

光
銀

行
岩

室
温

泉
観

光
協

会

農
林

水
産

業
新

潟
県

農
業

協
同

組
合

中
央

会
（

一
社

）
長

岡
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

食
品

産
業

新
潟

県
酒

造
組

合
与

板
観

光
協

会

新
潟

県
す

し
商

生
活

衛
生

同
業

組
合

和
島

観
光

協
会

キ
リ

ン
ビ

ー
ル

（
株

）
新

潟
支

社
寺

泊
観

光
協

会

サ
ッ

ポ
ロ

ビ
ー

ル
（

株
）

関
信

越
本

部
新

潟
統

括
支

社
（

一
社

）
栃

尾
観

光
協

会

（
株

）
新

潟
ふ

る
さ

と
村

越
路

観
光

協
会

寺
泊

海
岸

通
り

魚
商

組
合

山
古

志
観

光
協

会

山
崎

製
パ

ン
（

株
）

新
潟

工
場

中
之

島
観

光
協

会

ア
ジ

カ
ル

（
株

）
（

公
社

）
上

越
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

そ
の

他
新

潟
県

立
歴

史
博

物
館

安
塚

観
光

協
会

新
潟

県
フ

ィ
ル

ム
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
協

議
会

柿
崎

観
光

協
会

日
本

中
央

競
馬

会
新

潟
競

馬
場

大
潟

観
光

協
会

日
本

海
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
マ

ン
ズ

ケ
ー

プ
名

立
観

光
協

会

A
L

S
O

K
 新

潟
綜

合
警

備
保

障
（

株
）

三
条

観
光

協
会

（
株

）
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
コ

ア
（

一
社

）
柏

崎
観

光
協

会

（
株

）
ム

ラ
オ

西
山

町
観

光
協

会

（
株

）
東

亜
新

潟
支

店
高

柳
町

観
光

協
会

出
所

：「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

  

デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

- 25 -



 

5
 

２
－
２

 
会
期
中
に
開
催
さ
れ
た
主
な
イ
ベ
ン
ト

 

（
１
）

D
C
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

 

１
）

D
C
乾
杯
イ
ベ
ン
ト

 

日
本

酒
の

日
で

も
あ

る
1
0

月
１

日
が

「
酒

の
国

に
い

が
た

の
日

」
に

制
定

さ
れ

た
の

が
2
0
1
5

年
。

以
降

、
毎

年

実
施

さ
れ

て
い

る
記

念
イ

ベ
ン

ト
と

、
本

D
C

と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
て

実
施

さ
れ

た
も

の
が

、「
D

C
乾

杯
イ

ベ
ン

ト
」

で
あ

る
。

新
潟

・
長

岡
・

酒
田

の
３

カ
所

に
会

場
を

設
置

し
、

２
時

間
に

わ
た

っ
て

開
催

さ
れ

た
本

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

者
数

は
、

平
日

に
も

関
わ

ら
ず

約
9
0
0

人
を

数
え

、
大

盛
況

の
う

ち
に

終
了

し
た

。
以

下
は

、
新

潟

会
場

で
行

わ
れ

た
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

概
要

で
あ

る
。

 

＜
「

D
C
乾
杯
イ
ベ
ン
ト
」
開
催
概
要
＞

 

名
称

 
酒

の
国

に
い

が
た

の
日

 

開
催

日
 

2
0
1
9

年
1
0

月
１

日
（

火
）

 

時
間

 
開

場
1
7
:3

0
 

 
一

斉
乾

杯
1
8
:0

0
 

 
（

1
9
:3

0
終

了
）

 

会
場

 
新

潟
（

新
潟

駅
南

口
広

場
）

 

料
金

 
試

飲
チ

ケ
ッ

ト
（

７
枚

つ
づ

り
）

1
,0

0
0

円
（

税
込

）
 

※
7
0
0

枚
限

定
販

売
 

主
催

 
「

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
D

C
」

推
進

協
議

会
・

新
潟

県
酒

造
組

合
 

協
力

 
 亀

田
製

菓
株

式
会

社
 

 一
般

社
団

法
人

日
本

バ
ー

テ
ン

ダ
ー

協
会

関
越

統
括

本
部

 

  

 

概
要

 
 新

潟
県

内
の

日
本

酒
及

び
郷

土
料

理
の

振
舞

い
 

 新
潟

県
内

の
日

本
酒

及
び

カ
ク

テ
ル

の
有

料
試

飲
 

（
要

試
飲

チ
ケ

ッ
ト

購
入

）
 

 試
飲

チ
ケ

ッ
ト

購
入

者
に

オ
リ

ジ
ナ

ル
お

猪
口

進
呈

 

 蔵
人

及
び

清
酒

の
伝

道
師

「
金

の
達

人
」

の
参

加
 

等
 

出
所

：「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

 デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

 
 

 

写
真

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

 
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
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6
 

２
）

D
C
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

 

D
C

開
始

後
初

の
週

末
と

な
る

2
0
1
9

年
1
0

月
５

日
（

土
）
、

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
レ

モ
ニ

ー
が

執
り

行
わ

れ
た

。

会
場

は
新

潟
駅

南
口

を
予

定
し

て
い

た
が

、
台

風
1
8

号
の

余
波

に
よ

る
強

風
の

た
め

、
急

遽
、

新
潟

駅
構

内
南

口

踊
り

場
に

変
更

と
な

っ
た

。
新

潟
・

山
形

両
県

知
事

を
は

じ
め

と
し

た
多

数
の

出
席

者
の

も
と

、
D

C
推

進
協

議
会

長
・

髙
橋

正
氏

に
よ

る
テ

ー
プ

カ
ッ

ト
で

幕
を

切
っ

た
。

 

そ
の

後
、

新
潟

駅
南

口
広

場
を

会
場

と
し

て
、

新
潟

県
及

び
山

形
県

庄
内

エ
リ

ア
の

ガ
ス

ト
ロ

ノ
ミ

ー
料

理
を

振

る
舞

う
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

、
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

終
了

後
に

は
ス

テ
ー

ジ
イ

ベ
ン

ト
も

行
わ

れ
た

。
 

な
お

、
本

イ
ベ

ン
ト

に
て

無
料

提
供

さ
れ

た
料

理
数

は
約

3
,3

0
0

食
に

上
っ

た
。

 

＜
「

D
C
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
開
催
概
要
＞

 

名
称

 
D

C
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
 

開
催

日
 

2
0
1
9

年
1
0

月
５

日
（

土
）

 

時
間

 
 オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

1
1
:0

0
～

 

 ガ
ス

ト
ロ

ノ
ミ

ー
料

理
の

振
る

舞
い

1
1
:4

5
～

 
※

無
く

な
り

次
第

終
了

 

 大
人

の
休

日
倶

楽
部

「
趣

味
の

会
」

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
1
2
：

3
0
～

1
6
:0

0
 

会
場

 
新

潟
駅

南
口

広
場

 

料
金

 
無

料
 

提
供

 

メ
ニ

ュ
ー

 

【
新

潟
・

阿
賀

エ
リ

ア
】

炊
き

込
み

ご
飯

、
ご

せ
ん

桜
う

ど
ん

、
鮭

の
焼

漬
 

【
村

上
・

新
発

田
エ

リ
ア

】
自

分
で

作
る

お
好

み
鮭

御
膳

 

【
弥

彦
・

三
条

エ
リ

ア
】

釜
め

し
、

や
ひ

こ
娘

イ
カ

メ
ン

チ
 

【
長

岡
・

柏
崎

エ
リ

ア
】

鯛
茶

漬
け

、
番

屋
汁

 

【
湯

沢
・

魚
沼

エ
リ

ア
】

き
り

ざ
い

丼
、

け
ん

ち
ん

汁
、

か
ぐ

ら
南

蛮
味

噌
 

【
妙

高
・

上
越

エ
リ

ア
】

押
し

寿
司

、
笹

ず
し

、
あ

ん
こ

う
汁

 

【
佐

渡
エ

リ
ア

】
佐

渡
産

サ
ラ

ダ
の

カ
ク

テ
ル

仕
立

て
、

佐
渡

牛
乳

と
佐

渡
産

フ
ル

ー
ツ

の
 

ブ
ラ

ン
マ

ン
ジ

ェ
、

佐
渡

5
種

の
酒

蔵
 

【
庄

内
エ

リ
ア

】
芋

煮
、

庄
内

浜
柿

葉
寿

司
、

月
山

ワ
イ

ン
、

玉
こ

ん
に

ゃ
く

、
庄

内
柿

、
 

庄
内

産
食

材
の

洋
菓

子
 

備
考

 
新

潟
・

庄
内

の
食

と
景

観
を

楽
し

む
列

車
「

海
里

（
K

A
IR

I）
」

出
発

セ
レ

モ
ニ

ー
 

同
日

開
催

（
9
:3

0
～

1
0
:1

5
）

 

 
 

 
 

 
 

 
出

所
：「

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
 デ

ス
テ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

写
真

：
「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
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7
 

（
２
）

D
C
シ
ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト

 

１
）
ガ
ス
ト
ロ
キ
ッ
チ
ン

 in
 
新
潟
・
庄
内

2
0
1

9
 

「
日

本
海

美
食

旅
（

ガ
ス

ト
ロ

ノ
ミ

ー
）」

の
コ

ン
セ

プ
ト

に
基

づ
い

た
“食

の
メ

ニ
ュ

ー
”を

提
供

す
る

飲
食

店

1
0
0

店
舗

が
参

加
し

、
期

間
限

定
の

特
別

企
画

や
各

店
舗

自
慢

の
食

の
ス

ト
ー

リ
ー

が
繰

り
広

げ
ら

れ
た

。
 

ガ
ス

ト
ロ

キ
ッ

チ
ン

開
催

記
念

と
し

て
「

お
食

事
券

プ
レ

ゼ
ン

ト
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

も
実

施
さ

れ
、

参
加

飲
食

店

は
数

多
く

の
観

光
客

で
賑

わ
っ

た
。

販
売

食
数

は
計

1
0
,0

0
0

食
を

超
え

、
利

用
者

数
は

1
5
,0

0
0

人
を

超
え

た
。

 

＜
「
ガ
ス
ト
ロ
キ
ッ
チ
ン

 in
 
新
潟
・
庄
内

2
0
1

9
」
開
催
概
要
＞

 

名
称

 
ガ

ス
ト

ロ
キ

ッ
チ

ン
 in

 新
潟

・
庄

内
2
0
1
9
 

 

開
催

期
間

 
2
0
1
9

年
1
0

月
１

日
（

火
）

～
1
1

月
2
4

日
（

日
）

 
5
5

日
間

 

参
加

店
舗

数
 

1
0
0

店
舗

 

【
新

潟
・

阿
賀

エ
リ

ア
】

2
0

店
舗

、
 【

村
上

・
新

発
田

エ
リ

ア
】

1
2

店
舗

、
 

【
弥

彦
・

三
条

エ
リ

ア
】

1
1

店
舗

、
 【

長
岡

・
柏

崎
エ

リ
ア

】
1
5

店
舗

、
 

【
湯

沢
・

魚
沼

エ
リ

ア
】

1
4

店
舗

、
 【

妙
高

・
上

越
エ

リ
ア

】
1
1

店
舗

、
 

【
佐

渡
エ

リ
ア

】
4

店
舗

、
        【

庄
内

エ
リ

ア
】

1
3

店
舗

 

出
所

：「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

 デ
ス

テ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

 

 な
お

、
各

エ
リ

ア
に

お
け

る
販

売
食

数
及

び
利

用
者

数
は

以
下

の
通

り
報

告
さ

れ
て

お
り

、
販

売
食

数
及

び
利

用

者
数

と
も

に
、

湯
沢

・
魚

沼
エ

リ
ア

が
最

も
多

か
っ

た
。

次
い

で
、

販
売

食
数

で
は

庄
内

エ
リ

ア
及

び
新

潟
・

阿
賀

エ
リ

ア
が

多
く

、
利

用
者

数
で

は
弥

彦
・

三
条

エ
リ

ア
及

び
庄

内
エ

リ
ア

が
多

い
結

果
と

な
っ

た
。

 

＜
各
エ
リ
ア
に
お
け
る
販
売
食
数
及
び
利
用
者
数
＞

 

エ
リ

ア
名

 
販

売
食

数
（

食
）

 
利

用
者

数
（

人
）

 

新
潟

・
阿

賀
エ

リ
ア

 
7
2
2
 

5
4
6
 

村
上

・
新

発
田

エ
リ

ア
 

2
2
7
 

1
0
0
 

弥
彦

・
三

条
エ

リ
ア

（
注

）
 

3
6
1
 

3
,5

4
0
 

長
岡

・
柏

崎
エ

リ
ア

 
2
6
0
 

2
6
0
 

湯
沢

・
魚

沼
エ

リ
ア

 
7
,5

9
1
 

7
,3

5
3
 

妙
高

・
上

越
エ

リ
ア

 
3
3
 

4
3
 

佐
渡

エ
リ

ア
 

5
7
 

5
7
 

庄
内

エ
リ

ア
（

注
）

 
8
5
0
 

3
,5

3
7
 

合
計

 
1
0
,1

0
1
 

1
5
,4

3
6
 

 （
注

）
販

売
食

数
と

利
用

者
数

に
大

き
な

乖
離

が
あ

る
エ

リ
ア

に
は

、
食

の
提

供
を

受
け

な
く

て
も

利
用

可
能

な
施

設
が

含
ま

れ
て

い
る

。
 

例
：

燕
三

条
ワ

シ
ン

ト
ン

ホ
テ

ル
 銀

座
（

弥
彦

・
三

条
エ

リ
ア

）
、

羽
黒

山
参

籠
所

 斎
館

（
庄

内
エ

リ
ア

）
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 
 

ロ
ゴ

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会
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＜
販
売
食
及
び
利
用
者
の
分
布
＞

 

 
出

所
：「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
提

供
資

料
、

国
土

数
値

情
報

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 

 
出

所
：「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
提

供
資

料
、

国
土

数
値

情
報

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 

■
利
用
者
数0
-1

2
5

1
2
5
-2

5
0

2
5
0
-5

0
0

5
0
0
-1

,0
0
0

1
,0

0
0
-8

,0
0
0

（
人

）

■
販
売
食
数0
-1

2
5

1
2
5
-2

5
0

2
5
0
-5

0
0

5
0
0
-1

,0
0
0

1
,0

0
0
-8

,0
0
0

（
食

）
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２
）
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
博

2
0

1
9

 in
 JR

A
新
潟
競
馬
場

 

「
日

本
海

グ
ル

メ
の

競
演

」
を

テ
ー

マ
に

掲
げ

、
新

潟
県

及
び

山
形

県
の

グ
ル

メ
を

一
堂

に
会

し
た

食
の

祭
典

。

本
D

C
の

シ
ン

ボ
ル

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
開

催
さ

れ
る

予
定

で
あ

っ
た

本
イ

ベ
ン

ト
は

、
台

風
1
9

号
の

た
め

中
止

と

な
っ

た
。

な
お

、
予

定
さ

れ
て

い
た

開
催

の
概

要
は

、
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

＜
－
中
止
－
「
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
博

2
0

1
9

 in
 JR

A
新
潟
競
馬
場
」
開
催
概
要
＞

 

名
称

 
新

潟
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

博
2
0
1
9
 in

 JR
A

新
潟

競
馬

場
 

主
催

 
新

潟
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

博
実

行
委

員
会

 

（
構

成
団

体
：

公
益

財
団

法
人

新
潟

県
観

光
協

会
、

新
潟

県
、

新
潟

市
、
「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
 

 
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
、

株
式

会
社

新
潟

放
送

、
株

式
会

社
ニ

ュ
ー

ズ
・

ラ
イ

ン
）

 

共
催

 
日

本
中

央
競

馬
会

新
潟

競
馬

場
 

開
催

期
間

 
2
0
1
9

年
1
0

月
1
2

日
（

土
）・

1
0

月
1
3

日
（

日
）

 
9
:3

0
～

1
7
:0

0
 

会
場

 
JR

A
新

潟
競

馬
場

（
新

潟
市

北
区

笹
山

3
4
9
0
）

 

入
場

料
 

無
料

 

協
賛

 
山

形
県

、
サ

ッ
ポ

ロ
ビ

ー
ル

（
風

味
爽

快
ニ

シ
テ

）
、

エ
ー

ス
コ

ッ
ク

、
ヤ

ス
ダ

ヨ
ー

グ
ル

ト
、

新
潟

東
映

ホ
テ

ル
、

コ
ー

プ
に

い
が

た
、

コ
ー

プ
ク

ル
コ

、
万

代
シ

ル
バ

ー
ホ

テ
ル

 

来
場

者
数

 

実
 

 
績

 

開
催

年
度

（
年

度
）

 
開

催
地

 
グ

ル
メ

出
展

数
（

件
）

 
来

場
者

数
（

千
人

）
 

2
0
0
8
 

朱
鷺

メ
ッ

セ
 

3
4
 

3
0
 

2
0
0
9
 

朱
鷺

メ
ッ

セ
 

3
9
 

5
7
 

2
0
1
0
 

朱
鷺

メ
ッ

セ
 

3
1
 

3
7
 

2
0
1
1
 

朱
鷺

メ
ッ

セ
 

4
2
 

3
8
 

2
0
1
2
 

朱
鷺

メ
ッ

セ
 

2
5
 

4
0
 

2
0
1
3
 

朱
鷺

メ
ッ

セ
 

3
1
 

3
0
 

2
0
1
4
 

朱
鷺

メ
ッ

セ
 

3
6
 

3
8
 

2
0
1
5
 

朱
鷺

メ
ッ

セ
 

4
8
 

3
6
 

2
0
1
6
 

JR
A

新
潟

競
馬

場
 

3
2
 

4
0
 

2
0
1
7
 

JR
A

新
潟

競
馬

場
 

4
8
 

3
6
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 

台
風

1
9

号
は

、
1
0

月
6

日
に

南
鳥

島
近

海
で

発
生

し
、

1
0

月
1
2

日
1
9

時
前

に
大

型
で

強
い

勢
力

で
伊

豆
半

島
に

上
陸

。
そ

の
後

、
関

東
地

方
を

通
過

し
、

1
0

月
1
3

日
1
2

時
に

日
本

の
東

で
温

帯
低

気
圧

に
変

わ
っ

た
も

の

で
あ

る
。

こ
の

台
風

の
接

近
に

よ
り

、
新

潟
県

内
で

は
1
0

月
1
2

日
か

ら
1
3

日
に

か
け

て
大

雨
と

な
り

、
1
2

日

1
9

時
5
0

分
に

上
越

市
、

妙
高

市
、

糸
魚

川
市

に
大

雨
特

別
警

報
が

発
表

さ
れ

た
。

ま
た

、
JR

東
日

本
で

は
、

上
越

新
幹

線
の

運
行

を
1
2

日
午

後
か

ら
1
3

日
朝

ま
で

見
合

わ
せ

た
。

北
陸

新
幹

線
は

、
長

野
新

幹
線

車
両

セ
ン

タ
ー

が

浸
水

被
害

を
受

け
、

当
時

、
再

開
の

目
途

が
立

っ
て

い
な

い
状

況
に

あ
っ

た
。

新
潟

県
内

の
在

来
線

は
、

1
2

日
の

1
4

時
過

ぎ
か

ら
全

線
で

運
転

を
見

合
わ

せ
、

1
3

日
昼

前
後

に
一

部
の

運
転

が
再

開
さ

れ
た

。
首

都
圏

の
在

来
各

線
に

も
、

運
転

見
合

わ
せ

が
相

次
い

だ
。

 

以
上

の
影

響
に

よ
り

、
行

楽
期

で
あ

る
1
0

月
の

客
足

に
伸

び
を

期
待

す
る

こ
と

が
難

し
い

状
況

に
あ

っ
た

こ
と

を
付

記
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
D

C
開

催
に

お
い

て
は

自
然

災
害

を
含

む
環

境
変

化
へ

の
対

応
も

、
考

慮
す

る
必

要
性

が
あ

ろ
う

。
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1
0
 

（
３
）

D
C
関
連
イ
ベ
ン
ト

 

１
）
新
潟
・
庄
内
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

 

本
D

C
開

催
地

域
へ

の
旅

行
の

動
機

づ
く

り
と

リ
ピ

ー
タ

ー
の

増
加

、
周

遊
観

光
の

促
進

を
図

る
た

め
、

道
の

駅

や
観

光
関

連
施

設
等

に
ス

タ
ン

プ
を

設
置

。
ス

タ
ン

プ
数

に
応

じ
た

賞
品

を
抽

選
に

よ
り

進
呈

し
た

。
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

参
加

施
設

で
利

用
で

き
る

共
通

ク
ー

ポ
ン

券
と

引
き

換
え

に
、

特
典

（
割

引
や

プ
レ

ゼ
ン

ト
）

が
受

け
ら

れ
る

サ
ー

ビ
ス

も
提

供
し

た
。

以
下

が
、

そ
の

開
催

概
要

で
あ

る
。

 

な
お

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

抽
選

応
募

数
は

約
7
,4

0
0

件
、

共
通

ク
ー

ポ
ン

券
利

用
数

は
約

2
0
,0

0
0

件
で

あ
っ

た
。

 

＜
「
新
潟
・
庄
内
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
開
催
概
要
＞

 

名
称

 
新

潟
・

庄
内

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

 

 

開
催

期
間

 
2
0
1
9

年
９

月
１

日
（

日
）

～
1
2

月
１

日
（

日
）

 

主
催

 
「

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
D

C
」

推
進

協
議

会
 

共
催

 
 東

日
本

高
速

道
路

株
式

会
社

 新
潟

支
社

 

 東
日

本
旅

客
鉄

道
株

式
会

社
 新

潟
支

社
 

 株
式

会
社

JT
B

 

協
力

 
 佐

渡
汽

船
株

式
会

社
 

参
加

施
設

 
観

光
関

連
施

設
（

一
般

参
加

施
設

）
：

1
4
2

施
設

 

【
新

潟
・

阿
賀

エ
リ

ア
】

2
2

施
設

、
 【

村
上

・
新

発
田

エ
リ

ア
】

1
8

施
設

、
 

【
弥

彦
・

三
条

エ
リ

ア
】

1
6

施
設

、
 【

長
岡

・
柏

崎
エ

リ
ア

】
2
5

施
設

、
 

【
湯

沢
・

魚
沼

エ
リ

ア
】

2
5

施
設

、
 【

妙
高

・
上

越
エ

リ
ア

】
1
2

施
設

、
 

【
佐

渡
エ

リ
ア

】
７

施
設

、
        【

庄
内

エ
リ

ア
】

1
7

施
設

 

N
E

X
O

東
日

本
新

潟
支

社
管

轄
の

S
A

・
P

A
：

2
7

施
設

 

D
C

特
別

ス
タ

ン
プ

設
置

：
計

1
6

か
所

 

 「
の

っ
て

楽
し

い
列

車
」
：

２
編

成
 

 主
要

駅
周

辺
観

光
案

内
所

：
1
0

か
所

 

 佐
渡

汽
船

カ
ー

フ
ェ

リ
ー

発
着

：
４

港
 

「
JT

B
る

る
ぶ

ト
ラ

ベ
ル

」
が

造
成

す
る

特
別

宿
泊

プ
ラ

ン
決

定
県

内
宿

泊
施

設
 

実
施

内
容

 
 参

加
施

設
で

ス
タ

ン
プ

を
集

め
る

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
（

集
め

た
ス

タ
ン

プ
の

数
及

び
種

類
に

応
じ

て
抽

選
で

賞
品

が
当

た
る

企
画

）
 

 参
加

施
設

で
使

え
る

お
得

な
共

通
ク

ー
ポ

ン
券

の
持

参
に

よ
る

特
典

の
提

供
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成
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1
1
 

①
 
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

 

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
へ

の
応

募
条

件
及

び
応

募
状

況
を

以
下

に
示

す
。

 

応
募

条
件

と
し

て
ス

タ
ン

プ
数

2
5

個
（

完
遂

）
が

必
要

な
Ａ

賞
へ

の
応

募
が

2
,3

9
6

件
と

全
体

の
1
/3

弱
を

占
め

て
お

り
、

応
募

に
求

め
ら

れ
る

ス
タ

ン
プ

数
が

最
も

少
な

い
（

５
個

以
上

の
）

Ｃ
賞

3
,1

0
3

件
に

次
い

で
多

か
っ

た
。

 

応
募

経
路

と
し

て
ハ

ガ
キ

と
ス

マ
ホ

が
用

意
さ

れ
た

が
、

ハ
ガ

キ
に

よ
る

応
募

が
圧

倒
的

に
多

く
、

全
体

の
９

割

以
上

を
占

め
た

。
こ

の
要

因
の

一
つ

に
、

応
募

者
の

年
齢

層
が

比
較

的
高

い
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
。

 

＜
応
募
条
件
＞

 
 

応
募

条
件

 
当

選
者

数
（

人
）

 
賞

品
概

要
 

A
賞

 
ス

タ
ン

プ
数

2
5

個
（

完
遂

）
 

（
B

・
C

賞
の

抽
選

も
対

象
）

 

１
 

5
,0

0
0

円
相

当
の

新
潟

県
・

庄
内

の
季

節

の
特

産
品

（
月

1
回

×
1
2

回
発

送
）

 

B
賞

 
ス

タ
ン

プ
数

1
5

個
以

上
 

（
C

賞
の

抽
選

も
対

象
）

 

1
0
 

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
内

の
旅

館
の

平
日

限
定

ペ
ア

宿
泊

券
（

1
泊

2
食

付
）

 

C
賞

 
ス

タ
ン

プ
数

５
個

以
上

 
4
8
0
 

参
加

施
設

か
ら

の
提

供
品

 

ﾊ
ｲ
ｳ
ｪｲ

賞
 

A
賞

の
抽

選
に

外
れ

、
か

つ
、

 

＜
S

A
・

P
A

ス
タ

ン
プ

＞
が

１
個

以
上

 

3
0
0
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
ク

オ
カ

ー
ド

5
0
0

円
分

 

D
C

特
別

賞
 

A
賞

の
抽

選
に

外
れ

、
か

つ
、

 

＜
D

C
特

別
ス

タ
ン

プ
＞

が
１

個
以

上
 

2
0
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
ク

オ
カ

ー
ド

1
,0

0
0

円
分

 

＜
賞
品
別
及
び
経
路
別
応
募
者
数
及
び
構
成
比
＞

 

賞
品

  

経
路

 

A
賞

（
人

）
 

B
賞

 

（
人

）
 

C
賞

 

（
人

）
 

失
格

 

（
人

）
 

計
 

（
人

）
 

構
成

比
 

ﾊ
ｲ
ｳ
ｪｲ

賞
 

D
C

特
別

賞
 

ﾊ
ｲ
ｳ
ｪｲ

賞
 

D
C

特
別

賞
 

単
独

 

ハ
ガ

キ
 

4
9
 

3
4
 

2
,0

7
6
 

4
 

1
,5

7
7
 

2
,9

7
1
 

2
0
5
 

6
,9

1
6
 

9
3
.7

%
 

ス
マ

ホ
 

1
9
9
 

3
 

2
8
 

3
 

1
0
3
 

1
3
2
 

－
 

4
6
8
 

6
.3

%
 

計
 

2
4
8
 

3
7
 

2
,1

0
4
 

7
 

1
,6

8
0
 

3
,1

0
3
 

2
0
5
 

7
,3

8
4
 

1
0
0
.0

%
 

2
,3

9
6
 

構
成

比
 

3
2
.4

%
 

2
2
.8

%
 

4
2
.0

%
 

2
.8

%
 

1
0
0
.0

%
 

 

＜
年
齢
層
別
応
募
者
数
及
び
構
成
比
＞

 

年
齢

階
層

 
応

募
者

数
（

人
）

 
構

成
比

 
 

年
齢

階
層

 
応

募
者

数
（

人
）

 
構

成
比

 

0
～

9
歳

 
3
1
5
 

4
.2

7
%

 
 

5
0
～

5
9

歳
 

1
,5

5
3
 

2
1
.0

3
%

 

1
0
～

1
9

歳
 

3
1
8
 

4
.3

1
%

 
 

6
0
～

6
9

歳
 

1
,3

1
8
 

1
7
.8

5
%

 

2
0
～

2
9

歳
 

6
7
3
 

9
.1

1
%

 
 

7
0

歳
～

 
8
4
8
 

1
1
.4

8
%

 

3
0
～

3
9

歳
 

9
9
9
 

1
3
.5

3
%

 
 

不
明

 
6
1
 

0
.8

3
%

 

4
0
～

4
9

歳
 

1
,2

9
9
 

1
7
.5

9
%

 
 

合
計

 
7
,3

8
4
 

1
0
0
.0

0
%

 

＜
性
別
応
募
者
数
及
び
構
成
比
＞

 

性
別

 
応

募
者

数
（

人
）

 
構

成
比

 
 

性
別

 
応

募
者

数
（

人
）

 
構

成
比

 

男
 

3
,3

1
7
 

4
4
.9

2
%

 
 

不
明

 
1
 

0
.0

1
%

 

女
 

4
,0

6
6
 

5
5
.0

7
%

 
 

合
計

 
7
,3

8
4
 

1
0
0
.0

0
%

 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成
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1
2
 

な
お

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

へ
の

応
募

者
の

住
所

地
属

性
を

以
下

に
示

す
。

 

新
潟

県
内

か
ら

の
応

募
者

が
全

体
の

約
3
/4

を
占

め
、

首
都

圏
や

近
隣

県
な

ど
か

ら
の

応
募

者
も

多
数

見
ら

れ
た

。
 

新
潟

県
内

か
ら

の
応

募
は

、
新

潟
市

及
び

中
越

エ
リ

ア
か

ら
の

応
募

が
多

く
、

両
エ

リ
ア

合
わ

せ
て

新
潟

県
全

体
の

3
/4

以
上

を
占

め
た

。
応

募
者

の
分

布
を

み
る

と
、

上
越

新
幹

線
の

沿
線

エ
リ

ア
が

比
較

的
多

か
っ

た
。

こ
の

傾
向

は
、

人
口

1
0
0

万
人

当
た

り
の

P
V

数
で

も
同

様
で

あ
っ

た
。

 

＜
住
所
地
別
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
応
募
者
数
及
び
構
成
比
＞

 

エ
リ

ア
 

応
募

者
数

（
人

）
 

構
成

比
（

％
）

 
 

エ
リ

ア
 

応
募

者
数

（
人

）
 

構
成

比
（

％
）

 

新
潟

県
 

5
,5

4
1
 

7
5
.0

4
 

 
中

部
 

9
2
 

1
.2

5
 

新
潟

市
 

2
,2

2
3
 

3
0
.1

1
 

 
近

畿
 

9
1
 

1
.2

3
 

下
越

・
佐

渡
 

1
,0

0
3
 

1
3
.5

8
 

 
福

島
県

 
6
8
 

0
.9

2
 

中
越

 
2
,0

0
3
 

2
7
.1

3
 

 
長

野
県

 
6
8
 

0
.9

2
 

上
越

 
3
1
2
 

4
.2

3
 

 
栃

木
県

・
茨

城
県

 
6
8
 

0
.9

2
 

東
京

都
 

3
0
2
 

4
.0

9
 

 
他

北
陸

 
2
9
 

0
.3

9
 

埼
玉

県
 

2
7
4
 

3
.7

1
 

 
九

州
・

沖
縄

 
2
5
 

0
.3

4
 

神
奈

川
県

・
千

葉
県

 
2
6
9
 

3
.6

4
 

 
中

国
 

1
5
 

0
.2

0
 

山
形

県
 

1
6
8
 

2
.2

8
 

 
四

国
 

1
 

0
.0

1
 

他
東

北
・

北
海

道
 

1
6
1
 

2
.1

8
 

 
未

記
入

 
0
 

0
.0

0
 

群
馬

県
 

1
1
1
 

1
.5

0
 

 
 

 
 

富
山

県
 

1
0
1
 

1
.3

7
 

 
合

計
 

7
,3

8
4
 

1
0
0
.0

0
 

＜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
応
募
者
の
分
布
＞

 

 
出

所
：「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
提

供
資

料
、

国
土

数
値

情
報

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 

■
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
応
募
者
数

0
-5

0

5
0
-1

0
0

1
0
0
-1

5
0

1
5
0
-2

5
0

2
5
0
-5

0
0

5
0
0
-3

,0
0
0
（

人
）

エ
リ

ア
名

対
象

下
越

村
上

・
関

川
・

胎
内

・
新

発
田

・
聖

籠
・

新
潟

・
阿

賀
野

・

五
泉

・
阿

賀
・

燕
・

弥
彦

中
越

田
上

・
加

茂
・

三
条

・
見

附
・

長
岡

・
 出

雲
崎

・
刈

羽
・

柏
崎

・
小

千
谷

・
魚

沼
・

南
魚

沼
・

湯
沢

・
十

日
町

・
津

南

上
越

上
越

・
妙

高
・

糸
魚

川

他
東

北
・

北
海

道
北

海
道

・
青

森
・

秋
田

・
岩

手
・

宮
城

他
北

陸
石

川
・

福
井

中
部

山
梨

・
静

岡
・

愛
知

・
岐

阜

近
畿

三
重

・
滋

賀
・

京
都

・
大

阪
・

兵
庫

・
奈

良
・

和
歌

山

中
国

鳥
取

・
島

根
・

岡
山

・
広

島
・

山
口

四
国

香
川

・
愛

媛
・

徳
島

・
高

知

九
州

・
沖

縄
福

岡
・

佐
賀

・
長

崎
・

熊
本

・
大

分
・

宮
崎

・
鹿

児
島

・

沖
縄
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1
3
 

②
 
共
通
ク
ー
ポ
ン
券

 

共
通

ク
ー

ポ
ン

券
と

は
、

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
参

加
施

設
に

持
参

す
る

こ
と

で
特

典
（

割
引

や
プ

レ
ゼ

ン
ト

等
）

が

受
け

ら
れ

る
も

の
で

あ
る

。
入

手
方

法
は

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

ブ
ッ

ク
（

綴
じ

込
み

）
、

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
専

用
W

e
b

サ
イ

ト
（

要
プ

リ
ン

ト
ア

ウ
ト

）
に

加
え

、
新

潟
県

観
光

協
会

の
L

IN
E

公
式

ア
カ

ウ
ン

ト
か

ら
も

入
手

が
可

能
。

 

利
用

総
数

は
1
9
,7

8
1

件
で

、
全

エ
リ

ア
を

通
し

て
の

最
多

利
用

施
設

は
「

桂
の

関
温

泉
ゆ

～
む

」
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
エ

リ
ア

別
最

多
利

用
施

設
を

見
る

と
、

温
泉

施
設

が
最

多
と

な
っ

た
エ

リ
ア

が
半

数
を

占
め

た
。

 

利
用

実
績

の
分

布
を

み
る

と
、

新
潟

市
、

阿
賀

野
市

等
を

中
心

に
、

数
多

く
利

用
さ

れ
た

こ
と

が
わ

か
る

。
 

＜
エ
リ
ア
別
最
多
利
用
施
設
＞

 

エ
リ

ア
名

 
施

設
名

 
利

用
件

数
（

件
）

 

新
潟

・
阿

賀
エ

リ
ア

 
ピ

ア
B

a
n

d
a
i 

8
7
8
 

村
上

・
新

発
田

エ
リ

ア
 

桂
の

関
温

泉
ゆ

～
む

 
1
,5

2
2
 

弥
彦

・
三

条
エ

リ
ア

 
弥

彦
桜

井
郷

温
泉

さ
く

ら
の

湯
 

1
,2

8
7
 

長
岡

・
柏

崎
エ

リ
ア

 
寺

泊
き

ん
ぱ

ち
の

湯
 

5
2
2
 

湯
沢

・
魚

沼
エ

リ
ア

 
永

林
寺

 
4
4
0
 

妙
高

上
越

・
エ

リ
ア

 
道

の
駅

あ
ら

い
く

び
き

野
情

報
館

 
1
3
6
 

佐
渡

エ
リ

ア
 

両
津

タ
ー

ミ
ナ

ル
売

店
 

5
9
 

庄
内

エ
リ

ア
 

い
ろ

り
火

の
里

な
の

花
温

泉
「

田
田

」
 

1
4
2
 

利
用

総
数

 
1
9
,7

8
1
 

＜
共
通
ク
ー
ポ
ン
券
利
用
実
績
の
分
布
＞

 

 
出

所
：「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
提

供
資

料
、

国
土

数
値

情
報

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 

■
共
通
ク
ー
ポ
ン
券
利
用
実
績

0
-1

5
0

1
5
0
-2

5
0

2
5
0
-5

0
0

5
0
0
-1

,0
0
0

1
,0

0
0
-2

,0
0
0
（

件
）
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1
4
 

２
）
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X

P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1

9
 

2
0
1
9

年
1
0

月
2
4

日
（

木
）

～
2
7

日
（

日
）、

イ
ン

テ
ッ

ク
ス

大
阪

に
て

開
催

さ
れ

た
「

ツ
ー

リ
ズ

ム
E

X
P

O

ジ
ャ

パ
ン

2
0
1
9
」（

以
下

、「
本

E
X

P
O

」
）

に
出

展
し

た
。

1
0

月
2
4

日
、

2
5

日
は

ブ
ー

ス
内

に
お

い
て

観
光

商
談

を
実

施
し

、
旅

行
会

社
や

メ
デ

ィ
ア

関
係

者
等

を
対

象
に

、
本

D
C

に
係

る
情

報
を

発
信

し
た

。
 

な
お

、
本

E
X

P
O

へ
の

総
来

場
者

数
は

1
5

万
人

を
超

え
た

。
 

名
称

 
ツ

ー
リ

ズ
ム

E
X

P
O

ジ
ャ

パ
ン

 

会
場

 
イ

ン
テ

ッ
ク

ス
大

阪
 

開
催

期
間

 
2
0
1
9

年
1
0

月
2
4

日
（

木
）

～
1
0

月
2
7

日
（

日
）

 

内
容

 
 上

越
新

幹
線

活
性

化
同

盟
会

、
新

潟
県

ス
キ

ー
場

協
議

会
、

魚
沼

市
等

と
の

共
同

出
展

 

 上
越

新
幹

線
沿

線
の

観
光

や
新

潟
県

の
ス

キ
ー

場
の

情
報

等
も

合
わ

せ
た

、
新

潟
県

及
び

 

山
形

県
庄

内
エ

リ
ア

の
魅

力
の

発
信

 

 
 

 
出

所
：「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
提

供
資

料
等

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

（
４
）

D
C
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

 

本
D

C
の

閉
幕

を
2

週
間

後
に

控
え

た
2
0
1
9

年
1
2

月
1
4

日
（

土
）

と
1
5

日
（

日
）

に
、

本
D

C
の

開
催

に

合
わ

せ
て

運
行

さ
れ

た
、

専
用

臨
時

列
車

の
乗

客
を

も
て

な
す

D
C

フ
ァ

イ
ナ

ル
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

た
。

沿
線

駅
で

は
横

断
幕

が
掲

げ
ら

れ
、

主
要

駅
で

は
観

光
関

係
者

に
よ

る
出

迎
え

や
見

送
り

、
ジ

ュ
ー

ス
や

地
酒

の
振

る
舞

い
等

に
よ

り
歓

待
し

た
。

 

な
お

、
専

用
臨

時
列

車
へ

の
乗

車
数

は
、

羽
越

線
が

9
6

人
、

上
越

線
が

1
0
2

人
、

信
越

線
が

9
8

人
で

あ
っ

た
。

 

名
称

 
D

C
フ

ァ
イ

ナ
ル

イ
ベ

ン
ト

 

開
催

期
間

 
2
0
1
9

年
1
2

月
1
4

日
（

土
）

～
1
2

月
1
5

日
（

日
）

 

内
容

 
 臨

時
列

車
の

乗
客

を
も

て
な

す
各

種
歓

待
イ

ベ
ン

ト
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成
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1
5
 

２
－
３

 
広
告
・
宣
伝
活
動

 

（
１
）

D
C
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

 

１
）

D
C
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

 

D
C

公
式

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

は
、

新
潟

県
・

山
形

県
庄

内
エ

リ
ア

の
食

を
中

心
と

し
た

観
光

情
報

を
収

載
し

た
、

A
4

判
3
2

ペ
ー

ジ
に

わ
た

る
解

説
書

で
あ

る
。

8
5
0

千
部

を
作

成
。

JR
６

社
の

主
要

駅
を

中
心

に
、

主
要

観
光

施
設

、

S
A

・
P

A
へ

の
設

置
に

加
え

、
本

D
C

開
催

地
並

び
に

首
都

圏
及

び
関

西
圏

で
の

イ
ベ

ン
ト

等
に

て
配

布
し

た
。

 

＜
D

C
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
一
部
抜
粋
）
＞

 

 
 

 
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
 

２
）

D
C
エ
リ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

 

D
C

エ
リ

ア
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
は

、
本

D
C

開
催

地
の

全
８

エ
リ

ア
別

に
作

成
し

た
解

説
書

で
、「

食
」

を
中

心
と

し

た
観

光
情

報
を

掲
載

。
本

D
C

開
催

地
並

び
に

首
都

圏
及

び
関

西
圏

の
イ

ベ
ン

ト
等

に
て

1
3
0

千
部

を
配

布
し

た
。 

＜
D

C
エ
リ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
一
部
エ
リ
ア
）
＞

 

 
 

 
 

 
出

所
：「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
提

供
資

料
等

 
 

 

- 36 -



 

1
6
 

（
２
）
ポ
ス
タ
ー

 

１
）

D
C
５
連
ポ
ス
タ
ー

 

D
C

５
連

ポ
ス

タ
ー

は
、

D
C

開
催

８
エ

リ
ア

中
５

エ
リ

ア
を

対
象

に
紹

介
し

た
も

の
。

2
,0

0
0

セ
ッ

ト
作

成
し

、

各
所

に
掲

出
し

た
。

 

＜
D

C
５
連
ポ
ス
タ
ー
＞

 

 
 

 
 

 

  

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
 

新
潟

・
阿

賀
エ

リ
ア

 
：「

湊
町

の
粋

」
 

村
上

・
新

発
田

エ
リ

ア
 

：「
川

の
賜

物
」

 

湯
沢

・
魚

沼
エ

リ
ア

 
：「

雪
国

の
美

」
 

佐
渡

エ
リ

ア
 

：「
島

の
至

宝
」

 

庄
内

エ
リ

ア
 

：「
修

験
の

光
」

 

２
）

D
C
月
替
り
ポ
ス
タ
ー

 

D
C

月
替

り
ポ

ス
タ

ー
は

、
月

ご
と

に
紹

介
エ

リ
ア

を
変

え
な

が
ら

5
,9

5
0

セ
ッ

ト
作

成
し

、
各

所
に

掲
出

し
た

。
 

＜
D

C
月
替
り
ポ
ス
タ
ー
＞

 

2
0
1
9

年
９

月
 

1
0

月
 

1
1

月
 

1
2

月
 

 
 

 
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
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1
7
 

（
３
）「

に
い
が
た
観
光
ナ
ビ
」
へ
の
特
設
サ
イ
ト
開
設

 

本
D

C
の

開
催

を
翌

年
に

控
え

た
2
0
1
8

年
９

月
３

日
、「

に
い

が
た

観
光

ナ
ビ

」
は

全
面

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

さ
れ

、

本
D

C
の

共
同

開
催

地
で

あ
る

山
形

県
庄

内
エ

リ
ア

の
観

光
情

報
を

掲
載

す
る

と
と

も
に

ス
マ

ホ
最

適
化

を
図

る
等

の
対

応
を

行
っ

た
。

あ
わ

せ
て

「
D

C
特

設
サ

イ
ト

」
を

開
設

し
、

D
C

に
係

る
情

報
発

信
を

強
化

し
た

。
 

＜
D

C
特
設
サ
イ
ト
＞

 

 

 

 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
 

 「
D

C
特

設
サ

イ
ト

」
の

利
用

状
況

を
、

本
D

C
シ

ン
ボ

ル
イ

ベ
ン

ト
の

一
つ

「
ガ

ス
ト

ロ
キ

ッ
チ

ン
 in

 新
潟

・

庄
内

2
0
1
9
」

に
参

加
し

た
1
0
0

店
舗

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

対
す

る
P

V
数

か
ら

調
査

し
た

結
果

、
本

D
C

開
催

期

間
中

に
、

全
エ

リ
ア

合
計

で
約

7
,7

0
0

回
、

最
多

P
V

数
を

記
録

し
た

店
舗

に
は

4
9
9

回
の

閲
覧

が
あ

っ
た

。
特

に
、

新
潟

・
阿

賀
エ

リ
ア

や
庄

内
エ

リ
ア

に
P

V
数

の
多

い
飲

食
店

が
多

か
っ

た
。

 

 以
下

は
、

P
V

数
2
0
0

回
以

上
の

店
舗

と
、

全
エ

リ
ア

及
び

エ
リ

ア
別

に
み

た
P

V
数

別
店

舗
の

分
布

で
あ

る
。

 

＜
全
エ
リ
ア
：

P
V
数

2
0

0
回
以
上
の
店
舗
＞

 

 

＜
全
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 
出

所
：「

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
新

潟
」

観
光

推
進

協
議

会
提

供
資

料
等

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 
 

エ
リ

ア
名

称
分

類
P

V
数

新
潟

・
阿

賀
兄

弟
寿

し
す

し
4
9
9

新
潟

・
阿

賀
S

U
S

H
I喬

山
す

し
3
3
7

新
潟

・
阿

賀
割

烹
  渡

辺
割

烹
3
1
6

庄
内

寿
し

割
烹

   こ
い

勢
す

し
3
1
4

新
潟

・
阿

賀
日

本
料

理
  行

形
亭

日
本

料
理

3
0
4

新
潟

・
阿

賀
F

io
rita

～
フ

ィ
オ

リ
ー

タ
～

イ
タ

リ
ア

ン
2
9
8

庄
内

ア
ル

・
ケ

ッ
チ

ァ
ー

ノ
イ

タ
リ

ア
ン

2
3
0

庄
内

羽
黒

山
参

籠
所

  斎
館

精
進

料
理

2
1
9

庄
内

R
e
s
ta

u
ra

n
t  N

ic
o

フ
レ

ン
チ

2
0
7

1
4

1
8

1
4

1
6

2
5

1
3

4
5

0

1
0

2
0

3
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）
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1
8
 

＜
新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 

＜
村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 

＜
弥
彦
・
三
条
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 

＜
長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 

＜
湯
沢
・
魚
沼
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 

＜
妙
高
・
上
越
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 

＜
佐
渡
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 

＜
庄
内
エ
リ
ア
：

P
V
数
別
店
舗
数
＞

 

 
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

 
 

0
0

0
1

2

8

4

1

4

0 5

1
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）

0
0

0

4
4

0

4

0
0

0 5

1
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）

0
0

3
4

0

2
2

0
0

0 5

1
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）

0
0

5

2
2

5

1
0

0

0 5

1
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）

0
1

7

1
1

3

1
0

0

0 5

1
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）

1

3
3

0
0

3

1
0

0

0 5

1
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）

0
0

0
0

0

4

0
0

0

0

1
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）

0
0

0

2

7

0
0

3

1

0

1
0

（
店

舗
数

）

（
P

V
数

）
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1
9
 

な
お

、
各

都
道

府
県

か
ら

の
P

V
数

を
み

る
と

、
新

潟
県

や
、

首
都

圏
及

び
大

阪
府

、
愛

知
県

と
い

っ
た

大
都

市

圏
か

ら
の

P
V

数
が

多
く

、
加

え
て

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
へ

の
応

募
者

の
分

布
と

同
様

、
上

越
新

幹
線

の
沿

線
エ

リ
ア

か
ら

が
比

較
的

多
か

っ
た

。
 

＜
各
都
道
府
県
か
ら
の

P
V
数
＞

 

 

 都
道

府
県

 
P

V
数

（
回

）
 

 
都

道
府

県
 

P
V

数
（

回
）

 
 

都
道

府
県

 
P

V
数

（
回

）
 

 
都

道
府

県
 

P
V

数
（

回
）

 

東
京

都
 

1
,4

3
5
 

 
群

馬
県

 
5
4
 

 
静

岡
県

 
1
9
 

 
和

歌
山

県
 

5
 

新
潟

県
 

1
,3

9
8
 

 
栃

木
県

 
4
5
 

 
岡

山
県

 
1
4
 

 
山

口
県

 
4
 

大
阪

府
 

4
6
3
 

 
茨

城
県

 
3
8
 

 
岩

手
県

 
1
2
 

 
香

川
県

 
3
 

神
奈

川
県

 
3
6
8
 

 
長

野
県

 
3
7
 

 
岐

阜
県

 
1
0
 

 
鹿

児
島

県
 

3
 

埼
玉

県
 

1
4
3
 

 
福

島
県

 
3
5
 

 
福

井
県

 
9
 

 
徳

島
県

 
2
 

山
形

県
 

1
3
5
 

 
滋

賀
県

 
3
0
 

 
広

島
県

 
9
 

 
高

知
県

 
2
 

愛
知

県
 

1
1
9
 

 
富

山
県

 
2
9
 

 
青

森
県

 
7
 

 
佐

賀
県

 
2
 

北
海

道
 

1
1
1
 

 
石

川
県

 
2
9
 

 
大

分
県

 
7
 

 
長

崎
県

 
2
 

京
都

府
 

8
2
 

 
秋

田
県

 
2
6
 

 
三

重
県

 
6
 

 
宮

崎
県

 
2
 

宮
城

県
 

7
9
 

 
福

岡
県

 
2
5
 

 
愛

媛
県

 
6
 

 
島

根
県

 
1
 

兵
庫

県
 

7
4
 

 
山

梨
県

 
2
1
 

 
熊

本
県

 
6
 

 
鳥

取
県

 
0
 

千
葉

県
 

7
3
 

 
奈

良
県

 
2
0
 

 
沖

縄
県

 
6
 

 
 

 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

、
国

土
数

値
情

報
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

 
 

■
P
V
数

0
-1

5

1
5
-5

0

5
0
-1

0
0

1
0
0
-1

5
0

1
5
0
-5

0
0

5
0
0
-1

,5
0
0
（

回
）
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2
0
 

（
４
）
メ
デ
ィ
ア
等
広
告
展
開

 

各
種

メ
デ

ィ
ア

・
S

N
S

等
を

通
じ

て
、

観
光

情
報

の
発

信
を

行
っ

た
（

下
図

参
照

、
予

算
総

額
：

1
5
,0

0
0

千
円

）。

以
下

に
、

情
報

発
信

の
た

め
に

活
用

し
た

、
メ

デ
ィ

ア
等

に
よ

る
広

告
の

一
覧

を
示

す
。

 

＜
メ
デ
ィ
ア
等
広
告
展
開
一
覧
＞

 

項
目

 
発

行
部

数
・

放
送

本
数

・
制

作
数

な
ど

 

交
通

新
聞

社
・

旅
の

手
帖

 
4
5
,0

0
0

部
 

新
潟

日
報

D
C

特
別

編
集

号
 

4
3
0
,0

0
0

部
 

お
ご

せ
綾

企
画

 
ラ

ジ
オ

8
本

、
Y

o
u

tu
b

e
1
8

本
 

テ
レ

ビ
制

作
協

力
（

日
本

テ
レ

ビ
）「

ヒ
ル

ナ
ン

デ
ス

！
」

 
3
0

分
×

2
本

 

テ
レ

ビ
制

作
協

力
（

日
本

テ
レ

ビ
）「

美
食

鉄
道

オ
ン

ナ
旅

」
 

6
0

分
×

1
本

 

パ
酒

ポ
ー

ト
 

8
,0

0
0

冊
 

山
形

県
庄

内
エ

リ
ア

使
用

分
（

る
る

ぶ
広

告
・

ク
ー

ポ
ン

原
資

）
 

8
0
,0

0
0

部
 

ラ
ジ

オ
市

町
村

イ
ベ

ン
ト

紹
介

（
F

M
に

い
が

た
）

 
1
6

本
 

山
形

県
庄

内
エ

リ
ア

J・
A

D
1 

（
山

形
駅

・
仙

台
駅

・
郡

山
駅

3
駅

合
計

：
9
/1

6
～

9
/2

9
）

 
2
,4

0
0

回
 

ラ
ジ

オ
市

町
村

イ
ベ

ン
ト

紹
介

（
F

M
ポ

ー
ト

）
 

1
2

回
放

送
 

Ｃ
Ｍ

動
画

・
D

V
D

制
作

 
6
0

秒
×

2
本

、
3
0

秒
×

1
本

 

山
形

県
庄

内
エ

リ
ア

J・
A

D
 

（
東

京
駅

丸
の

内
南

北
通

路
広

告
：

9
/1

～
9
/3

0
）

 
5
,1

0
0

回
 

S
u

ic
a

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

景
品

（
新

之
助

＋
つ

や
姫

）
 

2
0
0

セ
ッ

ト
 

ニ
ュ

ー
ス

リ
リ

ー
ス

制
作

日
本

観
光

振
興

協
会

メ
デ

ィ
ア

発
表

 
3
0

名
（

各
会

参
加

者
）

 

新
聞

掲
載

・
広

告
・

取
材

等
（

観
光

経
済

新
聞

）
 

6
0
,0

0
0

部
 

L
IN

E
プ

レ
ゼ

ン
ト

へ
の

応
募

数
 

3
,3

1
2

件
 

新
潟

美
食

手
帖

 
5
,8

0
0

部
 

C
U

S
H

U
手

帖
 

5
,0

0
0

部
 

仙
台

駅
D

A
T

E
ビ

ジ
ョ

ン
（

山
形

県
庄

内
エ

リ
ア

分
：

9
/1

6
～

9
/2

2
） 

1
,9

9
5

回
 

新
潟

発
R

2 
5
,0

0
0

部
 

国
民

文
化

祭
広

告
（

公
式

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

掲
載

）
 

6
0
,0

0
0

部
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

一
部

改
変

 

 
 

                                                

1
）

J・
A

D
：

JR
駅

構
内

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
。

 

2
）

新
潟

発
R

：
地

域
密

着
型

の
保

存
版

・
観

光
誌

。
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2
1
 

２
－
４

 
訪
日
外
国
人
旅
行
者
へ
の
取
り
組
み

 

通
常

の
D

C
で

は
、

訪
日

外
国

人
旅

行
者

（
以

下
「

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

」）
は

誘
客

対
象

と
さ

れ
ず

、
日

本
人

旅
行

者

の
み

を
対

象
と

す
る

た
め

、
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

は
全

て
日

本
語

表
記

で
制

作
さ

れ
る

。
 

し
か

し
、

本
D

C
に

お
い

て
は

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
客

に
向

け
た

事
業

に
対

し
て

も
予

算
を

設
け

、
以

下
の

よ
う

な

取
り

組
み

が
実

施
さ

れ
た

。
 

（
１
）
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
へ
の
海
外
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
招
聘

 

本
D

C
の

開
催

を
翌

年
秋

に
控

え
た

2
0
1
8

年
1
0

月
1
6

日
、
「

全
国

宣
伝

販
売

促
進

会
議

」
を

開
催

し
、

本

D
C

へ
の

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
客

に
向

け
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

及
び

タ
イ

、
香

港
、

台
湾

の
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
、

並
び

に
、

新
潟

県
の

姉
妹

都
市

で
あ

る
黒

竜
江

省
（

中
国

）
の

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

（
総

勢
2
0
～

3
0

名
）

を
招

聘
し

た
。

 

以
下

は
、

全
国

宣
伝

販
売

会
議

の
開

催
概

要
で

あ
る

。
 

＜
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
の
開
催
概
要
＞

 

１
．

日
時

 
2
0
1
8

年
1
0

月
1
6

日
（

火
）

 

 
◆

全
体

会
議

 
1
4
：

3
0
～

1
6
：

3
0
 

 

・
地

元
代

表
者

挨
拶

 
新

潟
県

知
事

及
び

山
形

県
知

事
 

・
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 

岩
佐

十
良

氏
（「

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
D

C
」

総
合

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

ー
）

 

奥
田

政
行

氏
（

ア
ル

・
ケ

ッ
チ

ァ
ー

ノ
）

 

村
山

太
一

氏
（

レ
ス

ト
ラ

ン
 ラ

ッ
セ

）
 

飯
塚

隆
太

氏
（

レ
ス

ト
ラ

ン
 リ

ュ
ー

ズ
）

 

・
観

光
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

山
田

彩
乃

氏
、

横
澤

夏
子

氏
、

中
原

浩
子

氏
 

 
◆

歓
迎

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

 
1
7
：

3
0
～

1
9
：

0
0
 

 
◆

観
光

物
産

Ｐ
Ｒ

コ
ー

ナ
ー

、
体

験
コ

ー
ナ

ー
 

1
3
:0

0
～

1
7
:2

0
 

２
．

会
場

 
朱

鷺
メ

ッ
セ

 
2

階
メ

イ
ン

ホ
ー

ル
ほ

か
（

新
潟

市
中

央
区

万
代

島
６

番
１

号
）

 

３
．

参
加

者
 

約
1
,0

5
0

名
（

旅
行

会
社

等
約

6
5
0

名
、

地
元

関
係

者
約

4
0
0

名
）

 

４
．

そ
の

他
 

翌
1
7

日
（

水
）

～
1
8

日
（

木
）

に
は

、
新

潟
県

内
７

コ
ー

ス
、

庄
内

１
コ

ー
ス

に
分

け
て

エ
ク

ス
カ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
 

出
所

：「
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

D
C

」
推

進
協

議
会

 
報

道
寺

領
「
『

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
デ

ス
テ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

』
 

全
国

宣
伝

販
売

会
議

を
開

催
し

ま
す

！
」
（

2
0
1
8

年
1
0

月
1
1

日
）
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2
2
 

（
２
）

a
tt.JA

P
A

N
多
言
語
版
へ
の
特
集
記
事
及
び
記
事
広
告
の
掲
載

 

英
語

及
び

中
国

語
の

併
記

に
よ

る
外

国
人

向
け

多
言

語
フ

リ
ー

ペ
ー

パ
ー

「
a
tt.JA

P
A

N
」

に
、

特
集

記
事

及
び

記
事

広
告

を
掲

載
し

て
1
8

万
部

を
配

布
、

加
え

て
別

刷
「

a
tt.n

iig
a
ta

 a
n

d
 s

yo
n

a
i」

を
１

万
部

配
布

し
た

。
 

＜
媒
体
概
要
＞

 

媒
体

名
称

 
a
tt.JA

P
A

N
 
多

言
語

版
（

ア
ッ

ト
ジ

ャ
パ

ン
 
た

げ
ん

ご
ば

ん
）

 

創
刊

 
2
0
0
1

年
 

発
行

部
数

 
1
8

万
部

 

発
行

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

 
3
・

6
・

9
・

1
2

月
1
0

日
 

主
要

コ
ン

テ
ン

ツ
 

本
の

魅
力

を
外

国
人

の
目

線
で

わ
か

り
や

す
く

編
集

し
、

全
国

の
観

光
や

文
化

情
報

な

ど
の

ほ
か

、
家

庭
料

理
の

レ
シ

ピ
や

、
リ

ピ
ー

タ
ー

の
関

心
が

高
い

生
活

感
の

あ
る

地

域
の

情
報

も
発

信
。

英
語

と
中

国
語

（
繁

体
字

）
併

記
に

よ
り

、
欧

米
豪

、
東

南
ア

ジ

ア
、

東
ア

ジ
ア

な
ど

多
く

の
国

で
読

ま
れ

、
読

者
の

投
稿

写
真

を
元

に
し

た
墨

絵
を

使

っ
た

表
紙

も
好

評
。

年
1

回
の

ア
ニ

ア
ニ

メ
特

集
『

a
tt.A

N
IM

E
』、

年
2

回
の

『
a
tt.K

A
N

S
A

I』
は

韓
国

語
で

も
発

信
。

 

配
布

場
所

 
空

港
や

ホ
テ

ル
、

観
光

案
内

所
、

高
速

道
路

の
S

A
等

、
国

内
・

海
外

約
1
8
0
0

ヶ
所

で

配
布

。
大

学
の

留
学

生
セ

ン
タ

ー
、

自
治

体
の

国
際

交
流

協
会

、
在

日
米

軍
基

地
な

ど
 

出
所

：
a
tt.JA

P
A

N
 H

P
（

h
ttp

s
://a

tt-ja
p

a
n

.n
e
t/）

 

（
３
）

S
N

S
発
信

 

タ
イ

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、

香
港

及
び

台
湾

か
ら

各
１

名
を

招
聘

し
て

観
光

体
験

を
提

供
し

、「
日

本
海

美
食

旅
」

の

魅
力

や
新

潟
県

・
庄

内
エ

リ
ア

の
観

光
資

源
等

に
関

す
る

情
報

を
、

F
a
c
e
b

o
o
k

や
In

s
ta

g
ra

m
を

通
じ

て
母

国
語

に
て

発
信

し
た

。
結

果
、

以
下

の
P

V
数

等
を

獲
得

し
た

こ
と

が
報

告
さ

れ
た

。
 

＜
P

V
数
等
の
実
績
＞

 

国
 

タ
イ

 
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
 

香
港

 
台

湾
 

言
語

 
タ

イ
語

 
英

語
 

中
国

語
（

繁
体

字
）

 

利
用

媒
体

 
F

a
c
e
b

o
o
k
 

In
s
ta

g
ra

m
 

h
ttp

s
://h

o
k
u

rik
u

.le
ts

g
o
jp

.c
o
m

/ 

投
稿

日
 

2
0
1
9
.9

.2
4
～

1
1
.1

2
 

2
0
1
9
.9

.2
3
～

9
.2

7
 

2
0
1
9
.1

1
.6

～
 

投
稿

回
数

 
1
5

回
 

写
真

8
回

、
動

画
2

回
 

１
回

 

い
い

ね
数

 
6
9
8
 

2
5
,6

1
8
（

写
真

）
 

5
0
2
 

再
生

回
数

 
 

6
3
7
,0

0
0
（

動
画

）
 

 

P
V

数
 

 
 

3
,5

2
2
 

3
,6

4
3
 

出
所

：「
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

新
潟

」
観

光
推

進
協

議
会

提
供

資
料

等
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

一
部

改
変

 

（
４
）
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
対
象
と
し
た
商
談
会

 

首
都

圏
に

て
、

ラ
ン

ド
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
（

旅
行

サ
ー

ビ
ス

手
配

業
）

を
対

象
と

し
た

説
明

会
及

び
商

談
会

を
実

施

し
、

新
潟

県
・

庄
内

エ
リ

ア
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
っ

た
。
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2
3
 

第
３
章

 
新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア

D
C
開
催
に
伴
う
地
域
経
済
へ
の
影
響

 

前
章

ま
で

、
本

D
C

に
お

け
る

様
々

な
取

り
組

み
を

見
て

き
た

結
果

、
開

催
地

ま
で

の
交

通
手

段
が

新
幹

線
等

の

大
量

輸
送

シ
ス

テ
ム

の
み

に
限

定
さ

れ
な

い
こ

と
や

、
開

催
地

に
お

け
る

飲
食

等
に

係
る

観
光

消
費

が
地

域
の

経
済

を
刺

激
し

た
こ

と
が

う
か

が
え

た
。

し
た

が
っ

て
、

本
章

で
試

算
す

る
地

域
経

済
へ

の
影

響
は

、
本

D
C

開
催

期
間

中
に

増
加

し
た

、
観

光
入

込
客

に
よ

る
観

光
消

費
額

の
伸

び
に

基
づ

き
、

新
潟

県
内

及
び

山
形

県
内

へ
の

経
済

波
及

効
果

に
よ

り
測

定
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

そ
の

試
算

の
流

れ
は

以
下

の
通

り
と

し
た

。
 

＜
経
済
波
及
効
果
の
試
算
の
流
れ
＞

 

 
出

所
：

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 な
お

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
は

「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）」

の
2
0
1
5
・

2
0
1
6
・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
を

対
象

と
し

て
算

出
し

た
平

均
値

と
し

た
。

こ
れ

は
、

2
0
1
8

年
1
0
－

1
2

月
が

プ
レ

D
C

開
催

期
間

、

2
0
1
4

年
4
－

6
月

が
前

回
の

D
C

開
催

期
間

に
該

当
す

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

影
響

を
避

け
て

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

を

設
定

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

た
め

で
あ

る
。

 

 
 

山
形
県
内
の
経
済
波
及
効
果

 

新
潟
県
内
の
経
済
波
及
効
果

 

３
－
４

 
本

D
C
開
催

に
伴
う
経
済
波
及
効
果

 

３
－
２

 
山
形
県

 
３
－
１

 
新
潟
県

 

産
業

分
類

 

差
分

を
算

出
 

共
通

基
準

に
よ

る
観

光

入
込

客
統

計
を

入
手

 

産
業

分
類

 

差
分

を
算

出
 

共
通

基
準

に
よ

る
観

光

入
込

客
統

計
を

入
手

 

庄
内
エ
リ
ア
の
経
済
波
及
効
果

 

産
業

分
類

 

差
分

を
算

出
 

庄
内

エ
リ

ア
分

を

推
計

 

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

 

３
－
３

 
庄
内
エ
リ
ア
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2
4
 

３
－
１

 
新
潟
県
内
へ
の
入
込
客
数
及
び
観
光
消
費
単
価
の
増
加
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
試
算

 

（
１
）
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

 

「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）
」

の
2
0
1
5・

2
0
1
6・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
を

対
象

と
し

て

算
出

し
た

平
均

値
よ

り
、

新
潟

県
の

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

を
以

下
の

通
り

設
定

し
た

。
 

＜
2

0
1

5
・

2
0
1

6
・

2
0
1

7
年

1
0
－

1
2
月
（
平
均
）
実
観
光
入
込
客
数
＞

 

（
単

位
：

千
人

回
）

 
全

体
 

宿
泊

 
日

帰
り

 

実
観

光
入

込
客

数
 

6
,4

4
7
 

1
,1

7
8
 

5
,2

6
9
 

県
内

 
4
,1

0
9
 

4
3
3
 

3
,6

7
6
 

県
外

 
2
,2

9
0
 

7
1
4
 

1
,5

7
6
 

外
国

人
 

4
8
 

3
1
 

1
7
 

出
所

：「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）
」

の
2
0
1
5
・

2
0
1
6
・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

＜
2

0
1

5
・

2
0
1

6
・

2
0
1

7
年

1
0
－

1
2
月
（
平
均
）
観
光
消
費
単
価
＞

 

（
単

位
：

円
/人

回
） 

全
体

 
宿

泊
 

日
帰

り
 

消
費

単
価

 
1
0
,1

0
1
 

2
2
,4

0
9
 

7
,3

4
8
 

県
内

 
6
,2

7
0
 

1
8
,7

6
1
 

4
,8

0
4
 

県
外

 
1
6
,6

6
3
 

2
4
,7

8
0
 

1
3
,2

5
8
 

外
国

人
 

1
5
,8

9
0
 

1
8
,7

5
7
 

9
,8

9
8
 

出
所

：「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）
」

の
2
0
1
5
・

2
0
1
6
・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

（
２
）
本

D
C
期
間
中
に
お
け
る
区
分
別
実
観
光
入
込
客
数
の
推
定

 

「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）
」

に
よ

る
と

、
本

D
C

期
間

中
に

お
け

る
新

潟
県

へ
の

入
込

客
数

及
び

観
光

消
費

単
価

は
以

下
の

通
り

で
あ

っ
た

。
 

＜
2

0
1

9
年

1
0
－

1
2
月
の
実
観
光
入
込
客
数
＞

 

（
単

位
：

千
人

回
）

 
全

体
 

宿
泊

 
日

帰
り

 

実
観

光
入

込
客

数
 

6
,8

3
8
 

1
,2

2
9
 

5
,6

0
8
 

県
内

 
4
,7

8
9
 

4
1
6
 

4
,3

7
3
 

県
外

 
1
,9

9
7
 

7
6
2
 

1
,2

3
5
 

外
国

人
 

5
1
 

5
1
 

- 
出

所
：「

共
通

基
準

に
よ

る
観

光
入

込
客

統
計

（
観

光
庁

）
」

 

＜
2

0
1

9
年

1
0
－

1
2
月
の
観
光
費
単
価
＞

 

（
単

位
：

円
/人

回
） 

全
体

 
宿

泊
 

日
帰

り
 

消
費

単
価

 
1
1
,3

6
1
 

3
2
,6

7
0
 

6
,6

9
1
 

県
内

 
6
,3

0
6
 

2
6
,3

8
2
 

4
,3

9
7
 

県
外

 
2
3
,0

8
7
 

3
6
,4

9
4
 

1
4
,8

1
7
 

外
国

人
 

2
6
,8

7
6
 

2
6
,8

7
6
 

- 
出

所
：「

共
通

基
準

に
よ

る
観

光
入

込
客

統
計

（
観

光
庁

）
」
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2
5
 

（
３
）
本

D
C
開
催
に
よ
る
新
潟
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算

 

「
平

成
2
3

年
新

潟
県

産
業

連
関

表
」

を
用

い
て

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
か

ら
の

観
光

消
費

額
の

伸
び

が
も

た
ら

す
 

新
潟

県
内

へ
の

経
済

波
及

効
果

を
試

算
し

た
結

果
、

２
次

間
接

波
及

効
果

ま
で

考
慮

す
る

と
約

2
0
0

億
円

と
な

っ

た
。

な
お

、
試

算
過

程
及

び
試

算
結

果
、

波
及

倍
率

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

＜
新
潟
県
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算
過
程
＞

 

直
接

効
果

 
約

1
2
6
 

億
円

 
雇

用
者

所
得

 
 

↓
 

×
投

入
係

数
表

 

原
材

料
等

投
入

額
 

約
6
1
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

自
給

率
 

県
内

原
材

料
等

投
入

額
 

約
3
2
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

逆
行

列
係

数
表

 

１
次

間
接

波
及

効
果

 
約

4
5
 

億
円

 
雇

用
者

所
得

 
 

 消
費

支
出

増
加

額
 

約
3
3
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

自
給

率
 

×
消

費
性

向
×

民
間

消
費

支
出

構
成

比
 

県
内

か
ら

の
自

給
額

 
約

2
3
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

逆
行

列
係

数
表

 

２
次

間
接

波
及

効
果

 
約

3
0
 

億
円

 
 

出
所

：
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

 

＜
新
潟
県
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算
結
果
と
波
及
倍
率
＞

 

直
接

効
果

 
１

次
間

接
波

及
効

果
 

２
次

間
接

波
及

効
果

 
経

済
波

及
効

果
 

波
及

効
果

倍
率

 

約
1
2
6

億
円

 
約

4
5

億
円

 
約

3
0

億
円

 
約

2
0
1

億
円

 
約

1
.5

9
倍

 
出

所
：

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
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2
6
 

（
４
）
本

D
C
開
催
期
間
中
に
お
け
る
新
潟
県
で
の
入
込
客
減
少
リ
ス
ク
に
関
し
て

 

2
0
1
9

年
1
0
－

1
2

月
の

入
込

客
数

は
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

に
比

し
、

特
に

県
外

か
ら

の
日

帰
り

層
で

減
少

が
認

め
ら

れ
た

。
こ

の
要

因
と

し
て

、
新

潟
県

観
光

協
会

は
、

台
風

1
9

号
に

よ
る

「
豪

雨
災

害
に

伴
う

北
陸

新
幹

線
の

水
没

」

や
、「

（
エ

サ
不

足
に

よ
る

）
新

潟
県

全
域

で
の

ク
マ

の
出

没
お

よ
び

目
撃

」
の

影
響

が
大

き
い

と
み

て
い

る
。

 

実
際

、
北

陸
新

幹
線

の
水

没
等

の
影

響
に

よ
り

北
陸

新
幹

線
の

長
野

－
上

越
妙

高
間

で
の

運
転

が
見

合
わ

せ
に

な

っ
た

こ
と

な
ど

か
ら

、
2
0
1
9

年
度

の
１

日
平

均
乗

車
人

員
数

は
2
0
1
8

年
度

に
比

し
減

少
し

て
お

り
、

特
に

観
光

客

が
利

用
す

る
「

定
期

外
」

で
は

７
％

弱
の

落
ち

込
み

が
み

ら
れ

た
。

ま
た

、
2
0
1
9

年
1
0
－

1
1

月
は

、
例

年
に

比
し

て
ク

マ
の

出
没

お
よ

び
目

撃
に

関
す

る
報

告
件

数
が

多
か

っ
た

こ
と

も
分

か
っ

て
い

る
。

 

加
え

て
、「

豪
雨

災
害

に
伴

う
北

陸
新

幹
線

の
水

没
」

や
、「

（
エ

サ
不

足
に

よ
る

）
新

潟
県

全
域

で
の

ク
マ

の
出

没

お
よ

び
目

撃
」

に
関

す
る

情
報

を
、

マ
ス

コ
ミ

各
社

が
連

日
報

道
し

続
け

た
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
た

風
評

的
な

影
響

も
排

除
で

き
な

い
、

と
い

う
の

が
新

潟
県

観
光

協
会

の
見

解
で

あ
る

。
 

＜
北
陸
新
幹
線
上
越
妙
高
駅
に
お
け
る

1
日
平
均
乗
車
人
員
数
＞

 

（
単

位
：

人
）

 
定

期
外

 
定

期
 

合
計

 

2
0
1
9

年
度

 
1
,9

4
6
 

1
6
4
 

2
,1

1
1
 

2
0
1
8

年
度

 
2
,0

9
0
 

1
4
7
 

2
,2

3
8
 

出
所

：
JR

東
日

本
「

新
幹

線
駅

別
乗

車
人

員
」

 

＜
新
潟
県
内
で
の
ク
マ
の
出
没
お
よ
び
目
撃
に
関
す
る
報
告
件
数
＞

 

 
出

所
：

新
潟

県
「

過
去

の
ツ

キ
ノ

ワ
グ

マ
目

撃
情

報
」

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

そ
の

他
、

新
潟

県
に

よ
れ

ば
、

少
雪

の
影

響
で

下
越

・
中

越
・

佐
渡

の
３

エ
リ

ア
の

ス
キ

ー
場

を
オ

ー
プ

ン
で

き

な
か

っ
た

こ
と

も
入

込
客

数
の

下
押

し
要

因
と

考
え

ら
れ

て
い

る
（

①
）
。

ま
た

、
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

博
の

中
止

（
②

）、

天
候

不
良

に
よ

る
そ

の
他

の
イ

ベ
ン

ト
へ

の
入

込
客

の
減

少
（

例
：

越
後

・
謙

信
S

A
K

E
ま

つ
り

③
）

へ
の

入
込

客

数
等

を
み

る
こ

と
で

、
台

風
1
9

号
に

よ
る

イ
ベ

ン
ト

へ
の

影
響

度
合

い
を

推
し

測
る

こ
と

も
で

き
る

で
あ

ろ
う

。
 

＜
入
込
客
数
が
減
少
し
た
観
光
地
及
び
イ
ベ
ン
ト
の
一
例
＞

 

 
入

込
客

数
（

単
位

：
千

人
）

 
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
：

Ａ
 

2
0
1
9

年
1
0
－

1
2

月
：

Ｂ
 

Ｂ
－

Ａ
 

①
 

ス
キ

ー
場

（
1
2

月
）

 
5
2
4
 

2
7
7
 

▲
2
4
7
 

②
 

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
博

（
1
0

月
）

（
注

）
 

3
8
 

0
 

▲
3
8
 

③
 

越
後

・
謙

信
S

A
K

E
ま

つ
り

（
1
0

月
） 

1
1
4
 

8
2
 

▲
3
2
 

（
注

）
う

ま
さ

ぎ
っ

し
り

博
は

2
0
1
7

年
の

開
催

が
中

止
と

な
っ

た
た

め
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

は
2
0
1
5
・

2
0
1
6

年
を

対
象

に
平

均
値

を
算

定
。

 

出
所

：「
新

潟
県

観
光

入
込

客
統

計
（

各
年

度
）
」

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 
 

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

（
回

）

2
0
1
6
年

度

1
7

1
8

1
9
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2
7
 

３
－
２

 
山
形
県
内
へ
の
入
込
客
数
及
び
観
光
消
費
単
価
の
増
加
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
試
算

 

（
１
）
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

 

「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）
」

の
2
0
1
5・

2
0
1
6・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
を

対
象

と
し

て

算
出

し
た

平
均

値
よ

り
、

山
形

県
の

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

を
以

下
の

通
り

設
定

し
た

。
 

＜
2

0
1

5
・

2
0
1

6
・

2
0
1

7
年

1
0
－

1
2
月
（
平
均
）
実
観
光
入
込
客
数
＞

 

（
単

位
：

千
人

回
）

 
全

体
 

宿
泊

 
日

帰
り

 

実
観

光
入

込
客

数
 

3
,8

0
9
 

7
1
4
 

3
,0

9
5
 

県
内

 
1
,4

8
7
 

2
7
1
 

1
,2

1
6
 

県
外

 
2
,3

0
8
 

4
2
8
 

1
,8

7
9
 

外
国

人
 

1
5
 

1
5
 

- 
出

所
：「

共
通

基
準

に
よ

る
観

光
入

込
客

統
計

（
観

光
庁

）
」

の
2
0
1
5
・

2
0
1
6
・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

＜
2

0
1

5
・

2
0
1

6
・

2
0
1

7
年

1
0
－

1
2
月
（
平
均
）
観
光
消
費
単
価
＞

 

（
単

位
：

円
/人

回
） 

全
体

 
宿

泊
 

日
帰

り
 

消
費

単
価

 
9
,1

8
7
 

2
6
,1

6
3
 

5
,2

7
1
 

県
内

 
6
,4

9
7
 

1
9
,2

9
7
 

3
,6

4
7
 

県
外

 
1
0
,6

8
2
 

2
9
,8

8
6
 

6
,3

2
2
 

外
国

人
 

4
3
,9

2
4
 

4
4
,4

7
5
 

9
,8

9
8
 

出
所

：「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）
」

の
2
0
1
5
・

2
0
1
6
・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

（
２
）
本

D
C
期
間
中
に
お
け
る
入
込
客
数
及
び
観
光
消
費
単
価

 

山
形

県
か

ら
の

報
告

に
よ

る
と

、
本

D
C

期
間

中
に

お
け

る
山

形
県

内
へ

の
入

込
客

数
及

び
観

光
消

費
単

価
は

、

以
下

の
通

り
で

あ
っ

た
。

 

＜
2

0
1

9
年

1
0
－

1
2
月
の
実
観
光
入
込
客
数
＞

 

（
単

位
：

千
人

回
）

 
全

体
 

宿
泊

 
日

帰
り

 

実
観

光
入

込
客

数
 

4
,3

8
1
 

7
2
8
 

3
,6

5
3
 

県
内

 
1
,7

6
1
 

2
4
6
 

1
,5

1
6
 

県
外

 
2
,5

3
7
 

4
4
3
 

2
,0

9
4
 

外
国

人
 

8
3
 

4
0
 

4
3
 

出
所

：「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）」

（
山

形
県

よ
り

提
供

）
 

＜
2

0
1

9
年

1
0
－

1
2
月
の
観
光
費
単
価
＞

 

（
単

位
：

円
/人

回
） 

全
体

 
宿

泊
 

日
帰

り
 

消
費

単
価

 
8
,6

4
0
 

2
8
,0

3
2
 

4
,7

7
3
 

県
内

 
5
,6

7
8
 

2
0
,7

9
5
 

3
,2

2
7
 

県
外

 
1
0
,4

5
4
 

3
2
,3

6
6
 

5
,8

2
0
 

外
国

人
 

1
6
,0

6
8
 

2
4
,4

6
4
 

8
,3

0
8
 

出
所

：「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）」

（
山

形
県

よ
り

提
供

）
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2
8
 

（
３
）
本

D
C
開
催
に
よ
る
山
形
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算

 

「
平

成
2
3

年
山

形
県

産
業

連
関

表
」

を
用

い
て

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
か

ら
の

観
光

消
費

額
の

伸
び

が
も

た
ら

す
 

山
形

県
の

経
済

波
及

効
果

を
試

算
し

た
結

果
、

２
次

間
接

波
及

効
果

ま
で

考
慮

す
る

と
約

4
3

億
円

と
な

っ
た

。
な

お
、

試
算

過
程

及
び

試
算

結
果

、
波

及
倍

率
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

＜
山
形
県
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算
過
程
＞

 

直
接

効
果

 
約

2
9
 

億
円

 
雇

用
者

所
得

 
 

↓
 

×
投

入
係

数
表

 

原
材

料
等

投
入

額
 

約
1
3
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

自
給

率
 

県
内

原
材

料
等

投
入

額
 

約
6
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

逆
行

列
係

数
表

 

１
次

間
接

波
及

効
果

 
約

8
 

億
円

 
雇

用
者

所
得

 
 

 消
費

支
出

増
加

額
 

約
7
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

自
給

率
 

×
消

費
性

向
×

民
間

消
費

支
出

構
成

比
 

県
内

か
ら

の
自

給
額

 
約

5
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

逆
行

列
係

数
表

 

２
次

間
接

波
及

効
果

 
約

6
 

億
円

 
 

出
所

：
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

 

＜
山
形
県
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算
結
果
と
波
及
倍
率
＞

 

直
接

効
果

 
１

次
間

接
波

及
効

果
 

２
次

間
接

波
及

効
果

 
経

済
波

及
効

果
 

波
及

効
果

倍
率

 

約
2
9

億
円

 
約

8
億

円
 

約
6

億
円

 
約

4
3

億
円

 
約

1
.5

0
倍

 
出

所
：

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
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2
9
 

３
－
３

 
山
形
県
庄
内
エ
リ
ア
へ
の
入
込
客
数
及
び
観
光
消
費
単
価
の
増
加
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

 

（
１
）
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

 

本
D

C
期

間
中

に
お

け
る

庄
内

地
域

へ
の

入
込

客
数

は
、「

山
形

県
観

光
者

数
調

査
」

の
2
0
1
6・

2
0
1
7・

2
0
1
8

年

度
の

地
域

別
観

光
者

数
（

延
数

）
よ

り
、

平
均

値
を

用
い

て
仮

定
す

る
こ

と
と

し
、

山
形

県
全

体
の

う
ち

2
9
.7

％
を

占
め

る
も

の
と

し
た

。
ま

た
、

観
光

消
費

単
価

は
山

形
県

と
同

等
の

設
定

と
し

た
。

 

＜
地
域
別
観
光
者
数
（
延
数
）
＞

 

延
数

（
単

位
：

千
人

）
 

村
山

地
域

 
最

上
地

域
 

置
賜

地
域

 
庄

内
地

域
 

2
0
1
6

年
度

 
2
2
,2

0
8
.5

  
2
,7

7
6
.6

  
6
,6

7
5
.4

  
1
4
,1

5
3
.6

  

2
0
1
7

年
度

 
2
1
,8

5
9
.7

  
2
,6

4
3
.7

  
7
,3

2
6
.7

  
1
3
,2

9
2
.3

  

2
0
1
8

年
度

 
2
1
,5

6
0
.1

  
2
,6

2
5
.6

  
8
,9

9
0
.5

  
1
3
,3

3
1
.2

  

過
去

３
年

度
平

均
 

2
1
,8

7
6
.1

  
2
,6

8
2
.0

  
7
,6

6
4
.2

  
1
3
,5

9
2
.4

  

構
成

比
（

単
位

：
％

）
 

4
7
.7

 
5
.9

 
1
6
.7

 
2
9
.7

 

出
所

：「
山

形
県

観
光

者
数

調
査

（
平

成
2
9

年
度

、
3
0

年
度

）」
の

2
0
1
6
・

2
0
1
7
・

2
0
1
8

年
度

よ
り

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

＜
2

0
1

5
・

2
0
1

6
・

2
0
1

7
年

1
0
－

1
2
月
（
平
均
）
実
観
光
入
込
客
数
＞

 

（
単

位
：

千
人

回
）

 
全

体
 

宿
泊

 
日

帰
り

 

実
観

光
入

込
客

数
 

1
,1

3
0
 

2
1
2
 

9
1
8
 

県
内

 
4
4
1
 

8
0
 

3
6
1
 

県
外

 
6
8
5
 

1
2
7
 

5
5
8
 

外
国

人
 

4
 

4
 

- 
出

所
：「

共
通

基
準

に
よ

る
観

光
入

込
客

統
計

（
観

光
庁

）
」

の
2
0
1
5
・

2
0
1
6
・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

＜
2

0
1

5
・

2
0
1

6
・

2
0
1

7
年

1
0
－

1
2
月
（
平
均
）
観
光
消
費
単
価
【
再
掲
】
＞

 

（
単

位
：

円
/人

回
） 

全
体

 
宿

泊
 

日
帰

り
 

消
費

単
価

 
9
,1

8
7
 

2
6
,1

6
3
 

5
,2

7
1
 

県
内

 
6
,4

9
7
 

1
9
,2

9
7
 

3
,6

4
7
 

県
外

 
1
0
,6

8
2
 

2
9
,8

8
6
 

6
,3

2
2
 

外
国

人
 

4
3
,9

2
4
 

4
4
,4

7
5
 

9
,8

9
8
 

出
所

：「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）
」

の
2
0
1
5
・

2
0
1
6
・

2
0
1
7

年
の

1
0
－

1
2

月
よ

り
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

（
２
）
本

D
C
期
間
中
に
お
け
る
入
込
客
数
及
び
観
光
消
費
単
価

 

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

と
同

様
、

庄
内

地
域

へ
の

入
込

客
数

及
び

観
光

消
費

単
価

を
設

定
し

た
。

 

＜
2

0
1

9
年

1
0
－

1
2
月
の
実
観
光
入
込
客
数
＞

 

（
単

位
：

千
人

回
）

 
全

体
 

宿
泊

 
日

帰
り

 

実
観

光
入

込
客

数
 

1
,3

0
0
 

2
1
6
 

1
,0

8
4
 

県
内

 
5
2
3
 

7
3
 

4
5
0
 

県
外

 
7
5
3
 

1
3
1
 

6
2
1
 

外
国

人
 

2
5
 

1
2
 

1
3
 

出
所

：「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）」

（
山

形
県

よ
り

提
供

）
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3
0
 

＜
2

0
1

9
年

1
0
－

1
2
月
の
観
光
費
単
価
【
再
掲
】
＞

 

（
単

位
：

円
/人

回
） 

全
体

 
宿

泊
 

日
帰

り
 

消
費

単
価

 
8
,6

4
0
 

2
8
,0

3
2
 

4
,7

7
3
 

県
内

 
5
,6

7
8
 

2
0
,7

9
5
 

3
,2

2
7
 

県
外

 
1
0
,4

5
4
 

3
2
,3

6
6
 

5
,8

2
0
 

外
国

人
 

1
6
,0

6
8
 

2
4
,4

6
4
 

8
,3

0
8
 

出
所

：「
共

通
基

準
に

よ
る

観
光

入
込

客
統

計
（

観
光

庁
）」

（
山

形
県

よ
り

提
供

）
 

 

（
３
）
本

D
C
開
催
に
よ
る
山
形
県
庄
内
エ
リ
ア
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算

 

「
平

成
2
3

年
山

形
県

産
業

連
関

表
」

を
用

い
て

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
か

ら
の

観
光

消
費

額
の

伸
び

が
も

た
ら

す
 

山
形

県
庄

内
エ

リ
ア

の
経

済
波

及
効

果
を

試
算

し
た

結
果

、
２

次
間

接
波

及
効

果
ま

で
考

慮
す

る
と

約
1
3

億
円

と

な
っ

た
。

な
お

、
試

算
過

程
及

び
試

算
結

果
、

波
及

倍
率

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 

＜
山
形
県
庄
内
エ
リ
ア
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算
過
程
＞

 

直
接

効
果

 
約

8
 

億
円

 
雇

用
者

所
得

 

 
↓

 
×

投
入

係
数

表
 

原
材

料
等

投
入

額
 

約
4
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

自
給

率
 

県
内

原
材

料
等

投
入

額
 

約
2
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

逆
行

列
係

数
表

 

１
次

間
接

波
及

効
果

 
約

2
 

億
円

 
雇

用
者

所
得

 
 

 消
費

支
出

増
加

額
 

約
2
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

自
給

率
 

×
消

費
性

向
×

民
間

消
費

支
出

構
成

比
 

県
内

か
ら

の
自

給
額

 
約

1
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

逆
行

列
係

数
表

 

２
次

間
接

波
及

効
果

 
約

2
 

億
円

 
 

出
所

：
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

 

＜
山
形
県
庄
内
エ
リ
ア
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算
結
果
と
波
及
倍
率
＞

 

直
接

効
果

 
１

次
間

接
波

及
効

果
 

２
次

間
接

波
及

効
果

 
経

済
波

及
効

果
 

波
及

効
果

倍
率

 

約
8

億
円

 
約

2
億

円
 

約
2

億
円

 
約

1
3

億
円

 
約

1
.5

0
倍

 
出

所
：

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
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3
1
 

３
－
４

 
本

D
C
開
催
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

 

以
上

、
３

－
１

及
び

３
－

３
に

て
試

算
し

た
、

新
潟

県
及

び
山

形
県

庄
内

エ
リ

ア
の

経
済

波
及

効
果

を
合

算
し

た

結
果

、
２

次
間

接
波

及
効

果
ま

で
考

慮
す

る
と

約
2
1
3

億
円

と
な

っ
た

。
 

＜
新
潟
県
内
及
び
山
形
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算
過
程
＞

 

直
接

効
果

 
約

1
3
5
 

億
円

 
雇

用
者

所
得

 
 

↓
 

×
投

入
係

数
表

 

原
材

料
等

投
入

額
 

約
6
5
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

自
給

率
 

県
内

原
材

料
等

投
入

額
 

約
3
4
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

逆
行

列
係

数
表

 

１
次

間
接

波
及

効
果

 
約

4
7
 

億
円

 
雇

用
者

所
得

 
 

 消
費

支
出

増
加

額
 

約
3
5
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

自
給

率
 

×
消

費
性

向
×

民
間

消
費

支
出

構
成

比
 

県
内

か
ら

の
自

給
額

 
約

2
5
 

億
円

 
 

 
↓

 
×

逆
行

列
係

数
表

 

２
次

間
接

波
及

効
果

 
約

3
2
 

億
円

 
 

出
所

：
株

式
会

社
日

本
経

済
研

究
所

作
成

 

 

＜
新
潟
県
内
及
び
山
形
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
試
算
結
果
と
波
及
倍
率
＞

 

直
接

効
果

 
１

次
間

接
波

及
効

果
 

２
次

間
接

波
及

効
果

 
経

済
波

及
効

果
 

波
及

効
果

倍
率

 

約
1
3
5

億
円

 
約

4
7

億
円

 
約

3
2

億
円

 
約

2
1
4

億
円

 
約

1
.5

8
倍

 
出

所
：

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
作

成
 

 
 

- 52 -



 

3
2
 

第
４
章

 
新
潟
県
・
庄
内
エ
リ
ア

D
C
開
催
に
よ
る
成
果
と
課
題

 

以
上

を
振

り
返

り
、

本
D

C
開

催
に

よ
る

成
果

と
課

題
を

整
理

す
る

。
 

４
－
１

 
成
果

 

（
１
）
首
都
圏
か
ら
の
参
加

 

「
新

潟
・

庄
内

う
ま

さ
ぎ

っ
し

り
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

」
の

実
施

に
よ

り
、

本
D

C
へ

の
参

加
状

況
の

一
部

を
把

握

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に
、

本
D

C
で

も
重

点
誘

客
先

と
し

て
い

た
首

都
圏

か
ら

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

抽
選

へ
の

応
募

が
数

多
く

見
ら

れ
た

。
 

（
２
）
大
都
市
圏
へ
の
情
報
発
信

 

特
設

サ
イ

ト
を

開
設

し
て

本
D

C
に

係
る

情
報

発
信

を
強

化
し

P
V

数
を

追
っ

た
こ

と
で

、
特

に
大

都
市

圏
か

ら

の
P

V
数

が
多

い
実

態
を

把
握

で
き

た
。

こ
れ

を
、

誘
客

や
E

C
3に

誘
導

す
る

取
り

組
み

な
ど

も
期

待
で

き
よ

う
。

 

（
３
）
第
三
者
に
よ
る
効
果
検
証
の
実
施

 

こ
れ

ま
で

に
数

多
く

の
D

C
が

開
催

さ
れ

て
き

た
が

、
第

三
者

に
よ

る
効

果
検

証
を

実
施

・
公

表
し

た
事

例
は

、

決
し

て
多

く
は

な
い

。
検

証
結

果
等

を
も

と
に

、
関

係
者

間
で

の
新

た
な

議
論

が
生

ま
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

           

 
 

 

                                                

3
）

E
C

：
E

le
c
tro

n
ic

 C
o
m

m
e
rc

e
。

電
子

商
取

引
と

訳
さ

れ
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
モ

ノ
や

サ
ー

ビ
ス

を
売

買
す

る
こ

と
全

般
を

指
す

。
 

G
O

A
L

？
- 53 -



 

3
3
 

４
－
２

 
課
題
と
視
点

 

（
１
）
目
的
の
明
確
化

 

D
C

に
取

り
組

む
目

的
や

目
標

、
得

た
い

効
果

な
ど

を
予

め
明

確
化

し
て

お
く

必
要

が
あ

っ
た

と
考

え
る

。
効

果

検
証

と
し

て
行

っ
た

経
済

波
及

効
果

の
試

算
結

果
を

、
ど

の
よ

う
に

評
価

す
べ

き
か

、
今

後
の

議
論

に
期

待
し

た
い

。
 

【
視

点
】

例
え

ば
「

観
光

消
費

額
」

増
加

を
目

的
に

、
目

標
を

プ
ラ

ス
1
0
0

億
円

と
設

定
、

指
標

に
「

観
光

入
込

客
数

」
と

「
観

光
消

費
単

価
」

を
置

い
た

場
合

、
1

千
万

人
増

や
し

て
1

千
円

ず
つ

多
く

消
費

し
て

も
ら

う
の

か
、

そ
れ

と
も

、
2
0
0

万
人

増
や

し
て

５
千

円
ず

つ
多

く
消

費
し

て
も

ら
う

の
か

、
と

い
っ

た
こ

と
を

考
え

る
。

 

（
２
）
顧
客
像
の
具
体
化

 

ど
こ

の
誰

に
来

て
も

ら
い

た
い

か
、

そ
の

た
め

に
は

ど
の

よ
う

な
情

報
発

信
を

す
る

の
か

、
ま

た
実

際
に

そ
の

人

は
ど

の
よ

う
な

手
段

で
訪

れ
て

現
地

を
巡

り
、

何
を

体
験

す
る

こ
と

で
ど

の
程

度
の

消
費

を
す

る
の

か
等

、
顧

客
像

の
具

体
化

が
求

め
ら

れ
る

。
 

【
視

点
】

提
示

す
る

モ
デ

ル
コ

ー
ス

を
選

ぶ
顧

客
像

や
、

巡
っ

た
際

の
消

費
単

価
の

想
定

を
行

う
こ

と
が

有
用

と

な
る

。
ま

た
、

モ
デ

ル
コ

ー
ス

に
地

域
資

源
を

積
極

的
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

地
域

の
自

給
率

を
高

め
て

地
域

産
業

の
活

性
化

を
図

る
と

同
時

に
、

来
訪

者
が

地
域

な
ら

で
は

の
も

の
に

触
れ

合
う

機
会

を
増

や
し

て
フ

ァ
ン

化
を

目
指

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
３
）
環
境
変
化
へ
の
対
応

 

本
D

C
で

は
台

風
1
9

号
と

い
う

自
然

災
害

の
た

め
、

D
C

シ
ン

ボ
ル

イ
ベ

ン
ト

の
中

止
や

交
通

機
関

の
運

休
等

の
対

応
が

採
ら

れ
、

入
込

客
数

が
限

定
的

に
な

っ
た

可
能

性
が

高
い

。
今

後
は

、
自

然
災

害
を

含
む

環
境

の
変

化
に

対
応

す
る

方
策

を
、

経
済

的
な

視
点

か
ら

も
検

討
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

【
視

点
】

例
え

ば
、

E
C

を
介

し
た

地
域

産
品

の
購

入
や

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

ヴ
ァ

ー
チ

ャ
ル

体
験

に
誘

導
す

る

こ
と

で
、

将
来

の
来

訪
動

機
を

醸
成

す
る

と
と

も
に

、
地

域
へ

の
経

済
効

果
の

維
持

・
向

上
も

、
視

野
に

入
れ

る
。 

（
４
）
新
た
な
顧
客
層
へ
の
挑
戦

 

本
D

C
に

お
い

て
は

、
通

常
の

D
C

で
は

対
象

と
は

さ
れ

な
い

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
誘

客
に

も
取

り
組

ん
だ

。
成

果

が
見

え
づ

ら
い

と
い

う
課

題
が

残
も

の
の

、
引

き
続

き
、

環
境

の
変

化
等

に
応

じ
て

、
新

た
な

顧
客

層
に

挑
戦

す
る

必
要

性
が

あ
ろ

う
。

 

【
視

点
】

D
C

の
主

力
で

あ
る

中
高

年
層

以
外

に
も

目
を

向
け

る
。

例
え

ば
、

従
来

は
あ

ま
り

旅
行

に
出

か
け

な

い
と

言
わ

れ
て

い
た

若
年

男
性

層
の

旅
行

意
向

が
上

昇
し

て
い

る
こ

と
な

ど
に

着
目

す
る

。
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3
4
 

第
５
章

 
今
後
の

D
C
開
催
に
向
け
て

 

５
－
１

 
w

ith
コ
ロ
ナ
の
現
状
と
対
応

 

（
１
）
現
状

 

2
0
1
9

年
末

に
中

国
・

武
漢

市
で

発
生

し
た

原
因

不
明

の
肺

炎
が

、
日

本
を

含
む

世
界

各
国

に
急

速
に

広
ま

っ
た

。

そ
の

後
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
（

以
下

「
新

型
コ

ロ
ナ

」
）

が
病

原
体

と
し

て
分

離
さ

れ
、

W
H

O
は

新
型

コ
ロ

ナ

が
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
（

世
界

的
大

流
行

）
に

相
当

す
る

と
宣

言
、

各
国

は
出

入
国

制
限

等
の

対
策

を
強

化
し

た
。

日
本

国
内

で
は

、
緊

急
事

態
宣

言
の

発
令

に
よ

り
不

要
不

急
の

外
出

の
自

粛
等

が
求

め
ら

れ
、

観
光

需
要

が
著

し
く

損
失

し
た

。
緊

急
事

態
宣

言
の

解
除

後
に

は
政

府
が

感
染

拡
大

防
止

策
と

し
て

「
新

し
い

生
活

様
式

」
を

推
奨

し
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
の

確
保

や
マ

ス
ク

の
着

用
、「

３
密

4」
回

避
を

求
め

て
い

る
。

そ
の

よ
う

な
、

新
型

コ
ロ

ナ

と
の

共
存

下
（

以
下

、「
w

ith
コ

ロ
ナ

」）
に

あ
る

現
状

に
お

い
て

、
新

し
い

観
光

の
あ

り
方

が
模

索
さ

れ
て

い
る

。
 

（
２
）
対
応

 

観
光

需
要

を
取

り
戻

す
に

は
、

観
光

が
安

全
を

提
供

で
き

る
こ

と
の

証
明

が
何

よ
り

も
重

要
と

言
わ

れ
て

お
り

、

w
ith

コ
ロ

ナ
に

あ
る

2
0
2
0

年
秋

の
ア

フ
タ

ー
D

C
で

は
「

新
し

い
生

活
様

式
」

を
踏

ま
え

た
対

応
が

必
要

と
さ

れ
、

旅
行

者
側

に
も

「
新

し
い

旅
の

エ
チ

ケ
ッ

ト
」

に
留

意
し

た
行

動
が

求
め

ら
れ

る
。

 

ま
た

、
越

境
移

動
に

係
る

種
々

の
障

壁
や

出
入

国
制

限
等

の
た

め
、

観
光

需
要

が
最

初
に

戻
る

の
は

周
辺

地
域

、

次
に

国
内

の
地

方
圏

か
ら

大
都

市
圏

及
び

首
都

圏
へ

と
拡

大
し

、
最

後
に

海
外

の
順

と
予

測
さ

れ
て

い
る

。
 

こ
れ

ら
を

前
提

と
す

る
と

、
ア

フ
タ

ー
D

C
で

は
、

誘
客

目
的

（
例

：
観

光
消

費
→

地
域

教
育

）
や

重
点

誘
客

先

（
例

：
首

都
圏

→
周

辺
地

域
）
、

代
表

交
通

手
段

（
例

：
新

幹
線

等
の

大
量

輸
送

シ
ス

テ
ム

→
自

家
用

車
や

自
転

車
、

超
小

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

等
）

な
ど

の
想

定
に

、
本

D
C

と
は

違
う

再
設

定
が

求
め

ら
れ

る
。

 

仮
に

、
ア

フ
タ

ー
D

C
の

重
点

誘
客

先
を

周
辺

地
域

に
置

き
、

誘
客

目
的

を
周

辺
地

域
住

民
に

よ
る

観
光

資
源

等

へ
の

理
解

醸
成

と
し

た
場

合
、

代
表

交
通

手
段

に
は

小
型

化
や

個
人

化
が

求
め

ら
れ

、
例

え
ば

G
P

S
付

き
の

自
動

音
声

ガ
イ

ド
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
に

よ
る

個
別

説
明

機
能

の
強

化
や

、
訪

問
地

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

る
デ

ー
タ

分
析

に
基

づ
い

た
誘

客
戦

略
及

び
安

全
対

策
な

ど
も

、
視

野
に

入
れ

る
必

要
が

生
じ

よ
う

。
 

ま
た

、
本

D
C

で
増

加
が

期
待

さ
れ

た
の

は
訪

問
型

関
係

人
口

で
あ

っ
た

が
、

ア
フ

タ
ー

D
C

で
は

非
訪

問
型

の

オ
ン

ラ
イ

ン
関

係
人

口
へ

の
着

目
も

必
要

で
あ

ろ
う

。
例

え
ば

、
ア

フ
タ

ー
D

C
を

契
機

に
地

域
へ

の
理

解
を

深
め

た
周

辺
住

民
が

、
首

都
圏

等
の

住
民

と
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
介

し
て

関
わ

り
を

持
つ

こ
と

で
オ

ン
ラ

イ
ン

関
係

人
口

を
育

て
る

こ
と

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
終

息
後

に
お

け
る

訪
問

型
関

係
人

口
の

増
加

の
種

と
な

る
か

も
し

れ
な

い
。

 

新
型

コ
ロ

ナ
の

出
現

が
、

周
辺

地
域

住
民

に
よ

る
地

域
資

源
の

再
発

見
や

磨
き

上
げ

に
つ

な
が

り
、

w
ith

コ
ロ

ナ

に
お

け
る

観
光

の
あ

り
方

を
考

え
る

な
か

で
、

地
域

が
目

指
す

姿
が

再
考

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

 
 

                                                

4
）
「

３
密

」：
さ

ん
み

つ
。

密
集

、
密

接
、

密
閉

の
３

つ
密

の
状

態
を

ま
と

め
て

表
現

し
た

言
葉

。
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3
5
 

５
－
２

 
D

C
の
再
定
義

 

D
C

は
、

初
め

て
開

催
さ

れ
た

1
9
7
8

年
か

ら
既

に
4
0

年
以

上
も

継
続

さ
れ

て
い

る
ロ

ン
グ

ラ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

で
あ

る
が

、
継

続
し

て
き

た
理

由
、

D
C

へ
の

取
り

組
み

意
義

な
ど

が
、

関
係

者
に

共
有

さ
れ

て
い

る
の

か
に

関
し

て
は

、
疑

問
が

残
る

。
 

新
型

コ
ロ

ナ
の

出
現

に
よ

り
観

光
に

対
す

る
価

値
観

が
多

様
化

し
て

い
る

今
、

個
々

の
D

C
の

み
な

ら
ず

、
D

C

そ
の

も
の

に
取

り
組

む
目

的
を

再
定

義
し

、
継

続
す

る
意

義
に

対
し

て
関

係
者

か
ら

共
感

を
得

る
こ

と
や

、
開

催
地

域
が

主
体

性
を

以
て

関
わ

る
こ

と
が

、
今

後
の

D
C

開
催

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。
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©
D

e
ve

lo
p
m

e
n
t B

a
n
k
 o

f Ja
p

a
n

 In
c
.2

0
2
0
 

本
資

料
は

情
報

提
供

の
み

を
目

的
と

し
て

作
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
取

引
等

を
勧

誘
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
本

資
料

は
当

行
が

信

頼
に

足
る

と
判

断
し

た
情

報
に

基
づ

い
て

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

当
行

は
そ

の
正

確
性

・
確

実
性

を
保

証
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
本

資
料

の
ご

利
用

に
際

し
ま

し
て

は
、

ご
自

身
の

ご
判

断
で

な
さ

れ
ま

す
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
本

資
料

は
著

作
物

で
あ

り
、

著
作

権
法

に
基

づ
き

保
護

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

資
料

の
全

文
ま

た
は

一
部

を
転

載
・

複
製

す
る

際
は

、
著

作
権

者
の

許
諾

が
必

要
で

す
の

で
、

当
行

ま
で

ご
連

絡
下

さ
い

。
著

作
権

法
の

定
め

に
従

い
引

用
・

転
載

・
複

製
す

る
際

に
は

、
必

ず
、

出
所

を
明

記
し

て
下

さ
い

。
 

 （
お

問
い

合
わ

せ
先

）
 

株
式

会
社

日
本

政
策

投
資

銀
行

 新
潟

支
店

 

株
式

会
社

日
本

経
済

研
究

所
 地

域
本

部
 地

域
産

業
部

 
 

池
原

 沙
都

実
 

 
電

話
：

0
3
-6

2
1
4
-4

6
2
0
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都道府県等名 岐阜県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

観光消費が県経済に及ぼす影響分析 令 2.12 無 岐阜県商工労働部観光国際

局観光企画課 

平成 23年岐阜県産業連関

表（108部門） 

令和元年度の観光消費における岐阜県内の経済波及効果

を試算。 

・波及効果  410,274百万円（1.40倍） 

（２次効果まで） 

・就業誘発数 35,588人 

別添資料あり 
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令
和
元
年
岐
阜
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査

 

    

 

     

令
和
２
年
１
２
月
 

岐
阜
県
観
光
国
際
局
観
光
企
画
課
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 １
 
観
光
入
込
客
数
（
延
べ
）
・
観
光
消
費
額

 

 

 

 
区

 
 
分
 

Ｒ
１

[
2
01
9
]年

 （
対
前
年
比
）

 
参
考
：
Ｈ
３
０

[2
0
18
]年

 

観
光
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）

 
 

７
，
１
６
２
万
８
千
人

 
  
 （

＋
0
.
9
%） 

７
，
１
０
０
万
人

 

行
祭

事
・

イ
ベ
ン

ト
入

込
客

数
（

延
べ

人
数

）
 

 
 
９
３
５
万
４
千
人

  
 
 (△

5
.2
%
) 

９
８
６
万
５
千
人

 

観
光
消
費
額

 

全
 

 
体
 

２
，
９
３
２
億
８
３
百
万
円

 
 (
＋

3.
9
%)  

２
，
８
２
１
億
８
５
百
万
円

 
 

日
帰
り
客

 
１
，
４
６
１
億
３
３
百
万
円

 
 
 (
＋

6.
1
%)  

１
，
３
７
７
億
３
７
百
万
円

 

宿
泊

客
 

１
，
４
７
１
億
５
０
百
万
円

 
 
 (
＋

1.
9
%) 

１
，
４
４
４
億
４
８
百
万
円
 

※
平
成
２
３
年
の
調
査
よ
り
、
観
光
庁
が
策
定
し
た
「
観
光
入
込
客
統
計
に
関
す
る
共
通
基
準
」
を
導
入
し
、
調
査
手
法
を
変
更
し
て
い
る
。

 

※
千
人
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
対
前
年
比
に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
や
、
内
訳
の
計
と
合
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 

 ○
観
光
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
は
、
７
，
１
６
２
万
８
千
人
（
対
前
年
比
＋

0
.9

%
）
と
な
り
、
前
年

に
比
べ
増
加
し
た
。

 

 ○
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
は
、
９
３
５
万
４
千
人

(対
前
年
比
△

5
.2

%
)と
な
り
、

前
年
に
比
べ
減
少
し
た
。

 

 ○
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
は
、
４
，
７
９
９
万
５
千
人
（
対
前
年
比
＋

4
.3

%
）
と
、
前
年
に
比
べ

増
加
し
た
。（
４
頁
参
照
）
 

 

○
観
光
消
費
額
の
総
額
は
２
，
９
３
２
億
８
３
百
万
円
（
対
前
年
比
＋

3
.9

%
）
で
、
う
ち
日
帰
り
客
分

は
１
，
４
６
１
億
３
３
百
万
円
（
対
前
年
比
＋

6
.1

%
）、
宿
泊
客
分
は
１
，
４
７
１
億
５
０
百
万
円
（
対

前
年
比
＋

1
.9
％
）
で
あ
っ
た
。
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○
主
な
傾
向
は
、
以
下
の
と
お
り
。

 

・
台
風
１
９
号
等
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
一
部
で
あ
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ

年
間
を
通
じ
て
天
候
に
恵
ま
れ
、
旅
行
し
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
全
体
と
し

て
入
込
客
数
は
増
加
し
た
。
 

・
さ
ら
に
、
改
元
に
よ
り
Ｇ
Ｗ
が
１
０
連
休
で
あ
っ
た
こ
と
、
平
成
３
０
年
７
月
豪
雨
災
害
の
よ
う
な
大
規

模
災
害
や
記
録
的
な
猛
暑
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
と
比
較
し
て
全
体
的
な
入
込
客

数
は
増
加
し
た
。

 

・
観
光
消
費
額
は
、
一
人
当
た
り
の
平
均
消
費
額
に
つ
い
て
日
帰
り
客
分
が
増
加
し
た
（
３
，
４
２
８

円
→
３
，
４
９
４
円
）
反
面
、
宿
泊
客
分
は
減
少
と
な
っ
た
（
２
４
，
７
２
３
円
→
２
３
，
８
３
０

円
）
。
全
体
の
観
光
消
費
額
は
、
入
込
客
数
の
増
加
に
伴
い
、
前
年
と
比
較
し
て
増
加
し
た
。
 

 
・
外
国
人
延
べ
宿
泊
客
数
に
つ
い
て
は
、
前
年
に
引
き
続
き
、
中
国
人
観
光
客
が
大
き
く
増
加
す
る
な

ど
し
て
過
去
最
高
と
な
っ
た
（
１
４
８
．
４
万
人
→
１
６
６
．
０
万
人
）。

 

 

 ２
 
観
光
地
点
別
の
集
客
数
（
県
内
ト
ッ
プ
１
０
）
 

（
単
位
：
万
人
）
 
 

○
観
光
地
点
毎
の
入
込
客
数
は
、
１
位
か
ら
４
位
ま
で
の
地
点
の
順
位
に
変
動
は
な
か
っ
た
。
 

○
令
和
元
年
は
年
間
を
通
し
て
天
候
に
恵
ま
れ
、
前
年
の
よ
う
な
豪
雨
災
害
が
な
か
っ
た
こ
と
、
夏

季
を
除
い
て
降
水
量
が
平
年
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
屋
外
観
光
施
設
に
お
け
る
入
込
客

数
が
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
 

○
前
年
に
新
規
オ
ー
プ
ン
し
た

 道
の
駅
「
パ
レ
ッ
ト
ピ
ア
お
お
の
」、

 清
流
長
良
川
あ
ゆ
パ
ー
ク
（
郡

上
市
）
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

 
ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園

 
が
引
き
続
き
好
評
で
あ
っ
た
ほ

か
、
改
元
の
影
響
に
よ
り

 道
の
駅
「
平
成
」
の
入
込
客
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
 

  

  順
位
 

観
光
地
点
名

 
入
込
客
数

 
参
考
：

H3
0
[2
0
18
]
年
 

順
位

 
入
込
客
数

 

1
 

土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

 
6
6
8
.3 

1
 

6
7
8
.2 

2
 

河
川
環
境
楽
園

（
ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
含
む

）
（
各
務
原
市
）
 

5
2
8
.9 

2
 

5
0
9
.4 

3
 

高
山
市
街
地
エ
リ
ア

 
3
8
2
.7 

3
 

3
4
4
.8 

4
 

白
川
郷
合
掌
造
り
集
落
（
白
川
村
）

 
2
0
3
.1
 

 
4
 

1
8
8
.8

 
 

5
 

湯
の
華
ア
イ
ラ
ン
ド
（
可
児
市
）

 
1
6
8
.5 

6
 

1
6
2
.2 

6
 

千
代
保
稲
荷
神
社
（
海
津
市
）

 
1
6
0
.6 

5
 

1
7
0
.0 

7
 

伊
奈
波
神
社
（
岐
阜
市
）

 
1
4
7
.5 

7
 

1
4
7
.4 

8
 

世
界
イ
ベ
ン
ト
村
ぎ
ふ

（
岐
阜

メ
モ
リ

ア
ル

セ
ン
タ

ー
）
（
岐
阜
市
）
 

1
4
2
.1 

9
 

1
3
6
.7 

9
 

千
本
松
原
・
国
営
木
曽
三
川
公
園
（
海
津
市
）

 
1
3
6
.4 

8
 

1
4
0
.7 

1
0 

下
呂
温
泉
（
旅
館
の
宿
泊
利
用
及
び
日
帰
り
利
用
）

 
1
2
2
.5 

1
0 

1
2
2
.5 
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３
 
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数
（
県
内
ト
ッ
プ
１
０
）

 
（
単
位
：
万
人
）

 

○
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
毎
の
入
込
客
数
の
県
内
ト
ッ
プ
は
、
前
年
と
同
じ
「
長
良
川
花
火
大
会
」（
岐
阜

市
）
で
７
０
万
人
、
２
位
は
「
高
山
祭
」（
高
山
市
）
で
４
０
万
人
、
３
位
が
道
三
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）

で
３
８
万
人
と
な
っ
た
。
 

○
台
風
等
天
候
の
影
響
に
よ
り
、
刃
物
ま
つ
り
（
関
市
）
や
濃
尾
大
花
火
（
羽
島
市
・
一
宮
市
）
な
ど

の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
改
元
の
た
め
１
０
連
休
と
な
っ
た
Ｇ
Ｗ
期

間
中
に
開
催
さ
れ
た
行
催
事
・
イ
ベ
ン
ト
は
大
幅
に
入
込
客
数
を
伸
ば
し
た
。
 

  
 

 ４
 
経
済
波
及
効
果
（
試
算
）
 

令
和
元
年
の
県
内
観
光
消
費
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
（
観
光
関
連
産
業
の
経
済
波
及
効
果
）
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
、
生
産
誘
発
額
は
４
，
１
０
２
億
７
４
百
万
円
、
就
業
誘
発
効
果
は
、
３
５
，
５
８
８
人

と
な
っ
た
。
 

順
位
 

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
名

 
入
込
客
数

 
参
考
：

H3
0
[2
0
18
]
年
 

順
位

 
入
込
客
数

 

1
 

長
良
川
花
火
大
会
（
岐
阜
市
）

 
7
0
.
0 

1
 

6
5
.
0 

2
 

高
山
祭

 
4
0
.
0 

4
 

2
9
.
6 

3
 

道
三
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）

 
3
8
.
0 

6
 

2
9
.
0 

4
 

大
垣
ま
つ
り

 
3
7
.
0 

1
2 

2
2
.
0 

5
 

ぎ
ふ
信
長
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）

 
3
4
.
0 

7
 

2
8
.
0 

6
 

郡
上
お
ど
り

 
3
0
.
8 

5
 

2
9
.
1 

7
 

各
務
原
市
桜
ま
つ
り

 
2
9
.
0 

1
5 

2
0
.
5 

8
 

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
市
（
大
垣
市
）

 
2
8
.
5 

2
 

4
4
.
5 

9
 

日
本
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会
（
各
務
原
市
）

 
2
4
.
0 

1
3 

2
1
.
0 

1
0 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
（
海
津
市
）

 
2
0
.
6 

1
4 

2
0
.
6 
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 ＜
参
考
＞
 
旅
行
者
分
類
別
デ
ー
タ

 

県
内
観
光
客
の
動
向
を
よ
り
詳
細
に
分
析
す
る
た
め
、
観
光
入
込
客
数
を
実
人
数
に
換
算
し
、
旅
行

者
分
類
別
、
県
内
圏
域
別
の
入
込
客
数
、
外
国
人
宿
泊
客
数
等
を
算
出
し
た
。

 

※
詳
細
は
、
別
添
「
参
考
表
」
参
照

 

※
千
人
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
対
前
年
比
に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
や
、
内
訳
の
計
と
合

計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 

 （
１
）
日
帰
り
・
宿
泊
別
観
光
入
込
客
数

 

 

＜
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
＞
 

 
 
区

 
 
分

 
Ｒ
１
[
2
01
9
]年

 （
対
前
年
比
）

 
 

 
参
考
：
Ｈ
３
０

[2
0
18
]年

 

全
 

 
体

 
４
，
７
９
９
万
５
千
人

 
 （

＋
4
.
3
%） 

 
４
，
６
０
２
万
８
千
人

 

日
帰
り
客

 
 
４
，
１
８
２
万
人
 
（
＋

4.
1%

) 
４
，
０
１
８
万
５
千
人

 

宿
泊

客
 

【
 う

ち
外
国
人

 】
 

６
１
７
万
５
千
人

 
  

(＋
5
.7

%)
 

 
【
 １

１
６
万
７
千
人
 

(＋
1
4.
5%
)
 】

 

５
８
４
万
３
千
人

 

 
【

 １
０
１
万
９
千
人
】

 

 
 
※
宿
泊
客
の
「
う
ち
外
国
人
」
に
つ
い
て
は
、
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
に
お
け
る
本
県
の
外
国
人

 

延
べ
宿
泊
者
数
を
も
と
に
算
出
し
て
い
る
。（

令
和
元
年
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

 
1
6
6
.0
万
人
）

 

 

 

 

令
和
元
年
の
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
は
４
，
７
９
９
万
５
千
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
日
帰

り
・
宿
泊
別
に
み
る
と
、
日
帰
り
客
は
４
，
１
８
２
万
人
、
宿
泊
客
は
６
１
７
万
５
千
人
で
あ
り
、

依
然
と
し
て
日
帰
り
客
が
多
い
。（
図
１
）
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 （
２
）
居
住
地
別
観
光
入
込
客
数
 

 

居
住
地
別
に
見
る
と
、
県
全
体
で
は
県
内
客
は
１
，
５
５
２
万
６
千
人
（
構
成
比

3
2

.4
％
）、
県
外

客
は
３
，
２
４
６
万
８
千
人
（
構
成
比

6
7

.6
％
）
と
、
県
外
客
が
多
く
を
占
め
た
。
特
に
飛
騨
圏
域

で
は
県
外
客
の
割
合
が

7
9

.5
%
と
高
い
。

 

県
外
客
の
う
ち
お
よ
そ
７
割
が
東
海
地
方
か
ら
の
観
光
客
で
あ
り
、
以
下
近
畿
地
方
、
関
東
地
方

と
続
い
て
い
る
。（
図
２
）

 

 

（
３
）
男
女
別
・
年
齢
別
観
光
入
込
客
数
 

 

男
女
別
で
見
る
と
、
男
性
が
２
，
７
４
１
万
４
千
人
（
構
成
比

5
7

.1
%
）、
女
性
は
２
，
０
５
８
万

１
千
人
（
構
成
比

4
2

.9
%
）
と
前
年
に
引
き
続
き
男
性
が
多
か
っ
た
。

 

年
齢
別
で
は
、
６
０
歳
以
上
が

2
9

.3
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
４
０
歳
代
、
５
０
歳
代
が
多
い
傾

向
で
あ
り
、
ま
た
、
２
０
歳
代
以
下
の
伸
び
率
が
高
い
。（
図
３
）
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（
４
）
利
用
交
通
機
関
別
観
光
入
込
客
数
 

 

利
用
交
通
機
関
別
に
見
る
と
、
自
家
用
車
が
最
も
多
く
全
体
の

8
2

.9
%
を
占
め
、
鉄
道
や
路
線
 

 

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
割
合
は
低
い
。（
図
４
）

 

 （
５
）
同
行
者
別
観
光
入
込
客
数
 

 
 

 
 

同
行
者
人
数
別
に
見
る
と
、「
（
本
人
を
含
め
）
２
～
３
人
」
が
最
も
多
く
全
体
の

6
9

.3
%
を
占
め
、
続

い
て
「（
本
人
を
含
め
）
４
～
５
人
」
が

1
5

.0
%
で
あ
っ
た
。

 

同
行
者
別
に
見
る
と
、「
団
体
旅
行
」
の
割
合
は
全
体
の

3
.0

%
に
と
ど
ま
り
、「
家
族
」
が

6
7

.1
%
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
友
人
」

1
7

.0
%
と
個
人
旅
行
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。（
図
５
）
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 （
６
）
観
光
地
分
類
別
観
光
入
込
客
数
 

 

観
光
地
分
類
別
に
見
る
と
、「
道
の
駅
等
」、「

歴
史
・
文
化
」、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の

順
に
多
く
、
以
下
、「
都
市
型
観
光
（
買
物
・
食
等
）」、「

温
泉
・
健
康
」、「

自
然
」
と
続
く
。（
図
６
）

 

※
観
光
地
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
頁
＜
調
査
の
概
要
＞
参
照
 

  ○
 
平
均
訪
問
地
点
数
と
平
均
宿
泊
数

 

１
人
当
た
り
平
均
訪
問
地
点
数
（
「
観
光
地
点
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）」
を
「
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）」

で
除
し
た
も
の
）
は
、
１
．
５
地
点
（
±
０
．
０
地
点
）
で
、
四
半
期
別
に
見
る
と
、
１
～
３
月
が

 

１
．
５
地
点
（
△
０
．
２
地
点
）
、
４
～
６
月
が
１
．
５
地
点
（
△
０
．
１
地
点
）
、
７
～
９
月
が

 

１
．
４
地
点
（
±
０
．
０
地
点
）
、
１
０
～
１
２
月
が
１
．
５
地
点
（
±
０
．
０
地
点
）
で
あ
っ
た
。

 

ま
た
、
同
一
施
設
に
お
け
る
１
人
当
た
り
平
均
宿
泊
数
（「

宿
泊
客
数
（
延
べ
人
数
）
」
を
「
宿
泊
客
数
（
実

人
数
）
」
で
除
し
た
も
の
）
は
、
１
．
２
泊
（
＋
０
．
１
泊
）
で
、
四
半
期
別
に
見
る
と
、
１
～
３
月
が

 

１
．
１
泊
（
±
０
．
０
泊
）
、
４
～
６
月
が
１
．
３
泊
（
＋
０
．
２
）
、
７
～
９
月
が
１
．
２
泊
（
△
０
．
１

泊
）、

１
０
～
１
２
月
が
１
．
２
泊
（
±
０
．
０
泊
）
で
あ
っ
た
。
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＜
調
査
の
概
要
＞

 

本
調
査
は
、
観
光
庁
が
策
定
し
た
「
観
光
入
込
客
統
計
に
関
す
る
共
通
基
準
」（
平
成
２

5
年

3
月
改
定
）

に
基
づ
き
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 １
．
調
査
期
間

 

平
成
３
１
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
１
２
月
３
１
日
ま
で

 

 

２
．
調
査
対
象
観
光
地
点
等

 

①
観
光
地
点
の
定
義

 

・
非
日
常
利
用
が
多
い
と
判
断
さ
れ
る
地
点
。

 

・
観
光
入
込
客
数
が
適
切
に
把
握
で
き
る
地
点
。

 

・
前
年
の
観
光
入
込
客
数
が
年
間
１
万
人
以
上
、
若
し
く
は
前
年
の
特
定
月
の
観
光
入
込
客
数

が
５
千
人
以
上
で
あ
る
地
点
。

 

 
 

 
②
観
光
地
点
等
の
分
類

 
 

 
 

 
 
観
光
地
点
等
の
分
類
は
以
下
の
区
分
に
よ
る
。

 

■
観
光
地
点

 

 

自
然

 
山
岳
、
高
原
、
湖
沼
、
河
川
、
海
岸
、
海
中
、
島
、
そ
の
他
自

然
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
）

 

歴
史
・
文
化

 
史
跡
、
城
、
神
社
・
仏
閣
、
庭
園
、
歴
史
的
ま
ち
並
み
、
旧
街

道
、
博
物
館
、
美
術
館
、
記
念
・
資
料
館
、
動
・
植
物
園
、
水

族
館
、
産
業
観
光
、
歴
史
的
建
造
物
、
そ
の
他
歴
史

 

温
泉
・
健
康

 
温
泉
地
、
そ
の
他
温
泉
・
健
康

 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
ス
キ
ー
場
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
釣
り
場
、
海
水
浴
場
、
マ
リ
ー
ナ
・
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、

公
園
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
・
遊
園
地
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
そ
の

他
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

 

都
市
型
観
光

 

－
買
物
・
食
等
－

 

商
業
施
設
、
地
区
・
商
店
街
、
食
・
グ
ル
メ
、
そ
の
他
都
市
型

観
光
－
買
物
・
食
等
－
（
農
水
産
品
の
直
売
所
、
物
産
館
等
）

 

道
の
駅
等

 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
観
光
地
点
（
道
の
駅
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
等
）

 

■
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト

 
行
・
祭
事
、
花
見
、
初
詣
、
花
火
大
会
、
郷
土
芸
能
、
地
域
風

俗
、
博
覧
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
映
画
祭
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
国
際
会
議
、
他
に
分
類
さ
れ
な
い
行
祭
事
・

イ
ベ
ン
ト
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３
．
調
査
プ
ロ
セ
ス

 

（
１
）
観
光
地
点
等
入
込
客
数
調
査

 

 
 

 
 
統
計
の
基
礎
と
な
る
観
光
地
点
等
ご
と
の
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
を
把
握
す
る
。

 

（
２
）
観
光
地
点
パ
ラ
メ
ー
タ
調
査

 

 
 

 
 
県
内
の
２
０
観
光
地
点
を
訪
れ
た
観
光
客
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
属
性
別
の
構
成
比
、
平

均
訪
問
地
点
数
、
平
均
消
費
額
単
価
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
算
出
す
る
。

 

（
３
）
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）・

観
光
消
費
額
単
価
・
観
光
消
費
額
の
推
計

 

 
 

 
 
上
記
（
１
）
、（

２
）
及
び
観
光
庁
よ
り
提
供
さ
れ
る
以
下
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
推
計
す
る
。

 

 
 

 
 
・
観
光
目
的
別
・
居
住
地
別
の
宿
泊
観
光
入
込
客
数

 

 
 

 
 
・
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
・
県
外
の
日
帰
り
観
光
入
込
客
数

 

 
 

 
 
・
観
光
目
的
別
・
宿
泊
／
日
帰
り
別
の
訪
日
外
国
人
の
観
光
消
費
額
単
価

 

 
 

 
 
・
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
・
宿
泊
／
日
帰
り
別
、
県
内
／
県
外
別
の
観
光
消
費
額
単
価

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
観
光
／
ビ
ジ
ネ
ス
別
、
県
内
／
県
外
別
実
家
・
キ
ャ
ン
プ
場
等
利
用
補
正
係
数
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都道府県等名 静岡県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

工業団地の生産等がもたらす経済波及効

果 

令３.２ 有 静岡県企業局地域整備課 平成 27年静岡県産業連関

表 

静岡県企業局が造成した工業団地「富士山麓フロンティ

アパーク小山」における生産等が、静岡県内に及ぼす経

済波及効果を推計。                    

・工場建設等（含む土地造成） 

  経済波及効果 400 億円   

県税増収効果 6.4億円 

・企業の操業          

  経済波及効果 220 億円/年  

県税増収効果 3.1億円/年 

 

2 

 

 

富士山静岡空港の県内経済波及効果(令

和元年度分) 

 

令３.３ 有 静岡県スポーツ・文化観光部

空港管理課 

平成 27年静岡県産業連関

表 

平成 31年４月～令和２年３月までの富士山静岡空港の利

用に伴う経済波及効果を推計。 

・経済波及効果 374.3 億円 

・雇用創出効果 2,683 人 

・税収効果   24億 8千万円 
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都道府県等名 三重県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

Ⅰ 

 

 

みえメディカルバレープロジェクト経済効果

（平成 24年度から令和元年度までの実績

分）再算定 

（非公表） 無 三重県医療保健部ライフイノ

ベーション課 

三重県戦略企画部統計課 

 

平成 23年三重県内外 2地

域間産業連関表（39部門） 

「みえメディカルバレープロジェクト」について外部機関に委

託して算定した平成 14年度から平成 23年度までの経済波

及効果を受けて、それ以降の平成 24年度から令和元年度の

8年間の取組みにおける経済波及効果について、「医薬品」

の製造品出荷額などの直近における関連統計データの実績

値を受けて再算定をしたもの 

内部検討資料とし

てのみ作成 

 

 

（作成年月） 

令和 2年 9月 

2 

 

 

「三重とこわか国体・三重とこわか大

会」の志摩市会場開催分における経済波

及効果再算定 

 

 

 

（非公表） 無 志摩市教育委員会 国体推

進室 

三重県戦略企画部統計課 

平成 27年三重県産業連関

表（42部門） 

令和 3年 9月、10月に行われる「三重とこわか国体・三

重とこわか大会」の志摩市会場開催分における建設投資

額、大会参加者やスタッフ等による観光消費額、運営費

用がもたらす経済波及効果についての分析で、令和 2年

3月に行った同分析を直近データに基づき再算定したも

の。 

内部検討資料とし

てのみ作成 

 

（作成年月） 

令和 3年 2月 
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都道府県等名 滋賀県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

彦根市観光に関する経済効果測定調査 令２.4 

 

有 

 

滋賀大学 産学公連携推進

機構（彦根市委託） 

 

平成 23年滋賀県産業連関

表（13部門表および 108部

門表） 

令和元年の彦根市周辺の観光消費における経済波及効果

および雇用創出効果の試算 

 

・波及効果 29,600百万円 

 

・雇用効果 1,273人 

彦根市ホームペー

ジ 2019 年「彦根

観光に関する経済

効果測定調査報告

書」に掲載 
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都道府県等名 大阪府  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

「大阪・光の饗宴 2020」による経済波及

効果 

令３年２月 22

日 

有 大阪・光の饗宴実行委員会 平成 23年大阪府産業連関

表 

＊「大阪・光の饗宴 2020」の経済波及効果を試算 

 経済波及効果：約 630億円 

委託調査 
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2
0

2
1年

2⽉
2

2⽇
ペ
ー
ジ
番
号
︓

5
2

8
5

2
6

「⼤
阪
・光
の
饗
宴

2
0

2
0」の

実
施
結
果
に
つ
い
て

「⼤
阪
・光

の
饗
宴

2020」の
実
施
結

果
に
つ
い
て

⼤
阪
・光
の
饗
宴
実
⾏
委
員
会
は
、
令
和

2年
1

1⽉
3⽇
（
⽕
曜
⽇
・祝
⽇
）
か
ら
令
和

3年
1⽉

3
1⽇
（
⽇
曜
⽇
）
ま
で
実
施
し
た
「⼤
阪
・光
の
饗
宴

2
0

2
0」の

来
場
者
数
及
び
経
済
波
及
効
果
等
を
とりま

とめ
ま
し
た
の
で
発
表
し
ま
す
。

 

 
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
、
皆
さ
ん
が
明
る
く元

気
に
な
る
よ
う願
い
を
込
め
て

“希
望
の
光

”を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し

た
。

約
1

,2
1

1万
⼈

（
令
和

2年
1

1⽉
3⽇
（
⽕
曜
⽇
・祝
⽇
）
か
ら
令
和

3年
1⽉

3
1⽇
（
⽇
曜
⽇
）
ま
で
の
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
エ
リア

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
来
場
者
の
延

べ
⼈
数
）

内
訳
は
次
の
とお
りで
す
。

（
注
）
来
場
者
数
は
、
千
の
位
を
四

捨
五

⼊
し
て
い
る
た
め
内

訳
の
計
と合

計
が
⼀

致
し
な
い
場

合
が
あ
りま
す
。

(1) コア
プ
ロ
グ
ラ
ム
来
場
者
数

•
御

堂
筋
イ
ル
ミネ
ー
シ
ョン

2
0

2
0 

約
3

4
7万

⼈

•
O

S
A

K
A
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス

2
0

2
0 

約
5

2万
⼈

(2) エ
リア

プ
ロ
グ
ラ
ム
来
場
者
数

全
体

合
計
数

 
約

8
1

2万
⼈

⼤
阪

府
内

各
所
で
開

催
さ
れ
た
、

1
4団

体
1

6の
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
来
場
者
数

（
注
）

1
6の
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

催
期

間
の
うち
、
令
和

2年
1

1⽉
3⽇
（
⽕
曜
⽇
・祝
⽇
）
か
ら
令
和

3年
1⽉

3
1⽇
（
⽇
曜
⽇
）
ま
で
に
お
け
る
来
場
者
数

を
合

計
し
た
も
の
で
す
。

約
6

3
0億

円

（
令
和

2年
1

1⽉
3⽇
（
⽕
曜
⽇
・祝
⽇
）
か
ら
令
和

3年
1⽉

3
1⽇
（
⽇
曜
⽇
）
ま
で
の
、
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
エ
リア

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
対

象
に
、
⼤
阪

府
産

業

連
関
表
（

注
）
を
も
とに

算
出
し
た
経
済
波
及
効
果
（

⺠
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
委

託
し
算

出
）
）

（
注
）
⼤
阪

府
産

業
連

関
表
とは
、
⼤
阪

府
経
済
を
構

成
す
る
各

産
業
が
、
域

内
・域

外
の
産

業
と相

互
に
関

連
し
な
が
ら
⽣

産
し
た
財
・サ
ー
ビ
ス
の
相

互
関

係

を
商

品
×商

品
の
マ
ト
リック

ス
形
式
で
表
し
た
も
の
で
す
。

 
⼤
阪
・光
の
饗
宴

2
0

2
0の

期
間
中
、
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
来
場
者
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
結
果
を
とりま

とめ
ま
し
た
（
別
添
）
。

 
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
、

約
8割
の
⽅
が
「⼤
変
良
か
った
」「良

か
った
」と回

答
さ
れ
ま
し
た
。

（
注
）
来
場
者
数
は
、
通
⾏
量
調
査
を
も
とに

算
出
し
た
も
の
で
す
。

⼤
阪

・光
の

饗
宴

2020 ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果

ト
ップ
ペ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
・観
光

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

1．
⼤
阪
・光

の
饗
宴

2020来
場
者
数

2．
⼤
阪
・光

の
饗
宴

2020 経
済
波
及
効

果

3．
そ
の
他

Page 1 of 2
大
阪
市
：
「
大
阪
・
光
の
饗
宴

2020
」
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

 （
…

>
イ
ベ
ン
ト>
イ
ベ
ン
ト
の
お
知

...

2021/08/06
file:///C:/U

sers/IkebeY
/A

ppD
ata/Local/Tem

p/85FTPA
H

Q
.htm
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⼤
阪

・光
の

饗
宴

2020 
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果
(P

D
F形

式
, 710.42K

B
)

C
C
（

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
）

ラ
イ
セ
ン
ス

に
お
け
る

C
C

-B
Y

4.0
で
提

供
い
た
し
ま
す
。

A
dobe A

crobat R
eader DCの

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（

無
償
）

P
D

Fファイル
を閲
覧
で
きな
い
場
合
に
は
、

A
d
o
b
e
 社
の
サ
イトか

ら
 A

d
o
b
e
 A

c
ro

b
a
t R

e
a
d
e
r D

C
 をダウンロー

ド（
無
償
）
して

くだ
さい
。

（
参

考
）

⼤
阪

・光
の

饗
宴

2020 開
催

概
要

⼤
阪

・光
の

饗
宴

2020 
開

催
概

要
(P

D
F形

式
, 124.29K

B
)

C
C
（

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
）

ラ
イ
セ
ン
ス

に
お
け
る

C
C

-B
Y

4.0
で
提

供
い
た
し
ま
す
。

A
dobe A

crobat R
eader DCの

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（

無
償
）

P
D

Fファイル
を閲
覧
で
きな
い
場
合
に
は
、

A
d
o
b
e
 社
の
サ
イトか

ら
 A

d
o
b
e
 A

c
ro

b
a
t R

e
a
d
e
r D

C
 をダウンロー

ド（
無
償
）
して

くだ
さい
。

•
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
︓

御
堂

筋
イ
ル
ミネ
ー
シ
ョン

2
0

2
0に

関
す
る
こ
と

公
益

財
団
法

⼈
⼤
阪
観
光
局

 
マ
ー
ケ
テ
ィン

グ
事

業
部

 
御

堂
筋
イ
ル
ミネ
ー
シ
ョン
担
当

電
話
番
号
︓

0
6

-6
2

8
2

-5
9

1
0

•
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
︓

O
S

A
K

A
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス

2
0

2
0に

関
す
る
こ
と

⼤
阪
市
経
済
戦
略
局

 
観
光
部
観
光
課

 
ま
ち
魅
⼒
担
当

電
話
番
号
︓

0
6

-6
4

6
9

-5
1

6
6

•
エ
リア

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
こ
と

⼤
阪

府
府

⺠
⽂
化
部

 
都
市
魅
⼒
創
造
局
魅
⼒
づ
くり推

進
課

 
魅
⼒
推
進
・ミュ

ー
ジ
ア
ム
グ
ル
ー
プ

電
話
番
号
︓

0
6

-6
2

1
0

-9
3

0
4

S
N

S
リン

ク
は
別
ウ
ィン
ド
ウ
で
開
き
ま
す

この
ペ
ー
ジ
の
作

成
者
・問

合
せ
先

⼤
阪
市

 経
済
戦
略
局
観
光
部
観
光
課
ま
ち
魅
⼒
担
当

住
所
︓
〒

5
5

3
-0

0
0

5
 ⼤
阪
市
福
島
区
野
⽥

1－
1－

8
6 
中
央
卸
売
市
場
本
場

業
務
管
理
棟

1
2階

電
話
︓

0
6

-6
4

6
9

-5
1

6
6

フ
ァ
ッ
ク
ス
︓

0
6

-6
4

6
9

-3
8

9
6

メ
ー
ル
送
信

フ
ォ
ー
ム

C
o

p
y

rig
h

t (C
) C

ity
 o

f O
s

a
k

a
 A

ll rig
h

ts
 re

s
e

rv
e

d
.

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
問
合
せ
先

Page 2 of 2
大
阪
市
：
「
大
阪
・
光
の
饗
宴

2020
」
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

 （
…

>
イ
ベ
ン
ト>
イ
ベ
ン
ト
の
お
知

...

2021/08/06
file:///C:/U

sers/IkebeY
/A

ppD
ata/Local/Tem

p/85FTPA
H

Q
.htm

- 75 -

file:///C:/Users/IkebeY/AppData/Local/Temp/85FTPAHQ.htm


                 

都道府県等名 兵庫県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発
表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

令和元年度尼崎市グリーンニューディール

事業の経済波及効果 

令２.８ 無 兵庫県立大学地域経済指標

研究会（兵庫県、尼崎市、兵

庫県立大学） 

平成 27 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

平成 23 年尼崎市産業連関

表（40 部門）※ 

※兵庫県立大学地域経済

指標研究会推計 

令和元年度グリーンニューディール事業の経済波及効果 

兵庫県内  生産誘発額    4.9 億円 

        付加価値誘発額  2.1 億円 

        雇用創出効果  21 人 

尼崎市内  生産誘発額    4.0 億円 

        付加価値誘発額  1.5 億円 

        雇用創出効果  16 人 

 

2 

 

 

観光による兵庫県内の経済波及効果 令２.９ 有 兵庫県産業労働部観光企画

課 

平成 27 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

令和元年度観光消費の兵庫県内の経済波及効果 

 生産誘発額  1 兆 9,326 億円(1.47 倍） 

 付加価値誘発額 1 兆 622 億円(R1 年度県 GDP 比 5.0％） 

 雇用創出効果 218 千人 

兵庫県観光動態調

査(R2.9.20 公表） 

3 

 

 

尼崎市内スポーツ施設建設及び運営の経

済波及効果 

令３.２ 無 兵庫県立大学地域経済指標

研究会（兵庫県、尼崎市、兵

庫県立大学） 

平成 27 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

平成 23 年尼崎市産業連関

表（40 部門）※ 

※兵庫県立大学地域経済

指標研究会推計  

  

尼崎市内スポーツ施設建設及び運営の経済波及効果 

①建設：生産誘発額 101.9 億円、付加価値誘発額 50.9 億円 

     就業者誘発数 765 人、税収効果 9.9 億円 

②運営：生産誘発額 22.7 億円、付加価値誘発額 15.6 億円 

     就業者誘発数 201 人、税収効果 2.5 億円 

尼崎市内 

①建設：生産誘発額 22.7 億円、付加価値誘発額 13.2 億円 

     就業者誘発数 201 人、税収効果 2.5 億円 

②運営：生産誘発額 14.8 億円、付加価値誘発額 8.7 億円 

     就業者誘発数 156 人、税収効果 1.6 億円  
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都道府県等名 鳥取県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

2019年度 

コンベンション経済波及効果 

令 2年 5月 有 公益財団法人 

とっとりコンベンション 

ビューロー 

平成 17年 

鳥取県産業連関表 

2019年度に鳥取県で開催されたコンベンションにおける 

鳥取県内の経済波及効果を試算 

別添資料あり 
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都道府県等名 島根県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

令和元年島根県観光動態調査 令 2.6.22 有 島根県商工労働部観光振興

課 

 

平成２３年島根県産業連

関表（３９部門表） 

 

令和元年の観光消費における経済波及効果算定に使用 

・経済波及効果 １，６４７億円（1.27倍） 

             ※二次効果まで 
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都道府県等名 広島県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

今後の人口減少等が呉市経済に及ぼす影

響について 

 

令２．１０ 無 呉市産業部観光振興課 2015年呉市産業連関表 

（28部門） 

最初に，今後の人口減少に伴う個人消費と民間住宅投資

の減少額等を推計した上で，これに伴うマイナスの経済

波及効果を算出した。 

続いて，この減少額を補完するために，観光収益を幾ら

獲得すれば良いかを推計した（観光収益によるプラスの

経済波及効果と，上記のマイナスの経済波及効果がほぼ

同額となる金額を算出した）。 

呉市観光振興計画

策定委員会資料 
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家
計
外
消
費
支
出
（
列
）

民
間
消
費
支
出

一
般
政
府
消
費
支
出

（
単
位
：
億
円
）

家
計
消
費
支
出

帰
属
家
賃

帰
属
家
賃
を
除
く

民
間
消
費
支
出

1

項
目

1
1
2

4
,5
6
2

6
7
9

金
額

対
家
計
民
間
非
営
利
団
体
消
費
支
出

3
,8
8
2

4
,6
7
4 4
,6

7
4

 

1
,9

5
3

 

6
4

8
 

2
,2

6
5

 

3
6

7
 

6
8

5
 

民
間
消
費
支
出

移
輸
出
－
移
輸
入

在
庫
純
増

一
般
政
府
消
費
支
出

公
共
投
資

民
間
投
資

（
単
位
：
億
円
）

1
兆

5
9

2
億
円

Ⅰ
今
後
の
人
口
減
少
、
日
本
製
鉄
㈱
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
の
休
止
方
針
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

本
稿

で
は

、
20

1
5年

（
暦
年
）
呉
市
産
業
連

関
表

※
等

を
用
い

て
、
①

今
後
の

人
口
減

少
、
②

日
本
製

鉄
㈱

瀬
戸

内
製
鉄

所
呉
地
区

の
休
止
方

針
、
③
新

型
コ

ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に
よ

る
市
内
総

生
産

の
減

少
額
を

推
計

し
ま
す

。

※
環

境
省

の
事

業
と
し

て
全

国
の

市
町

村
の

産
業

連
関

表
を

㈱
価
値
総
合
研
究
所
が
提
供
し
て
い
る
も
の
で
、
内
閣
府
の
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
も

そ
の

概
要

が
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

１
．
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う
市
内
総
生
産
の
減
少
額
の
推
計

（１
）推

計
方
法
の
概
要

呉
市

観
光

振
興
基
本
計
画
の
対
象
期
間
（

2022
～

2026年
度

）
に
お

け
る
人

口
減
少
に

よ
り

、
個

人
消
費

と
民

間
住
宅

投
資
が
ど

の
程
度
減

少
す
る
の

か
を

推
計
し
、

市
内

総
生

産
へ
の

影
響
を
算

出
し

ま
す

。

そ
の

際
、
『

も
し
呉
市
の
人
口
（

201
5
年
時
点

）
が
０
人

に
な

っ
た

場
合
に

は
、
個
人

消
費

も
民

間
住
宅

投
資

も
０
円

に
な
る
』

と
い
う
前
提
の
も
と
で
、

市
民
の
年

齢
構

成
も

考
慮
し

て
人
口
１

人
当

た
り

の
個
人

消
費

額
と
住

宅
投
資
額

を
推
計
し

、
市
内
総

生
産

が
ど
の
程

度
減

少
す

る
の
か

を
推
計
し

ま
す

。

（
２
）
個
人
消
費
の
減
少
額
の
推
計

呉
市

産
業

連
関
表
に
よ
る
と
、

2
0
15年

（
暦
年

）
の
市
内

総
生

産
は

1兆
592

億
円
で
あ

り
、

そ
の

う
ち

「
民

間
消
費

支
出
」
は
4,6

74
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

民
間

消
費

支
出
の
中
に
は
、
下
表
の
よ
う
に
、

家
計
に
さ

ま
ざ

ま
な

サ
ー
ビ

ス
を
提
供

し
て

い
る

私
立
学

校

や
宗

教
・
政

治
団
体
等

に
よ
る
支

出
で
あ
る

「
対

家
計
民
間

非
営

利
団

体
消
費

支
出
」
が

含
ま

れ
て

い
ま
す

の

で
、

こ
の
金

額
（
1
1
2億

円
）
を
推
計
し
て
控
除

す
る
と
、

家
計

に
よ

る
支
出

で
あ
る
「

家
計

消
費

支
出
」

が

4
,5
6
2
億
円

と
推
計
さ
れ
ま
す
。

ま
た

、
「

家
計
消
費
支
出
」
の
中
に
は
、
持
ち

家
の
所
有

者
が

自
身

の
住
宅

に
住
ん
で

い
る

便
益

を
金
額

で

評
価

し
た
「

帰
属
家
賃

」
が
含
ま

れ
て
い
ま

す
の

で
、
こ
の

金
額

（
679

億
円

）
を
推
計

し
て

控
除

し
た
「

帰

属
家

賃
を
除

く
家
計
消

費
支
出
」

で
あ
る
3,8

82
億

円
を
、

本
稿

の
推

計
対
象

で
あ
る
「

個
人

消
費

」
と
し

ま

す
。

図
表
１

呉
市
産
業
連
関
表
か
ら
把
握
で
き
る
市
内
総
生
産
（
2015暦

年
）

図
表
２

呉
市
に
お
け
る
民
間
消
費
支
出
の
内
訳
（
2015暦

年
）

資
料
４
-
１
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2

上
表

の
よ

う
に
、
家
計
調
査
を
も
と
に
作
成
し

た
個
人
消

費
の

デ
ー

タ
は
、

世
帯
主
の

年
齢

別
に

集
計
さ

れ
て

い
ま
す

の
で
、
こ

れ
に
対
応

す
る
呉
市

の
人

口
の
推
計

値
も

、
下

表
の
よ

う
に
世
帯

主
年

齢
別

に
算
出

し
ま

す
。

2
0
15

年
の

家
計
調
査
（
全
国
）
の
支
出
品
目
を

産
業
連
関

表
の

産
業

部
門
に

組
み
替
え

て
、

呉
市

の
世
帯

主
年

齢
別

※
の

１
人
当
た
り
年
間
消
費
支
出
を
推
計

し
た

も
の
が

下
表
で

す
。
こ

の
表
で

は
、
2015

年
時

点
の

呉
市

の
人
口

が
０
人
に

な
っ
た
場

合
、
個
人

消
費

（
3,882

億
円

）
も

０
円
に

な
る
よ
う

に
調

整
し

て
あ
り

ま

す
。

※
例
え
ば

、
世
帯

主
の

年
齢

が
5
0
歳

代
の

場
合

、
そ
の
世

帯
に
は

1
0歳

代
、

2
0歳

代
、

30
歳
代
と

い
っ
た

異
な
る

年
齢

の
家
族

が
含
ま

れ
て

い
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

図
表
３

呉
市
に
お
け
る
世
帯
主
年
齢
別
の
１
人
当
た
り
年
間
個
人
消
費
額
（
2015年

）

図
表
４

呉
市
に
お
け
る
世
帯
主
年
齢
別
の
人
口
の
見
通
し

（
単
位
：
円
）
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2
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2
0

2
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2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
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2
0

2
6

2
0

2
7

億
円

年

前
ペ

ー
ジ

の
世
帯
主
年
齢
別
に
算
出
し
た

1人
当

た
り
個

人
消

費
と

人
口
を

掛
け
合
わ

せ
る

こ
と

に
よ
り

、

呉
市

の
個
人

消
費
を
推
計
す
る
と
、
下
図
の
と
お

り
と
な
り

ま
し

た
。

計
画
対

象
期
間
（

2022
～
2026

年
）

に
お

け
る
個

人
消
費
は
、
人
口
減
少
と
年
齢
構
成

の
変
化
に

伴
い

、
3,564億

円
か
ら
3,390

億
円
へ

と
減
少

す
る

こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

上
図

の
推

計
結
果
か
ら
毎
年
の
減
少
額
を
算
出

す
る
と
、

今
後

、
個

人
消
費

は
毎
年
40

～
45億

円
程

度
減

少
す

る
見
通

し
と
な
り
ま
す
。
計
画
対
象
期
間
（

2022～
2026

年
）
に

お
け
る

個
人
消
費

の
減

少
額

は
、
累

計
で

216億
円

と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
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年

図
表
５

呉
市
に
お
け
る
個
人
消
費
の
見
通
し
（
暦
年
ベ
ー
ス
）

図
表
６

呉
市
に
お
け
る
個
人
消
費
の
年
間
減
少
額
（
暦
年
ベ
ー
ス
）
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2
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2
0
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2
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2
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2
0

2
7

億
円

年

前
ペ

ー
ジ

で
推
計
し
た
個
人
消
費
の
金
額
を

、
呉
市

産
業
連

関
表
に

投
入
し

て
経
済

波
及
効

果
※
を
算

出
す

る
と

、
下
図

の
よ
う
に
推
計
さ
れ
ま
し
た
。
計
画

対
象
期
間

（
2022～

2026年
）

を
み
る

と
、

個
人

消
費
に

よ
る

経
済
波

及
効
果
は
、
人
口
減
少
と
年
齢
構
成

の
変
化
に

伴
い

、
1,691億

円
か
ら

1,618
億

円
へ

と
減
少

す
る

こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

※
間
接
２
次
効
果
（
個
人
消
費
の
発
生
等
に
よ
り
、
そ
の

需
要
を
獲
得
し
た
事
業
所
の
従
業
員
が
賃
金
を
得
て
、
呉
市
内
で
消
費

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
る
効
果
）
は
、
個
人
消
費
と
民

間
住
宅
投
資
に
つ
い
て
は
推
計
に
含
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
含
め
る
と
、

も
し
呉
市
民
が
０
人
と
な
っ
た
場
合
を
仮
定
す
る
と
、

呉
市
の
個
人
消
費
が
０
円
と
な
っ
た
う
え
に
、
間
接
２
次
効
果
に
よ
る

消
費
の
さ
ら
な
る
下
押
し
効
果
が
発
生
し
、
個
人
消
費

が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
た
め
で
す
。

図
表
７

呉
市
に
お
け
る
個
人
消
費
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
（
暦
年
ベ
ー
ス
）
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上
図

の
経

済
波
及
効
果
に
つ
い
て
毎
年
の
減
少

額
を
算
出

す
る

と
、

個
人
消

費
に
よ
る

経
済

波
及

効
果
は

毎
年

2
0億

円
程

度
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
計

画
対
象
期

間
（

2022
～

2026
年

）
に
お

け
る

経
済

波
及
効

果
の

累
計
の

減
少
額
は
9
1億

円
に
な
る
と
推
計
さ

れ
ま
し
た

。

図
表
８

呉
市
に
お
け
る
個
人
消
費
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
年
間
減
少
額
（
暦
年
ベ
ー
ス
）
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総
数

（
資
料
）
総
務
省
「
国
勢
調
査
」
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
将
来
推
計
人
口
・
世
帯
数
」
、
呉
市
「
住
民
基
本
台
帳
人
口
」
等
よ
り
作
成

5

（
資

料
）

国
土

交
通

省
住

宅
局

「
平
成

30
年
度
住

宅
市
場

動
向
調

査
」

（
３
）
民
間
住
宅
投
資
の
減
少
額
の
推
計

こ
こ

か
ら

は
、
人
口
減
少
に
伴
う
民
間
住
宅
投

資
の
減
少

額
を

推
計

し
ま
す

。

広
島

県
の

「
県
民
経
済
計
算
」
に
よ
る
と
、
2015

年
（
暦

年
）

の
広

島
県
全

体
の
住
宅

投
資

は
2,962億

円
と

算
出
さ

れ
ま
す
。
同
年
に
お
け
る
新
設
住
宅

着
工
戸
数

は
、

広
島

県
が
16,289戸

、
呉

市
が
899

戸
で

す
の

で
、
こ

の
比
率
で
按
分
す
る
と
、
呉
市
の
民

間
住
宅
投

資
は

164
億

円
と

推
計
さ
れ

ま
す

。

新
設

住
宅

の
構
造
・
建
て
方
・
利
用
関
係
別
に

、
呉
市
の

戸
数

と
広

島
県
平

均
の
１
戸

当
た

り
単

価
を
掛

け
合

わ
せ
る

と
、
合
計
額
は
1
5
6.3億

円
と
な
り

ま
し
た
。

図
表

９
の

「
木
造
・
一
戸
建
・
持
家
」
を
図
表

10の
「
注

文
住

宅
」

と
結
び

つ
け
る
な

ど
、

こ
れ

ら
２
つ

の
図

表
を
関

連
付
け
て
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

図
表
11に

記
載

し
た

呉
市
に

お
け
る
世

帯
主

年
齢

別
の
数

値
を

算
出
し

ま
す
。

図
表
９

呉
市
の
新
設
住
宅
戸
数
等
（
2015年

）

図
表
10

世
帯
主
年
齢
別
の
住
宅
の
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
（
2018年

、
全
国
）

図
表
11

世
帯
主
年
齢
別
の
住
宅
投
資
、
世
帯
数
、
１
世
帯
当
た
り
投
資
額
（
2015年

、
呉
市
）

呉
市
新
設
住
宅

広
島

県
単

価
金

額
構

造
建

て
方

利
用

関
係

（
戸

）
（

万
円

）
（

億
円

）
木

造
一

戸
建

持
家

2
6
9

2
,
1
4
8

5
7
.
8

木
造

一
戸

建
貸

家
7

1
,
3
7
7

1
.
0

木
造

一
戸

建
分

譲
住

宅
2
1
4

1
,
4
5
5

3
1
.
1

木
造

長
屋

建
貸

家
7
5

8
2
9

6
.
2

木
造

長
屋

建
分

譲
住

宅
4

4
0
0

0
.
2

木
造

共
同

住
宅

貸
家

1
0

5
7
2

0
.
6

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
一

戸
建

持
家

1
3
,
3
4
2

0
.
3

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
共

同
住

宅
貸

家
6
9

1
,
0
0
6

6
.
9

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
共

同
住

宅
給

与
住

宅
1

0
0
.
0

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
共

同
住

宅
分

譲
住

宅
7
0

1
,
8
0
3

1
2
.
6

鉄
骨

造
一

戸
建

持
家

8
6

2
,
9
8
9

2
5
.
7

鉄
骨

造
一

戸
建

貸
家

2
2
,
9
2
9

0
.
6

鉄
骨

造
一

戸
建

分
譲

住
宅

2
5

2
,
4
9
6

6
.
2

鉄
骨

造
長

屋
建

貸
家

4
2

1
,
0
5
5

4
.
4

鉄
骨

造
共

同
住

宅
貸

家
2
4

1
,
0
6
4

2
.
6

合
計

8
9
9

1
5
6
.
3

（
資

料
）

国
土

交
通

省
「

住
宅

着
工

統
計

」

区
分
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2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

2
0
2
3

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

6

前
ペ

ー
ジ

の
世
帯
主
年
齢
別
の
１
世
帯
当
た
り

投
資
額
と

世
帯

数
（

世
帯
主

数
）
を
掛

け
合

わ
せ

て
民
間

住
宅

投
資
を

推
計
す
る

と
下
図
の

と
お
り
と

な
り

ま
し
た
。

計
画

対
象

期
間
（
2022～

2026
年

度
）

に
お
い

て
民

間
住
宅

投
資
の
減

少
額
は
毎

年
2億

円
程
度
と

な
り
、

5
年

間
の

累
計
で

10
億
円
と

な
る

見
通

し
で
す

。

図
表
1
2

呉
市
に
お
け
る
民
間
住
宅
投
資
の
推
計
（
暦
年
ベ
ー
ス
）

図
表
1
3

呉
市
に
お
け
る
民
間
住
宅
投
資
の
減
少
額
の
推
計
（
暦
年
ベ
ー
ス
）

5
2

.9
 

5
2

.6
 

5
1

.9
 

5
1

.2
 

5
0

.4
 

4
9

.8
 

4
9

.2
 

4
8

.5
 

4
7

.9
 

4
7

.2
 

4
6

.6
 

4
6

.0
 

4
5

.5
 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

2
0

1
5

2
0

1
6

2
0

1
7

2
0

1
8

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1

2
0

2
2

2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
5

2
0

2
6

2
0

2
7

億
円

年

上
記

の
民

間
住
宅
投
資
を
呉
市
産
業
連
関

表
に

投
入
し
て

経
済

波
及

効
果
を

算
出
す
る

と
、

下
図

の
よ
う

に
推

計
さ
れ

ま
し
た
。
計
画
対
象
期
間
（

2
022～

2026年
度

）
中

の
経

済
波
及

効
果
の
減

少
額

は
、

累
計
で

3
.
2億

円
と

な
り
ま
し
た
。

図
表
1
4

呉
市
に
お
け
る
民
間
住
宅
投
資
の
経
済
波
及
効
果
の
推
計
（
暦
年
ベ
ー
ス
）

図
表
1
5

呉
市
に
お
け
る
民
間
住
宅
投
資
の
経
済
波
及
効
果
の
減
少
額
の
推
計
（
暦
年
ベ
ー
ス
）

1
6

4
 

1
6

3
 

1
6

0
 

1
5

8
 

1
5

6
 

1
5

4
 

1
5

2
 

1
5

0
 

1
4

8
 

1
4

6
 

1
4

4
 

1
4

2
 

1
4

0
 

0

5
0

1
0

0

1
5

0

2
0

0

2
0

1
5

2
0

1
6

2
0

1
7

2
0

1
8

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1

2
0

2
2

2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
5

2
0

2
6

2
0

2
7

億
円

年

-0
.9

 

-2
.4

 
-2

.1
 

-2
.3

 
-1

.9
 

-2
.0

 
-2

.0
 

-2
.1

 
-2

.1
 

-2
.1

 
-1

.7
 

-1
.7

 

-5 -4 -3 -2 -1 0

2
0

1
6

2
0

1
7

2
0

1
8

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1

2
0

2
2

2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
5

2
0

2
6

2
0

2
7

億
円

年

-0
.3

 

-0
.8

 
-0

.7
 

-0
.7

 
-0

.6
 

-0
.6

 
-0

.7
 

-0
.7

 
-0

.7
 

-0
.7

 
-0

.6
 

-0
.6

 

-2
.0

-1
.5

-1
.0

-0
.5

0
.0

2
0

1
6

2
0

1
7

2
0

1
8

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1

2
0

2
2

2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
5

2
0

2
6

2
0

2
7

億
円

年

-
0
.6

-
0
.6
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7

（
４
）
個
人
消
費
と
民
間
住
宅
投
資
の
ま
と
め

こ
れ

ま
で

に
説
明
し
て
き
た
個
人
消
費
と
民
間

住
宅
投
資

の
推

計
結

果
を
合

計
す
る
と

、
以

下
の

と
お
り
と

な
り

ま
し
た

。

図
表
1
6

呉
市
に
お
け
る
個
人
消
費
と
民
間
住
宅
投
資
の
推
計
額
（
暦
年
ベ
ー
ス
）

図
表
1
7

呉
市
に
お
け
る
個
人
消
費
と
民
間
住
宅
投
資
の
減
少
額
（
暦
年
ベ
ー
ス
）

4
,0

4
6

 
4

,0
1

2
 

3
,9

5
8

 
3

,9
0

6
 

3
,8

4
9

 
3

,8
0

3
 

3
,7

5
8

 
3

,7
1

4
 

3
,6

6
9

 
3

,6
2

4
 

3
,5

8
0

 
3

,5
3

2
 

3
,4

8
5

 

0
.0

1
,0

0
0

.0

2
,0

0
0

.0

3
,0

0
0

.0

4
,0

0
0

.0

5
,0

0
0

.0

2
0

1
5

2
0

1
6

2
0

1
7

2
0

1
8

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1

2
0

2
2

2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
5

2
0

2
6

2
0

2
7

億
円

年

-3
4

.3
 

-5
4

.0
 

-5
1

.9
 

-5
6

.9
 

-4
5

.7
 

-4
4

.7
 

-4
4

.7
 

-4
4

.7
 

-4
4

.7
 

-4
4

.7
 

-4
7

.3
 

-4
7

.3
 

-7
0

-6
0

-5
0

-4
0

-3
0

-2
0

-1
0 0

2
0

1
6

2
0

1
7

2
0

1
8

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1

2
0

2
2

2
0

2
3

2
0

2
4

2
0

2
5

2
0

2
6

2
0

2
7

億
円

年

上
記

金
額

の
毎
年
の
減
少
額
を
算
出
す
る
と
、

40
～
50億

円
程

度
と

推
計
さ

れ
ま
し
た

。
計

画
対

象
期
間

（
2
02
2
～
20
26年

）
に
お
け
る
累
計
減
少
額
は
226

億
円
に

な
る

見
通

し
で
す

。
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8

２
．
日
本
製
鉄
㈱
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
の
休
止
方
針
に
よ
る
個
人
消
費
の
減
少
額
の
推
計

日
本

製
鉄

㈱
で
は
、
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
（

以
下
、
本

件
製

鉄
所

）
を
2023

年
度
に

休
止

方
針

を
表
明

し
て

い
ま
す

。
202

1
年
9月

に
は
高
炉
の
休
止
も
予

定
さ
れ

て
い

ま
す

の
で
、

同
製
鉄
所

の
生

産
額

は
2023

年

度
に

向
け
て

段
階
的
に
減
少
し
て
い
く
と
み
ら
れ

ま
す
が
、

こ
こ

で
は

2023年
度

の
１
年

間
だ

け
で

生
産
が

停
止

す
る
と

仮
定
し
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
呉

市
産
業
連

関
表

を
用

い
て
推

計
し
ま
す

。

（
１
）
呉
市
観
光
振
興
基
本
計
画
で
活
用
す
る
推
計
結
果
の
範
囲

本
件

製
鉄

所
が
休
止
す
る
と
、
本
件
製
鉄
所
自

身
の
生
産

が
無

く
な

る
と
と

も
に
、
協

力
会

社
の

生
産
も

減
少

し
ま
す

。
こ
の
結
果
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の

賃
金
が
減

少
し

、
呉

市
内
に

投
下
さ
れ

る
個

人
消

費
も
減

少
し

ま
す
。

呉
市

観
光

振
興
基
本
計
画
で
は
、
数
値
目
標
を

設
定
す
る

に
際

し
、

本
件
製

鉄
所
の
休

止
方

針
に

よ
る
影

響
の

う
ち
、

観
光
関
連
産
業
へ
の
影
響
が
大
き
い

上
述
の
「

呉
市

内
に

投
下
さ

れ
る
個
人

消
費

」
の

減
少
額

に
絞

っ
て
、

推
計
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

（
２
）
経
済
波
及
効
果
の
推
計

本
件

製
鉄

所
の
出
荷
額
を
も
と
に
「
呉
市
内
に

投
下
さ
れ

る
個

人
消

費
」
を

算
出
す
る

と
、

103
億

円
と

推

計
さ

れ
ま
し

た
。
こ
の
個
人
消
費
に
よ
る
経
済
波

及
効
果
を

推
計

す
る

と
118

億
円
と
な

る
見

通
し

で
す
。

図
表
18

日
本
製
鉄
㈱
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
の
休
止
方
針
に
よ
る
影
響

（
経
済
波

及
効
果

の
推

計
範

囲
）

本
稿
に

記
載

す
る

金
額

は
「

呉
市

内
に

投
下

さ
れ
る
個

人
消
費

」
の
減

少
額
と

、
そ
れ

に
よ
る

経
済
波

及
効
果

の
み
と
い

た
し
ま

す
が

、
こ

の
推

計
は

、
①

本
件

製
鉄
所

の
生
産

額
、
②

協
力
企

業
等
へ

の
発
注

に
よ
る

波
及
効

果
、
③
呉

市
内
に

投
下

さ
れ

る
個

人
消

費
の

減
少

額
の
順

で
行
い

ま
す
。

そ
の

際
、

以
下

の
影

響
は

推
計

に
含

み
ま

せ
ん
。

・
日
本

製
鉄

㈱
瀬

戸
内

製
鉄

所
呉

地
区

以
外

の
呉
市
内

の
鉄
鋼

業
の
生

産
減
（

同
製
鉄

所
の
生

産
減
少

の
影
響

が
地

域
内

循
環

の
中

で
、

同
製

鉄
所

の
受

注
減
少
と

し
て
再

度
計
上

さ
れ
、

ゼ
ロ
に

な
っ
た

は
ず
の

本
件

製
鉄

所
の

生
産

額
を

さ
ら

に
減

少
さ

せ
る

〔
マ
イ
ナ

ス
に
な

る
〕
と

い
う
矛

盾
を
防

ぐ
た
め

）

・
同
製

鉄
所

及
び

協
力

会
社

で
の

設
備

投
資

の
停
止

・
同
製

鉄
所

の
販

売
先

の
業

務
の

停
止

（
経

済
波
及
効

果
は
川

上
に
位

置
す
る

発
注
先

の
み
を

推
計
す

る
）
。

・
同
製

鉄
所

の
休

止
方

針
に

伴
う

人
口

減
少

等
に
よ
り

、
市
内

の
経
済

活
動
に

発
生
す

る
２
次

的
な
影

響
。
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度
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2
0
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2
0
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2
0

1
7

呉
市
内
総
生
産
（
左
目
盛
）

国
内
総
生
産
（
右
目
盛
）

億
円

兆
円

年
度

-7
2

0
 3

4
4

 1
7

3
 1

1
0

 
6

8
 

7
3

 
2

8
 

-2
,0

0
0

-1
,5

0
0

-1
,0

0
0

-5
0

0 0

5
0

0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
0

0
7

2
0

1
0

2
0

1
2

2
0

1
4

2
0

1
6

2
0

1
8

2
0

2
0

2
0

2
2

2
0

2
4

2
0

2
7

実
績
値

見
通
し

億
円

年
度

３
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
市
内
総
生
産
の
減
少
額
の
推
計

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
呉
市
の

市
内
総
生

産
の

減
少

額
を
推

計
す
る
こ

と
は

、
現

時
点
で

は

十
分

な
情
報

が
得
ら
れ

ま
せ
ん
の

で
、
こ
こ

で
は

、
日
本
経

済
研

究
セ

ン
タ
ー

に
よ
る
日

本
全

体
の

経
済
予

測
※
に

連
動

し
て

呉
市
の
市
内
総
生
産
が
変
動
す
る
と

仮
定

し
た
場

合
、
ど

の
程
度

の
減
少

が
見
込

ま
れ
る

か
を

試
算

し
ま
す

。
※

2
02
0年

7月
1日

公
表
。
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

2
02
0年

度
中
に
収
束
す
る
前
提
の
シ
ナ
リ
オ
を
使
用
。

呉
市

の
実

質
市
内
総
生
産
額
と
国
内
総
生
産
（

Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

を
比

べ
る

と
、
呉

市
の
市
内

総
生

産
の

方
が
振

れ

幅
が

大
き
い

傾
向
は
み

ら
れ
ま
す

が
、
呉
市

の
全

国
に
占
め

る
シ

ェ
ア

は
2006

～
2017年

度
の

平
均

で

0
.2
04

％
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

上
記

の
よ

う
に
、
呉
市
の
市
内
総
生
産
は
国
内

総
生
産
（

Ｇ
Ｄ

Ｐ
）

の
約
0.204％

で
あ

る
こ
と

か
ら
、

日
本

経
済

研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
国
内
総
生
産

の
予
測

値
を
利

用
し
て

呉
市
の

市
内
総

生
産
を

推
計

※
す

る

と
、

以
下
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

※
広
島
県
の
物
価
上
昇
率
（
デ
フ
レ
ー
タ
）
を
使
用
し
て
実
質
化
し
た
う
え
で
将
来
値
を
推
計
。

呉
市

の
市

内
総
生
産
の
毎
年
の
増
減
額
は
、
下

図
の
と
お

り
と

な
り

ま
す
。

こ
の
う
ち

、
2020年

度
に
は

7
2
0
億

円
程

度
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ

を
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に

よ
る

影
響

額
と
み

な
す

こ
と
と

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

7
20
億
円
を

取
り
戻
す

に
は

5年
間

か
か

る
見
通
し

で
す

。

図
表
1
9

呉
市
の
市
内
総
生
産
と
全
国
の
国
内
総
生
産
（
実
質
ベ
ー
ス
）

図
表
2
0

呉
市
の
市
内
総
生
産
の
見
通
し
（
実
質
ベ
ー
ス
）

図
表
2
1

呉
市
の
市
内
総
生
産
の
増
減
見
通
し
（
実
質
ベ
ー
ス
）
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億
円

年
度

今
後
の
人
口
減
少

製
鉄
所
休
止
方
針

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

４
．
市
内
総
生
産
の
見
通
し
の
ま
と
め

こ
れ

ま
で

に
説
明
し
て
き
た
「
今
後
の
人
口
減

少
」
、
「

日
本

製
鉄

㈱
瀬
戸

内
製
鉄
所

呉
地

区
の

休
止
方

針
」

、
「
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

」
に
よ
る

市
内

総
生
産
の

減
少

額
の

推
計
結

果
を
ま
と

め
る

と
、

以
下
の

と

お
り

と
な
り

ま
す
。

も
し

2
023年

度
に
製
鉄
所
が
休
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た

場
合

、
本

稿
で
推

計
し
た
影

響
に

と
ど

ま
ら
ず

、

基
幹

産
業
で

あ
る
鉄
鋼

業
を
め
ぐ

る
取
引
構

造
が

寸
断
さ
れ

、
再

就
職

先
を
求

め
る
人
た

ち
が

市
外

に
転
居

す

る
と

い
っ
た

影
響
も
考

え
ら
れ
ま

す
が
、
本

推
計

で
は
そ
こ

ま
で

は
補

足
し
て

い
ま
せ
ん

の
で

、
留

意
が
必

要

で
す

。
図
表
22

呉
市
の
市
内
総
生
産
の
増
減
見
通
し
（
実
質
ベ
ー
ス
）

図
表
23

呉
市
の
市
内
総
生
産
の
増
減
見
通
し
（
実
質
ベ
ー
ス
）
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11

移
輸

出
率

を
み
る
と
、
呉
市
の
観
光
関
連
産
業

で
は
、
市

外
か

ら
の

観
光
客

向
け
販
売

等
の

「
宿

泊
・
飲

食
サ

ー
ビ
ス

」
（
呉
市

0
.425

、
3市

平
均

0.
6
47
）

が
3市

平
均

を
下
回

っ
て
い

ま
す
の
で

、
市

外
か

ら
の
誘

客
を

強
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

図
表
2
4

産
業
部
門
別
の
移
輸
入
率

図
表
2
5

産
業
部
門
別
の
移
輸
出
率

Ⅱ
呉
市
産
業
連
関
表
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

１
．
移
輸
入
率
、
移
輸
出
率

呉
市

（
201

5
年
）
、
岐
阜
県
高
山
市
（

20
16年

）
、
松
山

市
（

2012
年

）
、

那
覇
市
（

2015
年
）

の
産
業

連
関

表
に

よ
り
、
市
外
か
ら
の
購
入
割
合
（
≒

市
外
へ

の
仕
事

や
資
金

の
流
出

）
を
表

す
移
輸

入
率
を

比
べ

る
と

、
全
産

業
で
は
呉
市
は
0
.
655

と
、
3市

平
均

0.359を
上

回
っ
て

い
ま
す

。
観
光
関

連
産

業
で

は
「
農

林

漁
業

」
（
呉

市
0.7

8
8
、

3市
平
均

0.
6
39
）
と
「

飲
食
料
品

」
（

呉
市

0.732
、

3市
平
均
0.644)が

3市
平

均

を
上

回
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
実
態
に
応
じ
た

形
で
農
林

水
産

品
の

移
輸
入

を
抑
制
し

、
市

内
産

品
の
購

入
割

合
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
循
環
を
強

化
し
て
い

く
こ

と
が

必
要
で

す
。
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2
6

0
.
6
9
0

0
.
4
7
5

0
.
1
1
3

0
.
2
0
2

建
設

0
.
4
5
8

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

0
.
4
5
8

電
力

・
ガ

ス
・

熱
供

給
0
.
8
3
1

0
.
2
0
4

0
.
0
7
4

0
.
4
8
6

0
.
0
5
3

0
.
6
2
6

水
道

・
廃

棄
物

処
理

0
.
2
0
6

0
.
1
2
4

0
.
2
6
4

0
.
0
7
2

0
.
0
3
6

0
.
0
8
1

商
業

0
.
0
6
9

0
.
3
3
5

0
.
3
5
6

0
.
4
6
4

0
.
1
8
4

-
0
.
2
6
5

金
融

・
保

険
0
.
2
0
7

0
.
2
4
6

0
.
2
2
9

0
.
2
2
5

0
.
2
8
4

-
0
.
0
3
9

不
動

産
0
.
4
2
4

0
.
0
4
3

0
.
0
5
4

0
.
0
3
8

0
.
0
3
8

0
.
3
8
1

運
輸

・
郵

便
0
.
4
2
7

0
.
5
1
3

0
.
3
0
0

0
.
4
4
5

0
.
7
9
5

-
0
.
0
8
7

情
報

通
信

0
.
0
0
0

0
.
3
4
3

0
.
2
5
7

0
.
3
6
1

0
.
4
1
0

-
0
.
3
4
3

公
務

0
.
6
5
2

0
.
1
2
2

0
.
0
0
0

0
.
3
5
3

0
.
0
1
3

0
.
5
3
0

医
療

・
福

祉
0
.
4
9
3

0
.
1
5
3

0
.
1
7
0

0
.
2
8
5

0
.
0
0
4

0
.
3
4
0

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

・
教

育
・

研
究

0
.
3
1
4

0
.
2
7
9

0
.
2
4
8

0
.
3
3
9

0
.
2
5
2

0
.
0
3
5

宿
泊

・
飲

食
サ

ー
ビ

ス
0
.
4
2
5

0
.
6
4
7

0
.
8
5
6

0
.
5
6
1

0
.
5
2
3

-
0
.
2
2
2

そ
の

他
の

 対
個

人
サ

ー
ビ

ス
等

0
.
4
3
1

0
.
2
1
4

0
.
2
3
5

0
.
2
8
5

0
.
1
2
3

0
.
2
1
6

全
産

業
0
.
6
6
6

0
.
3
4
7

0
.
4
0
2

0
.
3
6
1

0
.
2
7
7

0
.
3
1
9

（
注
）
移
輸
出
率
＝
移
輸
出
額
÷
市
内
生
産
額

（
資
料
）
高
山
市
、
松
山
市
、
那
覇
市
の
産
業
連
関
表
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３
．
産
業
間
の
取
引

呉
市

（
2
015

年
）
、

高
山
市
（

201
6年

）
、
松

山
市
（
2012

年
）
、

那
覇
市

（
2015年

）
の

産
業

連
関
表

に
よ

り
、
「

農
林
漁
業
」
の
市
内
生
産
額
を

1
00
％

と
し
た

場
合

の
販

売
先
割

合
を
み
る

と
、

呉
市

は
「
宿

泊
・

飲
食
サ

ー
ビ
ス
」

向
け
の
販

売
割
合
が
1
1.3

％
と
、
3
市

平
均
（
15.2％

）
を
若
干

下
回

っ
て

い
ま
す

の
で

、
農
林

漁
業
か
ら

飲
食
・
宿

泊
サ
ー
ビ

ス
へ

の
市
内
取

引
を

拡
大

で
き
る

余
地
が
あ

る
と

考
え

ら
れ
ま

す
。ま

た
、
呉

市
の
移
輸
入
の
割
合
が

-
94.

9
％
と

、
3市

平
均

（
-72.1

％
）
を

上
回
っ
て

い
ま

す
の

で
、
移

輸
入

額
の
低

減
に
よ
り

市
内
循
環

を
強
化
す

る
こ

と
が
必
要

と
思

わ
れ

ま
す
。

図
表
2
7

農
林
漁
業
に
お
け
る
取
引
状
況

２
．
市
内
産
業
全
体
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
乗
数

各
産

業
に

１
単
位
の
需
要
が
発
生
し
た
場
合
に

、
市
内
産

業
全

体
に

何
倍
の

経
済
波
及

効
果

を
与

え
る
か

と
い

う
産
業

別
の
乗
数
を
み
る
と
、
呉
市
の
観
光

関
連
産
業

は
「

農
林

漁
業
」

（
呉
市
1.174

、
3市

平
均

1
.3
35

）
、

「
飲
食
料
品
」
（
同

1.2
08
、
1.

395
）

、
「
宿

泊
・

飲
食

サ
ー
ビ

ス
」
（
同

1.239、
1.375）

等
と

な
っ
て

お
り
、
3
市
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の

一
因

と
し

て
、
呉

市
の
産
業

全
体

の
移

輸
入
率

が
高

い
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
は
観

光
関
連
産

業
を

含
め

て
市
内

全
体
の
移

輸
入

率
の

低
減
に

取
り

組
む
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

図
表
2
6

市
内
産
業
全
体
に
経
済
波
及
効
果
を
及
ぼ
す
乗
数

（
単

位
：

億
円

）

農
林

漁
業

飲
食

料
品

宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の

対
個
人

サ
ー
ビ
ス
等

市
内

最
終

需
要

移
輸

出
移

輸
入

1
1
0
.
1

1
0
.
5

5
9
.
9

1
4
.
1

2
5
.
5

1
5
.
3

4
1
.
0

9
3
.
3

-
1
1
9
.
0

1
2
5
.
4

(
8
7
.
8
%
)

(
8
.
4
%
)

(
4
7
.
7
%
)

(
1
1
.
3
%
)

(
2
0
.
4
%
)

(
1
2
.
2
%
)

(
3
2
.
7
%
)

(
7
4
.
5
%
)

(
-
9
4
.
9
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

1
8
1
.
2

2
7
.
8

1
0
4
.
6

3
3
.
2

1
5
.
6

3
6
.
9

8
6
.
5

1
0
7
.
6

-
1
5
7
.
2

2
1
8
.
0

(
8
3
.
1
%
)

(
1
2
.
7
%
)

(
4
8
.
0
%
)

(
1
5
.
2
%
)

(
7
.
1
%
)

(
1
6
.
9
%
)

(
3
9
.
7
%
)

(
4
9
.
4
%
)

(
-
7
2
.
1
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

2
0
7
.
4

4
5
.
6

1
3
2
.
2

1
4
.
5

1
5
.
1

4
4
.
4

2
3
.
5

1
4
8
.
0

-
1
2
7
.
0

2
5
1
.
8

(
8
2
.
3
%
)

(
1
8
.
1
%
)

(
5
2
.
5
%
)

(
5
.
7
%
)

(
6
.
0
%
)

(
1
7
.
7
%
)

(
9
.
3
%
)

(
5
8
.
8
%
)

(
-
5
0
.
5
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

2
0
6
.
5

3
3
.
6

1
0
4
.
2

4
6
.
5

2
2
.
2

1
4
4
.
5

1
7
5
.
1

1
3
7
.
5

-
1
6
8
.
2

3
5
1
.
0

(
5
8
.
8
%
)

(
9
.
6
%
)

(
2
9
.
7
%
)

(
1
3
.
2
%
)

(
6
.
3
%
)

(
4
1
.
2
%
)

(
4
9
.
9
%
)

(
3
9
.
2
%
)

(
-
4
7
.
9
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

1
2
9
.
7

4
.
2

7
7
.
4

3
8
.
7

9
.
4

-
7
8
.
3

6
0
.
8

3
7
.
3

-
1
7
6
.
5

5
1
.
4

(
2
5
2
.
6
%
)

(
8
.
1
%
)

(
1
5
0
.
7
%
)

(
7
5
.
4
%
)

(
1
8
.
3
%
)
(
-
1
5
2
.
6
%
)

(
1
1
8
.
4
%
)

(
7
2
.
7
%
)
(
-
3
4
3
.
7
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

（
資
料
）
高
山
市
、
松
山
市
、
那
覇
市
の
産
業
連
関
表

那
覇

市

中
間

需
要

（
原

材
料

等
と

し
て

の
販

売
）

最
終

需
要

市
内

生
産

額

呉
市

3
市

平
均

高
山

市

松
山

市

呉
市

3
市

平
均

呉
市

－
高

山
市

松
山

市
那

覇
市

3
市

平
均

農
林

漁
業

1
.
1
7
4

1
.
3
3
5

1
.
3
4
2

1
.
4
2
4

1
.
2
4
0

-
0
.
1
6
1

鉱
業

1
.
1
4
8

1
.
4
4
9

1
.
5
0
3

1
.
4
6
9

1
.
3
7
4

-
0
.
3
0
1

飲
食

料
品

1
.
2
0
8

1
.
3
9
5

1
.
4
9
6

1
.
4
4
5

1
.
2
4
5

-
0
.
1
8
7

繊
維

製
品

1
.
1
1
8

1
.
2
8
5

1
.
2
5
7

1
.
3
1
8

1
.
2
7
9

-
0
.
1
6
7

パ
ル

プ
・

紙
・

紙
加

工
品

1
.
2
5
1

1
.
3
1
7

1
.
2
9
7

1
.
4
2
4

1
.
2
2
9

-
0
.
0
6
6

化
学

1
.
1
7
1

1
.
3
1
2

1
.
1
8
6

1
.
3
2
5

1
.
4
2
5

-
0
.
1
4
1

窯
業

・
土

石
製

品
1
.
1
7
5

1
.
3
7
7

1
.
4
1
2

1
.
3
4
6

1
.
3
7
4

-
0
.
2
0
2

鉄
鋼

1
.
1
9
9

1
.
2
1
8

1
.
2
5
3

1
.
3
1
6

1
.
0
8
6

-
0
.
0
2
0

金
属

製
品

1
.
2
0
3

1
.
2
4
2

1
.
2
3
4

1
.
2
9
5

1
.
1
9
7

-
0
.
0
3
9

は
ん

用
・

生
産

用
・

業
務

用
機

械
1
.
1
8
9

1
.
2
0
4

1
.
1
7
9

1
.
2
2
8

1
.
2
0
3

-
0
.
0
1
4

電
気

機
械

1
.
1
6
9

1
.
2
7
1

1
.
3
0
9

1
.
2
5
3

1
.
2
5
2

-
0
.
1
0
2

輸
送

用
機

械
1
.
2
3
8

1
.
2
4
3

1
.
2
2
6

1
.
3
3
3

1
.
1
6
9

-
0
.
0
0
5

そ
の

他
の

製
造

業
1
.
1
9
3

1
.
2
4
2

1
.
3
0
5

1
.
1
7
3

1
.
2
4
7

-
0
.
0
4
9

建
設

1
.
1
9
7

1
.
3
1
3

1
.
2
8
6

1
.
3
6
2

1
.
2
9
1

-
0
.
1
1
6

電
力

・
ガ

ス
・

熱
供

給
1
.
1
1
1

1
.
3
4
8

1
.
3
5
5

1
.
4
6
6

1
.
2
2
4

-
0
.
2
3
7

水
道

・
廃

棄
物

処
理

1
.
2
3
2

1
.
2
8
5

1
.
2
4
6

1
.
2
9
8

1
.
3
1
1

-
0
.
0
5
3

商
業

1
.
1
3
6

1
.
2
7
1

1
.
2
2
4

1
.
3
0
0

1
.
2
8
8

-
0
.
1
3
4

金
融

・
保

険
1
.
1
6
6

1
.
2
5
1

1
.
2
1
3

1
.
2
3
9

1
.
3
0
0

-
0
.
0
8
4

不
動

産
1
.
0
7
7

1
.
2
0
9

1
.
1
8
2

1
.
2
1
9

1
.
2
2
7

-
0
.
1
3
3

運
輸

・
郵

便
1
.
2
2
6

1
.
3
1
0

1
.
2
4
2

1
.
3
7
9

1
.
3
0
9

-
0
.
0
8
5

情
報

通
信

1
.
2
0
6

1
.
3
7
5

1
.
2
9
4

1
.
4
0
2

1
.
4
3
0

-
0
.
1
6
9

公
務

1
.
1
5
7

1
.
2
9
7

1
.
2
3
7

1
.
3
4
7

1
.
3
0
7

-
0
.
1
4
0

医
療

・
福

祉
1
.
1
2
8

1
.
2
6
8

1
.
2
2
2

1
.
2
7
6

1
.
3
0
5

-
0
.
1
4
0

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

・
教

育
・

研
究

1
.
1
2
9

1
.
2
4
8

1
.
1
9
8

1
.
2
7
2

1
.
2
7
4

-
0
.
1
1
9

宿
泊

・
飲

食
サ

ー
ビ

ス
1
.
2
3
9

1
.
3
7
5

1
.
3
9
8

1
.
3
7
8

1
.
3
4
8

-
0
.
1
3
6

そ
の

他
の

対
個

人
サ

ー
ビ

ス
等

1
.
1
4
4

1
.
3
1
0

1
.
2
2
4

1
.
4
0
8

1
.
2
9
7

-
0
.
1
6
5

全
産

業
1
.
1
7
6

1
.
2
9
8

1
.
2
8
2

1
.
3
3
4

1
.
2
7
8

-
0
.
1
2
2

（
注
）
逆
行
列
係
数
表
の
列
和
を
記
載
。

（
資
料
）
高
山
市
、
松
山
市
、
那
覇
市
の
産
業
連
関
表
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「
飲

食
料

品
」
の
市
内
生
産
額
を

100
％
と
し

た
場
合
の

販
売

先
割

合
を
み

る
と
、
呉

市
は

「
宿

泊
・
飲

食
サ

ー
ビ
ス

」
向
け
の
販
売
割
合
が

34.
0
％
と
、

3市
平
均

（
43.6％

）
を
下

回
っ
て
い

ま
す

の
で

、
「
飲

食
料

品
」
か

ら
「
飲
食
・
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の

市
内
取
引

の
拡

大
を

推
進
す

る
必
要
が

あ
り

ま
す

。

ま
た

、
呉

市
の
「
移
輸
入
」
の
割
合
が

-1
61.8

％
と
、
3
市

平
均
（

-146.1
％

）
を
上

回
っ

て
い

ま
す
の

で
、

移
輸
入

額
の
低
減
に
よ
り
市
内
循
環
の
強
化

に
取
り
組

む
こ

と
が

必
要
と

思
わ
れ
ま

す
。

図
表
2
8

飲
食
料
品
に
お
け
る
取
引
状
況

「
飲

食
・

宿
泊
サ
ー
ビ
ス
」

の
市
内
生
産
額
を

100％
と

し
た

場
合

の
販
売

先
割
合
を

み
る

と
、

呉
市
は

市
外

か
ら
の

観
光
客
向

け
販
売
を

含
む
「
移
輸
出

」
の
割
合

が
42.5％

と
、
3
市

平
均
（

60.5
％
）

を
下

回
っ

て
い
ま

す
の
で
、

観
光
客
向

け
の
拡
販

を
推

進
し
、
市

外
か

ら
の

需
要
獲

得
に
取
り

組
む

こ
と

が
必
要

で
す

。
図
表
2
9

飲
食
・
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
取
引
状
況

（
単

位
：

億
円

）

農
林

漁
業

飲
食
料

品
宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の

対
個
人

サ
ー
ビ
ス
等

市
内

最
終

需
要

移
輸
出

移
輸
入

1
6
8
.
0

1
7
.
0

4
2
.
6

8
9
.
6

1
8
.
8

9
5
.
6

4
1
4
.
7

1
0
7
.
4

-
4
2
6
.
5

2
6
3
.
6

(
6
3
.
7
%
)

(
6
.
4
%
)

(
1
6
.
2
%
)

(
3
4
.
0
%
)

(
7
.
1
%
)

(
3
6
.
3
%
)

(
1
5
7
.
3
%
)

(
4
0
.
7
%
)
(
-
1
6
1
.
8
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

2
9
6
.
2

2
5
.
6

6
1
.
7

1
7
5
.
6

3
3
.
3

1
0
6
.
6

5
6
4
.
5

1
3
0
.
4

-
5
8
8
.
4

4
0
2
.
7

(
7
3
.
5
%
)

(
6
.
3
%
)

(
1
5
.
3
%
)

(
4
3
.
6
%
)

(
8
.
3
%
)

(
2
6
.
5
%
)

(
1
4
0
.
2
%
)

(
3
2
.
4
%
)
(
-
1
4
6
.
1
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

1
5
8
.
4

2
9
.
4

4
1
.
9

7
3
.
9

1
3
.
2

1
6
4
.
2

1
2
5
.
0

1
7
7
.
6

-
1
3
8
.
4

3
2
2
.
6

(
4
9
.
1
%
)

(
9
.
1
%
)

(
1
3
.
0
%
)

(
2
2
.
9
%
)

(
4
.
1
%
)

(
5
0
.
9
%
)

(
3
8
.
8
%
)

(
5
5
.
0
%
)

(
-
4
2
.
9
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

4
2
6
.
5

4
0
.
2

1
0
3
.
6

2
0
9
.
0

7
3
.
7

1
9
1
.
1

9
4
3
.
4

1
3
7
.
4

-
8
8
9
.
7

6
1
7
.
5

(
6
9
.
1
%
)

(
6
.
5
%
)

(
1
6
.
8
%
)

(
3
3
.
8
%
)

(
1
1
.
9
%
)

(
3
0
.
9
%
)

(
1
5
2
.
8
%
)

(
2
2
.
2
%
)
(
-
1
4
4
.
1
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

3
0
3
.
7

7
.
1

3
9
.
7

2
4
3
.
8

1
3
.
1

-
3
5
.
6

6
2
5
.
2

7
6
.
2

-
7
3
7
.
1

2
6
8
.
1

(
1
1
3
.
3
%
)

(
2
.
6
%
)

(
1
4
.
8
%
)

(
9
1
.
0
%
)

(
4
.
9
%
)

(
-
1
3
.
3
%
)

(
2
3
3
.
2
%
)

(
2
8
.
4
%
)
(
-
2
7
4
.
9
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

（
資
料
）
高
山
市
、
松
山
市
、
那
覇
市
の
産
業
連
関
表

松
山

市

那
覇

市

呉
市

3
市

平
均

高
山

市

中
間

需
要

（
原

材
料

等
と

し
て

の
販

売
）

最
終

需
要

市
内

生
産

額

（
単

位
：

億
円

）

農
林

漁
業

飲
食
料

品
宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の

対
個
人

サ
ー
ビ
ス
等

市
内

最
終

需
要

移
輸
出

移
輸
入

7
.
2

0
.
0

0
.
5

3
.
3

3
.
4

3
9
5
.
5

4
4
1
.
2

1
7
1
.
1

-
2
1
6
.
8

4
0
2
.
8

(
1
.
8
%
)

(
0
.
0
%
)

(
0
.
1
%
)

(
0
.
8
%
)

(
0
.
8
%
)

(
9
8
.
2
%
)

(
1
0
9
.
6
%
)

(
4
2
.
5
%
)

(
-
5
3
.
8
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

3
1
.
3

0
.
0

0
.
5

8
.
5

2
2
.
2

9
0
7
.
6

5
7
9
.
3

5
6
8
.
3

-
2
3
9
.
9

9
3
8
.
9

(
3
.
3
%
)

(
0
.
0
%
)

(
0
.
1
%
)

(
0
.
9
%
)

(
2
.
4
%
)

(
9
6
.
7
%
)

(
6
1
.
7
%
)

(
6
0
.
5
%
)

(
-
2
5
.
6
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

1
6
.
1

0
.
0

0
.
0

9
.
1

7
.
0

5
4
8
.
0

1
8
4
.
1

4
8
2
.
9

-
1
1
9
.
0

5
6
4
.
1

(
2
.
9
%
)

(
0
.
0
%
)

(
0
.
0
%
)

(
1
.
6
%
)

(
1
.
2
%
)

(
9
7
.
1
%
)

(
3
2
.
6
%
)

(
8
5
.
6
%
)

(
-
2
1
.
1
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

3
8
.
1

0
.
0

0
.
3

6
.
3

3
1
.
5

1
1
1
3
.
9

9
2
2
.
8

6
4
6
.
4

-
4
5
5
.
3

1
1
5
2
.
1

(
3
.
3
%
)

(
0
.
0
%
)

(
0
.
0
%
)

(
0
.
5
%
)

(
2
.
7
%
)

(
9
6
.
7
%
)

(
8
0
.
1
%
)

(
5
6
.
1
%
)

(
-
3
9
.
5
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

3
9
.
6

0
.
0

1
.
2

1
0
.
2

2
8
.
2

1
0
6
1
.
0

6
3
0
.
9

5
7
5
.
6

-
1
4
5
.
6

1
1
0
0
.
6

(
3
.
6
%
)

(
0
.
0
%
)

(
0
.
1
%
)

(
0
.
9
%
)

(
2
.
6
%
)

(
9
6
.
4
%
)

(
5
7
.
3
%
)

(
5
2
.
3
%
)

(
-
1
3
.
2
%
)

(
1
0
0
.
0
%
)

（
資
料
）
高
山
市
、
松
山
市
、
那
覇
市
の
産
業
連
関
表

松
山

市

那
覇

市

呉
市

3
市

平
均

高
山

市

中
間

需
要

（
原

材
料

等
と

し
て

の
販

売
）

最
終

需
要

市
内

生
産

額
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【
参
考
】
経
済
波
及
効
果
と
は

～
自
動
車
産
業
を
例
と
し
た
説
明
資
料
～

あ
る

産
業
に
新
た
な
需
要
が
発
生
す
る
と
、

そ
の

需
要
を
満

た
す

た
め

に
必
要

と
な
る
原

材
料

・
部

品
・

外
注
サ
ー
ビ
ス
等
の
産
業
に
も
需
要
が

発
生

し
、
さ
ら

に
、

そ
れ

ら
の
産

業
の
需
要

を
満

た
す

た

め
に

必
要
と
な
る
原
材
料
・
部
品
・
外
注
サ

ー
ビ

ス
等
の
需

要
も

発
生

し
ま
す

。
こ
の
よ

う
に

、
産

業

と
産

業
の
取
引
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
て

、
あ
る
需

要
が

発
生

し
た
場

合
に
、
他

の
産

業
に

次
々

と
需
要
が
波
及
し
て
い
く
こ
と
を
、
経

済
波

及
効
果
と

呼
び

ま
す

。

経
済

波
及
効
果
は
、
以
下
①
～
③
に
分
け

ら
れ

ま
す
。
一

般
的

に
、

①
＋
②

、
あ
る
い

は
①

＋
②

＋

③
の

金
額
を
、
経
済
波
及
効
果
と
呼
ん
で
い

ま
す

。

①
直

接
効
果

：
最
初
に
発
生
し
た
地
域

内
の

産
品
の
需

要
額

。

②
間

接
１
次
効
果
：
直
接
効
果
を
満
た
す
た

め
に

、
地
域
内

の
部

品
・

原
材
料

・
外
注
サ

ー
ビ

ス
等

を

調
達

す
る
金
額
。

③
間

接
２
次
効
果
：
直
接
効
果
と
１
次
波
及

効
果

を
満
た
す

た
め

に
働

い
た
従

業
者
が
賃

金
を

得
て

、

地
域

内
の
産
品
を
消
費
す
る
金
額
。

図
表
3
0

経
済
波
及
効
果
と
は
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農林水産業

鉱業
製造業

…

その他

サービス業

中間需要計

消費
資本形成

（投資）

在庫
移輸出

移輸入

最終需要計

農
林
水
産
業

製
造
業

…

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

中
間
投
入
計

雇
用
者
報
酬

固
定
資
本
減
耗

営
業
余
剰
　
等

粗
付
加
価
値
計

産
出
額

産出額

最
終
需
要

中
間
需
要

中
間
投
入

粗
付
加
価
値

原
材
料
費

粗
利
益

売
上
高

タテ方向にみると

各産業部門の

費用・利益構造農林水産業

鉱業
製造業

…

その他

サービス業

中間需要計

消費
資本形成

（投資）

在庫
移輸出

移輸入

最終需要計

農
林
水
産
業

製
造
業

…

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

中
間
投
入
計

雇
用
者
報
酬

固
定
資
本
減
耗

営
業
余
剰
　
等

粗
付
加
価
値
計

産
出
額

粗
付
加
価
値

中
間
需
要

最
終
需
要

産出額

中
間
投
入

原
材
料
と
し
て
の
販
売
先

ヨ
コ
方
向
に
み
る
と
各
産
業
部
門
の
販
売
先
構
造

消
費
財
と
し
て
の
販
売
先

売
上
高

農林水産業

鉱業
製造業

…

その他

サービス業

中間需要計

消費
資本形成

（投資）

在庫
移輸出

移輸入

最終需要計

農
林
水
産
業

製
造
業

…

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

中
間
投
入
計

雇
用
者
報
酬

固
定
資
本
減
耗

営
業
余
剰
　
等

粗
付
加
価
値
計

中
間
需
要

最
終
需
要

産出額

中
間
投
入

粗
付
加
価
値

産
出
額

国
内
総
生
産
や

市
内
総
生
産
と

ほ
ぼ
等
し
い
値

同
じ
金
額

【
参
考
】
産
業
連
関
表
の
見
方

経
済

波
及

効
果
を
算
出
す
る
際
に
は
、
産

業
連

関
表
と
い

う
統

計
デ

ー
タ
を

利
用
し
ま

す
。

産
業

連
関
表

を
タ
テ
方
向
に
み
る
と
、
各
産

業
部

門
の
費
用

・
利

益
構

造
を
把

握
で
き
ま

す
。

産
業

連
関
表
を
ヨ
コ
方
向
に
み
る
と
、
各

産
業
部

門
の
販
売

先
構

造
を

把
握
で

き
ま
す
。

粗
付

加
価
値
の
金
額
は
、
国
内
総
生
産
や
市

内
総

生
産
等
の

金
額

に
ほ

ぼ
等
し

く
な
っ
て

い
ま

す
。

図
表

3
3
産
業
連
関
表
の
見
方
（
粗
付
加
価
値
）

図
表

3
2
産
業
連
関
表
の
見
方
（
ヨ
コ
方
向
）

図
表

3
1
産
業
連
関
表
の
見
方
（
タ
テ
方
向
）
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〔
参

考
資
料
〕

総
務
省

「
国
勢
調
査
」
、
「
家
計
調
査
」
、
「
産
業
連
関
表
」
、
「
接
続
産
業
連
関
表
」

※

国
土
交
通
省

「
産
業
連
関
表
（
建
設
部
門
）
」
、
「
住
宅
着
工
統
計
」
、
「
住
宅
市
場
動
向
調
査
」

内
閣
府

「
国
民
経
済
計
算
年
次
推
計
」

広
島
県

「
県
民
経
済
計
算
結
果
」
、
「
市
町
民
経
済
計
算
結
果
」

呉
市

「
住
民
基
本
台
帳
」

高
山
市

「
産
業
連
関
表
」

松
山
市

「
産
業
連
関
表
」

那
覇
市

「
産
業
連
関
表
」

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
、
「
日
本
の
世
帯
数
将
来
推
計
」

(株
)価

値
総
合
研
究
所

「
地
域
経
済
循
環
分
析
用
デ
ー
タ
」
（
呉
市
）

※

(
公

社
)
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

「
中

期
経
済
予
測
」
（

2
02
0.
7.
1公

表
）

※

井
出
眞
弘
氏

「
E
xc
elに

よ
る
産
業
連
関
分
析
入
門
」

※
印
の
資
料
は
、
呉
市
産
業
連
関
表
（
2
0
2
2
～
2
02
6年

）
の
推
計
に
も
活
用
。
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都道府県等名 香川県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

コンベンションのもたらす経済波及効果

について 

令 3.2.1 無 (公財)高松観光コンベンシ

ョン・ビューロー 

平成 27年香川県産業連関

表 

令和元年度に県内で開催されたコンベンションがもたら

す経済波及効果の推計 

・波及効果：4,952百万円 
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都道府県等名 高知県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

県外観光客の消費支出による県内経済へ

の波及効果 

令２．12 無 高知県観光振興部観光政策

課 

平成 23年高知県産業連関

表（40部門） 

 令和元年（平成 31年）の県外観光客の消費支出による

県内経済への波及効果を試算。 

 

・生産誘発効果 167,841百万円（1.54倍） 

高知県観光政策課

の依頼により、高知

県統計分析課が試

算を行った。 
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都道府県等名 福岡県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

福岡ソフトバンクホークスが日本一とな

ったことによる経済波及効果 

令２.11 有 福岡県企画・地域振興部 

調査統計課 

平成 27年福岡県産業連関

表（42部門） 

福岡県ソフトバンクホークスが日本一になったことによ

る、クライマックスシリーズ以降の福岡県内における経

済波及効果を試算。 

・波及効果 約 274億円（第２次間接波及効果まで） 
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都道府県等名 長崎県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

「2020 長崎ランタンフェスティバル」の

経済波及効果 

令 2.7 無 ㈱長崎経済研究所 平成 27年長崎県産業連関

表 107部門表（開放型）か

ら組み換えた 42部門表を

利用 

「2020 長崎ランタンフェスティバル」の開催が県内に及

ぼす経済波及効果の分析 

総合効果 5,604百万円（1.36倍） 

委託元：長崎市文化

観光部観光交流推

進室 
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都道府県等名 宮崎県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

県外からのスポーツキャンプ・合宿の受

入実績について 

令３．６ 有 宮崎県商工観光労働部観光

推進課スポーツランド推進

室 

令和２年宮崎県産業連関

表（107部門） 

春季の県外からのスポーツキャンプ・合宿受入による経

済波及効果を試算。 

（令和３年１～３月春季の経済波及効果は 1,472百万円） 
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都道府県等名 沖縄県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

沖縄県内における 2020年プロ野球春季キ

ャンプの経済効果 

令２.７ 有 りゅうぎん総合研究所 平成 27年沖縄県産業連関

表（35部門表ベースの分析

用部門表） 

2020 年 2月に沖縄県内で国内プロ野球球団が実施した春

季キャンプがもたらした経済波及効果を分析。 

 

直接効果：75億 9,300万円 

1次間接効果：29億 8,600万円 

2次間接効果：15億 8,800万円 

総合効果：121億 6,800 万円 

 

うち雇用者所得誘発額：29 億 3,500万円 

 

今年の経済効果である 121 億 6,800 万円は、これまでで

最も大きかった 2019年の 141億 3,100万円を 19億 6，300

万円下回った。 

http://www.ryugin

-ri.co.jp/tyousarep

ort/17389.html 
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都道府県等名 さいたま市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

「さいたま国際芸術祭２０２０」開催効

果調査分析 

令３．８ 無 ㈱サーベイリサーチセンタ

ー 

平成２３年さいたま市、埼

玉県、全国の産業連関表統

合大分類（３７部門） 

「さいたま国際芸術祭２０２０」に伴う開催効果調査分

析 

委託調査 
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都道府県等名 横浜市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

市街地開発事業による経済波及効果の推

計 

令２.６ 無 横浜市都市整備局市街地整

備調整課 

平成 27年横浜市産業連関

表（34部門） 

市街地開発事業を実施した３地区について、産業連関

表を元に作成された「平成 27年横浜市産業連関表経済

波及効果分析ツール」を用いて、建設工事や就業人口の

増加による経済波及効果を推計。 

横浜市会会期外常

任委員会にて報告 

2 

 

 

ヨコハマトリエンナーレ 2020経済波及

効果 

令 3.4月 無 横浜トリエンナーレ組織委

員会 

平成 23年横浜市産業連関

表 

「ヨコハマトリエンナーレ 2020」開催に伴う横浜市内

への経済波及効果を推計した。 

推計時点で最新の平成 23年横浜市産業連関表を用い

て算出。来場者消費支出は来場者アンケート、主催者調

達は開催準備と運営にかかわる経費支出をもとにしてい

る。 

来場者消費支出及び主催者調達を合計した、横浜市の

経済波及効果は約 23億円となった。 

別添資料あり 
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都道府県等名 京都市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

観光消費の経済波及効果 令 2年 6月 有 京都市産業観光局 

観光ＭＩＣＥ推進室 

平成 23年京都市産業連関

表（37部門） 

令和元年 観光消費における経済波及効果を試算。 

・経済波及効果 1 兆 3,569 億円 

・雇用誘発効果 15万 3千人 
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都道府県等名 堺市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

「ものの始まりなんでも堺・文化芸術創

造都市プロジェクト」による経済波及効

果 

 

令和 3年 3月 無 公益財団法人堺市産業振興

センター 

平成 23年堺市産業連関表 

（37部門） 

 本報告書では、まちの賑わい創出・地域の活性化の視

点から「ものの始まりなんでも堺・文化芸術創造都市プロ

ジェクト」の事業実施に伴う堺市への経済波及効果を推

計した。 
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都道府県等名 神戸市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

都心・三宮再整備の経済効果 令 2.6.30 有 神戸市都市局都心三宮再整

備課 

平成 23年神戸市産業連関

表（109部門表） 

都心・三宮再整備の経済効果を推計 

・三宮再整備の建設投資に伴う経済波及効果 

  経済効果：1兆 1,000 億円  

 雇用効果：76,000 人 

・三宮再整備後の経済波及効果 

  経済効果：毎年 2,600億円 

  雇用効果：毎年 16,400 人 
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都道府県等名 北九州市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

市場内敷地を活用したストックポイント

（ＳＰ）施設設置による経済波及効果の

推計 

令３.３.８ 無 企画調整局企画課統計係 平成 23年北九州市産業連

関表（37部門） 

与件データは、中央卸売市場の示した設備投資(需要)額 

・波及効果  1,816.5 百万円 

   ( 1.38倍) １次まで 

・波及効果  2,058.1 百万円 

   （ 1.56倍) 2次まで 

北九州市産業経済

局中央卸売市場 

2 

 

 

市場内敷地を活用したストックポイント

（ＳＰ）施設設置に伴う売上増見込によ

る経済波及効果の推計 

令３.３.８ 無 企画調整局企画課統計係 平成 23年北九州市産業連

関表（37部門） 

与件データは、中央卸売市場の示した施設内売上増見込 

・波及効果  15,100.6 百万円 

   ( 1.28倍) １次まで 

・波及効果  17,523.1 百万円 

   （ 1.49倍) 2次まで 

北九州市産業経済

局中央卸売市場 
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都道府県等名 福岡市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

平成 23年産業連関表を用いた観光客に

よる経済波及効果 

令 2.4.3 有 福岡市総務企画局企画調整

部統計調査課 

平成 23年産業連関表（40

部門） 

2018年の観光消費による福岡市内の経済波及効果を分

析。 

経済波及効果 5,818億円 

「福岡市の観光・

MICE」2020 年版

に掲載 
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都道府県等名 熊本市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  

 

 

立地企業の経済波及効果 随時 無 産業部産業振興課企業立地

推進室 

平成２３年熊本市産業連

関表 

過去３年間に本市へ立地した企業の経済波及効果を試

算。今後、立地企業の補助金指定申請時に経済波及効果

を算出していく。 

 

2 

 

 

定額給付金が市経済に与える効果額の推

計 

令２．6 無 産業部経済政策課（経済再建

プロジェクトチーム） 

平成２３年熊本市産業連

関表 

定額給付金の使途（産業ごとの消費・需要）を推計し、

当該消費による経済波及効果を算出。 

・生産誘発額    515億円 

・粗付加価値誘発額 314億円 

・就業誘発者数   5,606人 

 

3 

 

 

コロナ対策に係る助成・融資の市中にお

ける動き（各産業への流れ）の推計 

令２．8 無 産業部経済政策課（経済再建

プロジェクトチーム） 

平成２３年熊本市産業連

関表 

産業分類ごとの助成金等の受領額を推計し、産業ごと

の中間投入額を用いて、当該受領額が更にどの産業に流

れているのかを推計。 

 

4 

 

 

動植物園に関する経済波及効果の調査 令２．8 無 観光交流部動植物園 平成２３年熊本市産業連

関表 

動植物園の組織体制のあり方についての検証材料とし

て活用。 

・経済波及効果（生産誘発額） 53.8 億円 

（２次効果まで） 

 

5 

 

 

「熊本市プレミアム宿泊クーポン」実施

結果分析 

令２．9 無 観光交流部観光政策課 平成２３年熊本市産業連

関表 

「熊本市プレミアム宿泊クーポン」による経済波及効果

を観光消費額をもとに試算。 

・観光消費額 ３．２億円 

・経済波及効果（生産誘発額） ４．２億円 

（２次効果まで） 
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